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第 1 章  直立姿勢における平衡機能の研究史 

 

1-1. 直立姿勢における平衡機能と身体動揺 

1-1-1.  直立姿勢の意 義と 分類 

 ヒ ト が 他の 動 物 と異 な る際 立 っ た特 徴 は ，直 立 し， 二足歩行 を 行う 点

に あ り， 直 立 二 足 姿 勢 (以 下 ， 直立姿勢 ) は ， 複 雑 なヒ ト の 運 動 の 基 本 姿

勢と さ れ て い る (鈴 木 ， 1 9 9 8 a )．  

頭部 が 重 く，相 対 的 に 重心 が 高く ，支 持 面 が小 さ い ヒト の 立 位 構 造 は，

直立 に 不安定 な 形 態と な っ て い る (福 田， 1 9 7 4；檜， 1992) ．直 立姿勢 に

お い て 身 体の 重 心 は，床 面 から 身 長の 約 5 5 %の 高 さで ，仙 骨 上 部 の前 方

に 位 置 す る（ 檜 ， 1 9 9 2）． 理 論 上 ， 横 から 見 た 重 心 線 は ， 乳 様 突 起， 肩

関節 の や や前 方 ，股 関 節 の わ ず か 後方 ，膝 関 節の や や前 方 である 膝蓋骨 ，

そして 足 関 節 前 方 を 通 る (富 田， 1 9 8 4 )が， 実 際ヒ ト の 直 立 姿 勢 は ，前 か

が み に な る誘 因 が 常に 働 い て お り ，現 実 の 直 立 姿 勢で は ， 頭部 が ? 幹 よ

り も わ ず か前 方 に 位置 す る状 態 に あ る た め ，重 力 に よ り 前 に倒 れ よ う と

す る の を ? 幹 の 背 側に あ る抗 重 力 筋で 反 射 的に 後 方へ 引 き 戻す こ と に よ

って 維 持 さ れ て い る (鈴木 ， 1 9 9 8 a )．  

 こ の よ う な 直 立 姿 勢 を 小 片 （ 1 9 5 1）は ， 筋 緊 張 の 観 点 か ら ， 緊 張 型 ，

弛 緩 型 ， 正 常 型 の 3 つ に分 類 し て い る ．   

 鈴 木 (1998a) によると ，緊 張 型と は ，気を つ け の姿 勢 に 相当 し ，体は わ

ず か に 前 傾し ， 胸 郭を 張 り， 頚 椎 ，胸 椎 が 緊張 し 直 線 状 になる ． 腰椎 は

強く 前 方 へ湾 曲 し ，骨 盤 は前 に 傾 斜し て い る． 股関節 と 膝関節 は 強く 伸

展し ， 下腿部 は 足関節 で 前方 へ 前 傾す る ． その 結 果， 重心位置 は 股 関 節

を通 る 鉛直線 よ り も前 方 に位 置 す る．  
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弛 緩 型 と は， 筋 緊 張の 緩 んだ 楽 な 姿勢 であり ， 顎 が上 が り ，脊 柱 の胸

椎部 が 後 曲し ， 背 中を 丸 めた 姿 勢 で あ る ． 骨盤 はやや 後 方 に傾 斜 し， 股

関節 は や や屈 曲 し ，膝 関 節も 軽 く 屈曲 し ， 下 腿 部 は緊 張 型 と同 じ く， 足

関節 で や や前 傾 す る． こ の際 の 身 体の 重心位置 は 股 関 節 を 通る 鉛直軸 よ

りもわずかに 後 方 に位 置 する ．  

 正 常 型 は， 緊 張 型と 弛緩型 の 理 論 上 最 も 自然 な 直 立 姿 勢 で あ り ，顔 は

ほぼ 水 平 を保 ち ， 胸 椎 部 の湾 曲 も 中 程 度 であり ， 骨盤 の 後 方へ の 傾斜 も

小さ い ． 股 関 節 ， 膝 関 節 の屈 曲 も 少な く ， 下腿 は 足 関 節 でほぼ 直 角を な

し て い る ．重 心 は ，股 関 節の 回 転 軸を 通 る 鉛 直 線 よりもわずか 後 方に あ

る ． 小 片 (1951) に よ る とエ ネ ル ギ ー の 消 費 量 は 緊 張 型 で は 正 常 型 の 約

20 %増，弛 緩 型 で は 1 0 %減と さ れ て い る． F i g 1 - 1- 1 に 小片 ( 1951 ) に よ る

直 立 姿 勢 の類 型 を 示す ．  

  

 

重心線 重心線

重心線

弛緩型 正常型 緊張型

Fig. 1-1-1.　筋緊張からみた直立姿勢の分類（小片，1951）

　　　　 線の太さは筋肉の収縮状態の強さを示す。

重心線 重心線

重心線

弛緩型 正常型 緊張型

Fig. 1-1-1.　筋緊張からみた直立姿勢の分類（小片，1951）

　　　　 線の太さは筋肉の収縮状態の強さを示す。
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1-1-2． 平衡機能と 身体動揺 

直 立 姿 勢 に お い て ，身 体 は決 し て 不動 で は な く ， 独特 で 複 雑な リズム

にしたがって ，絶 えず 動 い て い る ．その リズム の 振 幅，お よ び周 波 数は ，

様々 な 知 覚－ 運 動 系の 機 能に 依 存 し， こ れ に よ っ て直 立 し て い る ヒト に

お け る 支持面 の 内 部に 重 心が 定 められている ．  

直 立 姿 勢 を保 つ た め に は ，下 肢 の 関節 を 固定 す る 必要 が あ る． そのた

め に は 下 肢の 伸 筋 と屈 筋 の両 方 を 同時 に 収 縮さ せ る必 要 がある ． 他方 ，

神 経 系 に は伸 筋 を 収縮 さ せ る と ， 屈筋 が 弛 緩す る と い っ た 相 反 性 神 経 支

配が あ る の で ， 下 肢 全 体 を固 定 す る こ と が で き な い． こ の 機能 に 打ち 勝

ち， 直立姿勢 や 一 定の 姿 勢を 保 つ 仕組 み は 姿 勢 反 射と 呼 ば れ て お り， そ

の中 枢 は 脊髄 ， 脳 幹， 大 脳 皮 質 にあり ， これによって 全 身 の筋肉活動 が

適当 に 調 節さ れ る と さ れ て い る （ 矢部 ， 1 9 9 7）．  

こ の よ う に常 に 平 衡 状 態 を保 ち ， 複雑 な 姿 勢 制 御 と行 為 を 瞬時 に 達成

する システム を 平 衡 機 能 と呼 び ， 現在 で は ，姿勢制御 に 関 与す る こ れ ら

の運 動 状 態は 重 心 動 揺 計 に よ っ て 測定 す る こ と が 一 般 的 である（ B a r o n，

1 9 8 5）．  

平衡 機 能 の観 点 か ら見 た 身 体 動 揺 とは ， 視 覚 系 ， 平 衡 感 覚 系， 体性感

覚系 を 基 本と す る 平 衡 機 能の 指 標 で あ る ． 平 衡 機 能は 眼 球 か ら の 平 衡 機

能 検 査 と ，体 幹 ， 四肢 の 平 衡 機 能 に区 分 さ れ る が ，重 心 動 揺 計 で 測定 さ

れる 動 揺 は後 者 に 属す る （吉 川 ・ 菊池 ， 1 9 9 7）．   

 直 立 姿 勢に お け る平衡機能 の 制 御に は 視覚系 ， 平 衡 感 覚 系， 体 性 感 覚

系か ら の 情報 が 関 与しており ， こ の入 力 情 報を 統 合し て ， 四肢 ， ? 幹 の

抗 重 力 筋 の筋 運 動 調 節 系 に出 力 が 送ら れ る こ と で ，直 立 姿 勢は 維 持さ れ

る． 脳 幹 網 様 体 や 小脳 は ，こ れ ら の入 力 ， 出 力 系 の調 節 役 と し て ，姿 勢

反射 を 効率良 く ，自動 調 節 する 役 目を 果 た し て い る と考 え ら れ て い る（ 鈴
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木， 1 9 9 8 b）．  

直 立 姿 勢 に お け る 剛体 リ ン ク モ デ ルに し た が え ば ，ヒ ト の 重 心 点 の動

揺が ， 足 底に 反 映 す る と 仮定 で き る． こ の 足底 に 反映 さ れ た重心位置 を

圧ト ラ ン ス デ ュ ー サで 検 出し ，そ の圧 変 化 を電 圧 の 大き さ に変 換 し た後 ，

左 右 方 向 ，前 後 方 向， 上 下 方 向 へ の偏 位 距 離と し て換 算 し た も の が重 心

動 揺 計 で 測定 さ れ る身体動揺 で あ る．  

 

1-1-3． 身体動揺の 指標 

 身 体 動 揺の 基本指標 は ，重 心 点 の総 移 動 距 離 の 指標 で あ る総軌跡長 ，

1 秒間 に 移動 し た 距離 の 平 均 値 である 単 位 軌 跡 長 ，面 積 （ 1 平 方 セ ン チ

メ ー ト ル ）当 た り の移動距離 を 表 す単 位 面 積 軌 跡 長， 軌 跡 の外形面積 を

表す 外 周 囲 面 積 ，実 効 値（ R M S ）を半 径 とした 円 の面 積 を 表す 実 効 値 面

積， 前後最大 を 縦 軸， 左 右 最 大 を 横軸 と し た長 方 形の 面 積 を表 す 矩 形 面

積の 計 6 指 標 であり ，こ れ に 前 後 最 大 距 離 の 前 後 径， 左 右 最 大 距 離の 左

右径 を 加 え る こ と も あ る ．Table .1- 1- 1 に ，こ れ ら の代 表 的 な指 標 の特 徴

を示 す ．  
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Table.1-1-1.身体動揺 の 指標  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特徴説明指標

身体動揺を最も大きくとった面積．

前後径，左右径の異常の把握に有効

前後最大を縦軸，左右最大を
横軸とした長方形の面積

矩形面積

外れ値を除外した面積．実効値（RMS）を半径とした円
の面積

実効値面積

動揺の外周を囲む面積．めまい・平衡
障害の把握と平衡訓練の評価に有効

軌跡の外形面積外周囲面積

若年層は短く，高齢者では大きくなる性
質をもつ．発達的な変化の把握に有効

面積1cm2当たりの移動距離単位面積軌跡長

動作速度の異常把握に有効1秒間に移動した距離の平均
値

単位軌跡長

身体動揺の安定性を示す代表的な値．
増加は安定性の低下を示す

重心点の総移動距離総軌跡長

特徴説明指標

身体動揺を最も大きくとった面積．

前後径，左右径の異常の把握に有効

前後最大を縦軸，左右最大を
横軸とした長方形の面積

矩形面積

外れ値を除外した面積．実効値（RMS）を半径とした円
の面積

実効値面積

動揺の外周を囲む面積．めまい・平衡
障害の把握と平衡訓練の評価に有効

軌跡の外形面積外周囲面積

若年層は短く，高齢者では大きくなる性
質をもつ．発達的な変化の把握に有効

面積1cm2当たりの移動距離単位面積軌跡長

動作速度の異常把握に有効1秒間に移動した距離の平均
値

単位軌跡長

身体動揺の安定性を示す代表的な値．
増加は安定性の低下を示す

重心点の総移動距離総軌跡長
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さ ら に ， X 軸 方 向 ， Y 軸方向 の パ ワ ー ス ペ ク ト ル と平 均 周 波 数 ， 位置

ベ ク ト ル ，速 度 ベ ク ト ル が主 と し て迷 路 障 害， 小 脳 障 害 ， パ ー キ ン ソ ン

障害 の 検 査に お い て使 用 されることも 多 い ．一 側 迷 路 障 害 では 左 右 動 揺

に お い て 2 H z に パワー の 増 加を 認 め，こ れ は一 側 迷 路 障 害 に お け る偏 倚

と立 ち 直 りの リ ズ ムを 示 し て い る と解 釈 される ． その 他 ， 両 側 迷 路 障 害

では 前後動揺 において ，約 0 . 6Ｈ ｚ か ら 0 . 8Ｈｚ に パ ワ ー の 増加 を 認め る

こと ， ま た， 小 脳 前 葉 障 害で は 約 3Ｈ ｚ の パ ワ ー が増 加 す る こ と な ど が

報 告さ れ て お り ( 時 田， 1 9 9 5 )，特 定 周 波 数 の 増加 に よ る 病 態 把 握 に役 立

てられている ．  
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1-2．  平衡機能と心理学的研究 

1-2-1.  身体動揺と知 覚研究 

直 立 姿 勢 に お け る 平 衡 機 能の 指 標 で あ る 身 体 動 揺 は， 心 理 学において

は身 体 認 識， 絶対空間 や 自己 を 中 心と し た 相対的空間 の 知 覚といった 観

点か ら 主 と し て 研 究さ れ て き た ．  

身 体 内 部 では ， 呼 吸 運 動 ，血 液 循 環， 心 拍な ど ， 各 部 分 で の動 き が存

在し ，静 止す る こ と は な く ，身 体 動 揺は そ の影 響 を 受けており ，さらに ，

開眼 と 閉 眼 条 件 で は， 入 力 情 報 に 大き な 差 が生 じ る． 特 に 視 覚 情 報は 位

置の 調 整 に大 き く 寄与 し て お り ， 姿勢 の 平 衡 維 持 に と っ て 重要 な 役割 を

果た し て い る 事 が 知ら れ て い る （ 鈴木 ， 1 9 9 7， 1 9 9 8 a， 1 9 9 8 b）．  

視 覚 情 報 は， 中 心 視 情 報 と周 辺 視 情 報 に 分類 で き ，両 者 の 姿 勢 制 御へ

の機 能 の 違い が 研 究さ れ て い る ． Witk in  &  Wapner (1950 )は， 一 点 個 視

時に 周 辺 視 情 報 が 限定 さ れ る と ， 周 辺 視 情 報が 豊 富な と き よ り も 身 体 動

揺が 増 大 し， さ ら に周 辺 視 情 報 を 運動 させると 身 体 動 揺 は さ ら に 増大 す

る こ と を指 摘 し て い る ． 鈴 木 （ 1 9 9 8 b） は こ の結 果 を ， 中 心 視 に お い て

静止 し た 対象 を 見 て い る に も か か わ ら ず ， 周 辺 視 野に 運動知覚 が 生じ る

と， そ れ に影 響 さ れ， 身 体 動 揺 が 大き く な り， 直 立 姿 勢 維 持が 不安定 に

な る と い う こ と を 示唆 し ，中 心 視 情 報 以 上 に周 辺 視 情 報 が 身 体 動 揺に 関

与し て い る と の 解 釈を し て い る ．  

A m b l a r d  &  C a r b l a c ( 1 9 8 0 )は， 周 辺 視 情 報が 姿勢制御 に 影 響を 与 え，

中 心 視 は 補 正 的 な 役割 を 果た す に 過ぎ な い と し た ．ま た Chae les (1990 )

は， 閉眼条件 と 照 明の 個 数， 位 置 を変 化 さ せ る と 言う 条 件 下で 実 験を 行

い， 照 明 数の 増 加 にともない ， 身 体 動 揺 が 減少 す る こ と ， また ， 両眼 で

個視 し て い る と き は片 眼 のときよりも 姿 勢 が安 定 す る こ と ，これらの 違

いは 視 野 が暗 闇 のとき 最 も大 き く ，ど ち ら も閉 眼 時よ り 姿 勢 制 御 が不 安
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定に な る こ と な ど を報 告 し て い る ．こ れ ら 結果 は ，ヒ ト が 安定 し た直 立

姿勢 を 保 つ た め に は外界刺激 と の 安定 し た 定 位 付 けが 必 要 で あ る こ と を

示し て い る (鈴 木， 1998b ) ．   

ま た ， 直 立 姿 勢 の 制 御 に お け る 視 覚 の 果 た す 役 割 に つ い て ， L e e ,  

L i s h m a n ,  &  T h o m s o n ( 1 9 8 2 ) は 床 ぎ り ぎ り に天 井 から 吊 る さ れ た 底の な

い特 殊 な 箱状 の 部 屋を 用 いた 実 験 を行 っている ． 被 験 者 が 箱の 中 で壁 を

見て い る と き ， 部 屋は 壁 が被 験 者 から 離 れ て い く よ う に ， あ る い は近 づ

く よ う に 操作 さ れ た． そ の結 果 ， 被 験 者 の 直 立 姿 勢は ， 壁 が離 れ た時 は

前方 へ 傾 き， 壁 が 近づ い た時 は 後 方へ 傾 く と い っ た調 節 が 生じ て い る こ

とが 明 ら か と な っ た． こ の結 果 は ，直 立 姿 勢において 環 境 か ら の 視 覚 情

報の 変 化 に伴 い 姿 勢 制 御 が な さ れ て い る こ と を 示 し て い る ．  

こ の よ う に心 理 学 に お け る 平 衡 機 能 研 究 で は 主 と し て 知 覚 研 究 が 中

心で あ り ，情 動 と の関 連 性は 検 討 さ れ て い な い ．  

  

1-2-2.  身体動揺の臨床心理学的研究  

臨 床 心 理 学 の 立場 か ら は ， 成 瀬 （ 1 9 8 5， 1988ａ ， 1 9 8 8ｂ ， 1 9 9 1）に

よる 臨 床 動 作 法 が ，直立姿勢 の 意 義を 理 論 的に 強 調し て い る． 臨 床 動 作

法に お い て， 身 体 はボ デ ィ シ ス テ ムと し て 理解 さ れ， タ テ 系動作訓練 に

より ， ヒ トを タ テ に す る 訓練 が 重 視さ れ ており ， 障 害 児 の 行動的側面 ，

認 知 的 側 面に 臨 床 的 変 化 が報 告 さ れ て い る．  

臨 床 動 作 法に お い て は ， 身体 を タ テに す る こ と に よ り ， そ の体 軸 を原

点と し た 三 次 元 の 座 標 軸 に よ り 環 境を 捉 え る こ と が で き る よ う に な る と

仮定 しており ，こ れ を 自体軸 と 定 義している（ 成 瀬，1 9 9 8）．鶴（ 1986，

1 9 9 5）は ，統 合 失 調 症 の 患者 にあぐら 座 位 での 自体軸 の 改 善を 試 み，自

己 確 実 感 の向 上 ， 現 実 適 応 的 行 動 の増 加 ， 対 人 関 係に お け る社 会 性の 向
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上， 自 閉 や徘 徊 と い っ た 問 題 行 動 の減 少 を事 例 として 報 告 し て い る．   

また 佐 藤（ 1987）は脳 性 まひ 児 に 動 作 訓 練 を施 し た結 果 ，身体 の 緊張

と弛 緩 の バ ラ ン ス が向 上 し， 姿 勢 が安 定 するに 伴 い， 障 害 児の 垂 直 判 断

が よ り 正 確に 行 われることを 見 出 し て い る ．こ の よ う な 自体軸 の 安定 が

知覚 に 及 ぼす 影 響 は健 常 者で も 検 討さ れ て い る ．干 川（ 1 9 9 8）は ，動 作

法に よ り 立位 が 安 定し た 被 験 者 は ，外 界 からの 視 覚 的 変 化 の影 響 が少 な

く な り ， 身 体 動 揺 の面 積 が有 意 に 小さ く な っ た こ と を 報 告 し て い る． こ

れ ら を 踏 まえ ，山 中（ 2000）は 自 体 軸 の 明 確 化 は ，空 間 位 置 記 憶 や知 覚

にとどまらず ， 情 動 現 象 にも 当 てはまるとの 仮 説 を提 出 し て い る ．  

こ の よ う な臨 床 動 作 法 の 他， 身 心 の洞 察 を促 し ， ひ い て は 身心 の 健康

を導 く ボ デ ィ ワ ー ク (石井 ，1997) に お い て も ，身 体 のバ ラ ン スを 維 持し ，

円滑 な 動 作を 遂 行 さ せ る 姿 勢 制 御 を司 る 平 衡 機 能 は， とりわけ 重 視さ れ

て い る ．春 木 (1998) は ，ボディワーク に 関 する 認 識 論の 中 で｢ま っ す ぐ に

立つ と い う行 為 は 気分 や 情動 と 関連性 を 持つ｣と の 仮説 を 提唱 している ． 

し か し ， 以上 のような 直 立 姿 勢 と 情動 と の関 連 性 を実 証 的 に検 討 した

研究 は 少 ない ．  

吉川 ら（ 1 9 9 7）は ，ス ポ ー ツ による 競技不安 の 指標 と し て ，身体動揺

と STAI による 状 態・特 性 不 安 と の関 連 性を 検 討 した ．被 験 者 は 2 0 歳 か

ら 2 1 歳ま で の 体 育 系 大 学 生 5 8 名 で あ っ た ．視覚条件 は 開 眼と 閉 眼が 用

い ら れ ，足 位は 踵 を つ け ，つ ま先 が 4 5 度 に開 く ，開 脚 4 5 度 で あ り，測

定 時 間 は 2 0 秒 で あ っ た ．そ の 結 果， 特性不安 と 閉 眼 条 件 に お い て有 意

な正 の 相 関を 見 出 した ． また 閉眼条件 において ， 特 性 不 安 の高 い 者は ，

特 性 不 安 の低 い 者 と比 較 して 有 意 に身 体 動 揺の 指 標の 値 が 大き か っ た が ，

この 研 究 では 状態不安 と の関 連 性 は見 ら れ て い な い．   

 状 態 不 安と 身体動揺 の 関 連 性 と し て は 武田・ 苧 坂（ 1 9 8 8）に よ る他 者
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接 近と 身体動揺 の 関 連 性の 検 討 が あ る ． 武 田ら ( 1 9 8 8 )は 他 者 接 近 に よ る

パ ー ソ ナ ル・ス ペ ー スの 侵 害に よ り STAI- S に よ る 状 態 不 安を 操 作 して ，

そ れ に 伴 う身 体 動 揺の 変 化を 検 討 した ． 被験者 は 心 理 学 を 専攻 し た大 学

生 女 子 6 名 で あ り， 接近 す る モ デ ル は， 被験者 と 面識 の な い男 性 で あ っ

た．接 近 距 離 は 全体 で 2 0 ｍ，測 定ポイント は 4 ｍ ご と に 区 切ら れ た５ ポ

イ ン ト が 設定 さ れ た． そ の結 果 ， 状態不安得点 は ，モ デ ル の接 近 と共 に

緩や か に 上昇 し て い く の に対 し て ，身 体 動 揺は 被験者 が｢気詰 ま り｣を 感

じた 時 点 から 急 激 に増 加 を み せ る 傾向 が 見 ら れ た が， 被験者数 の 増加 に

よる 追 試 は な さ れ て い な い．  

 こ の よ う に ， 平衡機 能 と情 動 と の関 連 性 を検 討 した 研 究 は非 常 に乏 し

い状 態 にあり ， ど の よ う な情 動 が 平 衡 機 能 と関 連 性を 持 ち ，ど の よ う な

影響 を 及 ぼ す の か に つ い て は 不 明 な点 が 多い と い え る ．  
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第 2 章  本研究の目的と意義  

 

2-1．問題提起 

 

直 立 姿 勢 は， 複 雑 なヒ ト の運 動 の 基本 となる 姿 勢 で あ る が ，相 対 的に

重心 が 高 く支 持 面 が小 さ いヒ ト の 立 位 構 造 は， 直 立に 不 安 定な 形 態と な

っ て い る (福 田 ， 1974) ． こ の よ う な 構造 に も か か わ ら ず ，複 雑 な 運動 を

可能 な ら し め る 機 能と し て ，平 衡 機 能が 存 在し て い る ( e .g . ,  福 田 ，1974；

吉 倉 ， 1974) ． 心 理 学 に お い て ， 直 立 姿 勢 に お け る 平 衡 機 能 と 情 動 に 関

す る 見 解 は ，成 瀬 （ 1 9 8 5， 1 9 8 8ａ ， 1988ｂ ， 1 9 9 1） の 臨 床 動 作 法に 代

表さ れ る よ う に ， 事 例 研 究と し て 報告 さ れ て き た が， 実証研究 は 非常 に

乏 しい 状 態 に あ り ， 吉 川ら ( 1 9 9 7 )により 閉眼条件 に お け る特 性 不 安と 身

体 動 揺 の 正の 相 関 が報 告 さ れ た の み で あ っ た． しかし 状 況 と共 に 変化 す

る情 動 と の関 連 性 は見 ら れ て お ら ず，武 田ら（ 1 9 8 8）に お い て も 追試 が

必要 とされる 状 態 に あ る ．  
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2-2．本研究 の目的 

 

本研究 の 目 的は ， 春 木 (1998) の｢ま っ す ぐ に 立 つ｣と い う こ と と 情 動に

は関 連 性 が あ る と の仮 説 に基 づ き ，直 立 姿 勢における 平衡機能 の 指標 と

し て 身 体 動 揺 を 使 用 し ， 実 証 的 な 先 行 研 究 に 乏 し い 直 立 姿 勢に お け る  

平 衡 機 能 と情 動 と の関 連 性を 実 証 的に 追 究す る ．  

 

2-3．本研究 の意義 

 

本 研 究 により ， 身 体へ の 洞察 に 基 盤を 置 く臨 床 心 理 学 的 見 解に 直立姿

勢と 情 動 との 関 連 性における 新 し い事 実 が 提供 さ れ， ま た 生理的機序 と

心 理 的 要 因と の 関連性 に 新た な 見 解が 提 供さ れ る と思 わ れ る．  
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第 3 章  直立姿勢における平衡機能と情動との関連性 

 

3-1 研究 1： 
直立姿勢における平衡機能と多面的感情状態との関連性  
 

3-1-1.  先行研究と目 的 

身 心 の 洞 察 を 促 し ， ひ い て は 身 心 の 健 康 を 導 く ボ デ ィ ワ ー ク ( 春 木，

1998)に お い て ， 身 体 の バ ラ ン ス を 維 持 し ， 円 滑 な 動 作 を 遂 行 さ せ る 姿

勢 制 御 を 司る 平衡機能 は ，と り わ け重 視 さ れ て い る ．R e e d (1993 )は，従

来の 姿勢概念 が 重 力に 抗 する 伸張反射 の 総 和で あ り， 心理状態 と は関 連

性の 乏 し い生 理 的 な概 念 と し て 理 解さ れ て き た こ と を 批 判 し て い る．   

し か し ， こ の よ う な平衡機能 と 心 理 的 要 因と の 関連性 を 実証的 に 追究

した 基礎研究 は 非 常に 少 ない ．吉 川ら（ 1 9 9 7）は ス ポ ー ツ に よ る 競 技 不

安 の 指 標 と し て ， 平 衡 機 能 を 反 映 す る 身 体 動 揺 と STAI （ State - Tra i t  

Anx ie ty  Inventory ； S p i e l b e r g e r . ,  G o r s u c h . , &  L u s h e n e .， 1 9 7 0）の 日

本 語 版（ 清 水 ・今栄 ，1 9 8 1）に よ る ，状態 ・特性不安 と の 関 連 性 を検 討

した ． そ の結 果 ， 閉 眼 条 件に お い て， 特性不安 と 身 体 動 揺 に有 意 な正 の

相関 を 見 出し た ． また 閉 眼 条 件 に お い て ， 特 性 不 安の 高 い 者は ， 特 性 不

安の 低 い 者と 比 較 して ， 有意 に 身 体 動 揺 の 指標 の 値が 大 き か っ た ．し か

し特 性 不 安と は パ ー ソ ナ リ テ ィ と し て の 不 安 傾 向 の高 さ を 意味 し て お り ，

状況 と 共 に変 化 す る状態不安 と の 関 連 性 は見 ら れ な か っ た ．  

そ こ で 第 1 章 に お い て は ，直 立 姿 勢における 平衡機能 と 情 動と の 関連

性を ， と り わ け 研 究が 乏 しい 気分状態 と の 関係 に 着目 し て 検討 す る． 具

体的 に は ど の よ う な情 動 が身 体 動 揺と 関連性 を 持 つか ，という 観 点 から ，

多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版お よ び STAI を 中心 に 検討 を 行 う． な お， 研

究 1， 研 究 2 の 被験者 および 手 続 きは 同 様 で あ り ，研 究 １ では 多 面 的 感



 18 

情 状 態 尺 度 短 縮 版 を，研 究 2 で は STAI を 中 心と し た分 析 を 行っている ．

被 験 者 数 に違 い が 見ら れ た の は ， 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版において ，

記 載 漏 れ が発 見 さ れ た た め， それらの 被 験 者を 除 外し た こ と に よ る． 本

研究 で は 被 験 者 数 に違 い が生 じ た こ と か ら， 個 別 に分 析 が な さ れ た．  

また 吉 川 ら（ 1 9 9 7）の 結 果に 基 づけば ，身 体 動 揺 と情 動 の 関 連 性 を検

討す る た め に は ， 情動 を 操作 す る 必 要 性 が 推測 された ． そこで 本研究 で

は板 垣（ 1998）による ス ピ ー チ 不 安 状 況 を 参考 に ，ス ピ ー チ課 題 に よ る

状 態 不 安 の操 作 を 行い ， 安 静 期 ， 不 安 喚 起 ，再安静期 における 身 体 動 揺

と情 動 の 関 連 性 の 検討 を 通じ て ， 平 衡 機 能 と情 動 との 関 連 性について 検

討す る ．  

と こ ろ で ，情 動 の 研究 で は Watson  ＆ Tel legen(1985) に よ り情 動 の変

数が 肯 定 的 感 情 と 否定的感情 に 大 別で き る こ と が 報告 さ れ て い る（ 本明 ，

1 9 9 7）．Watoson，Clark ，＆  Te l legen(1988) は ，不安 や 抑 う つ の よ う な

単一 の 情 動を 因子分析 に よ っ て さらに 高 度 に抽 象 す る こ と に よ り ，感 情

が 肯 定 的 感 情 と 否 定 的 感 情の 二 次 元 に 分 類 で き る こ と を 明 ら か に し ，

PANAS(pos i t ive  and  negat ive  a f fec t  s ca les ) を作 成 し て お り，日 本 語 版

PANAS の 標準化 が 進 め ら れ て い る （ 佐藤 ・ 安 田， 2 0 0 1）．  

日本 において 寺 崎・岸 本・古賀（ 1 9 9 2）も，8 因 子（「 抑う つ・不 安 」，

「 敵 意 」，「 倦 怠 」，「 活 動 的 快 」，「 非 活 動 的 快 」，「 親 和 」，「 集 中 」，「 驚

愕 」） か ら な る 単 一の 感情状態 が ，「肯 定 的 感 情 」，「否 定 的 感 情 」，「中 性

的 感 情 」 の 3 次 元 に 分類 できるこ と を明 らかにし ，多 面 的 感 情 状 態 尺 度

を作 成 し て い る ．  

寺 崎 ら （ 1992） は ， 情 動 を 構 成 す る 因 子を 多 面 的 に 検 討 し た と こ ろ，

肯 定 的 感 情， 否 定 的 感 情 の み な ら ず， 中 性 的 感 情 と し て 「 集中 」 と「 驚

愕」 と い う因 子 を 発見 し て い る が ，こ れ ら の因 子 と直 立 姿 勢における 平
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衡 機 能 と の関 連 性 を検 討 は現 在 ま で行 わ れ て い な い．  

そ こ で 本研究 で は ，肯 定 的 感 情 ， 否定的感情 ， 中 性 的 感 情 と い う 多面

的な 情 動 と直 立 姿 勢と の 関 連 性 を 分析 す る こ と を 目的 と す る．  
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3-1-2.  方法 

3-1-2-1 .被験者 

埼 玉 県 私 立Ｗ 大 学 大 学 生 ，お よ び ，大学院生 の 中 から ラ ン ダ ム サ ン プ

リ ン グ された 6 2 名の う ち， 実験当日 ， 体 調 不 良 や怪 我 を 訴え た 者， 前

日の 飲 酒 を訴 え た 者， および 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 に お い て ，記 載

漏れ が 発 見さ れ た 者を 除 く 3 9 名（男 子 2 0 名 ，女 子 1 9 名）．平均年齢 は

22.5 歳 （S D = 2 . 2）であった ． また ， 身 長の 平 均は 1 6 7 . 9 c m（S D =9.3），

体 重 平 均は 5 5 . 5 ㎏（ S D =10 .4）であった ． Table .3 -1 -1 に 被 験 者 の基 礎

デ ー タ を 示す ．  

 

Table.3-1-1.被 験 者の 基 礎デ ー タ .  

 

 平  均  標 準 偏 差  

平 均 年 齢  22 .5 歳  2 .2 

身  長  167 .9cm 9 .3 

体  重  55 .5 ㎏  10 .4 

ｎ = 3 9 （ 男 子 2 0 名 ・ 女 子 1 9 名 ）  

 

3-1-2-2 .身体動揺測定法 と実験器材 

 身 体 動 揺の 主 な 測 定 条 件は ， 固視点 の 形 状， 距 離， 直立位置 ， 直 立 足

位，測 定 時 間 の 5 点 で あ る ．固 視 点 の形 態 は 縦 2 5 ㎝ ，横 3 5 ㎝ の 長 方 形

で あ っ た ．こ れ は 後に 述 べる 情 動 喚 起 課 題 との 関 連で ， 視 点の 自由度 の

相 対 的 な 大き さ の 確保 が 必要 と 判 断さ れ た た め で あ る ． こ の固 視 点が 実

験 開 始 時 に被 験 者 が自 然 と感 じ る 目の 高 さ に調 節 さ れ て ， 視覚的統制 が

な さ れ た ．  
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本 実 験 で の固 視 点 距 離 は 1m50cm で あった ．こ れ は全 身 が 録画 できる

ビ デ オ の 位置 と 実験室 の 広さ に よ る制 約 から 決 定 さ れ た ．  

直 立 位 置 は， 足底中心 が 重 心 動 揺 計の 基準線 と 一 致す る よ う に 教 示に

よる 統 制 が な さ れ た．  

直 立 足 位 は， ロ ン ベ ル グ 足位 が 選 択さ れ た． ロ ン ベ ル グ 足 位と は ，両

足 の 爪 先 ， お よ び か か と を合 わ せ た 状 態 で の 直 立 足 位で あ る （ 鈴 木 ，

1998a）． 身 体 動 揺 は 支持面 の 広 さ に 反 比 例 して ， 動 揺 距 離 が 長 く な る ．

ロ ン ベ ル グ足 位 は 最も 支持面 の 小 さい 直立足位 で あ る こ と か ら ， 他の 足

位と 比 較 して ， 動揺量 が 反映 さ れ や す い た め で あ る．  

測 定 時 間 は日 本 平 衡 神 経 学 会 基 準 に従 い 6 0 秒 が 選択 さ れ た． な お，

実 験 当 初 の安 静 期 測 定 で は記 録 開 始ま で に 4 秒 か ら 5 秒 の 身 体 動 揺 安 定

時間 をとった ．  

身体動揺測定 に は N E C 社 製 重 心 動 揺 計 EB1101 が用 いられた ． 得ら

れ た 体 重 心 の 位 置 変 動 は NEC 社 製 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

PC-9 8 2 1 V 2 0 0 に取 り 込ま れ ，NEC 社 製 解 析 ソフト 平 衡 機 98IIVer，3.12

に よ り 自 動 演 算 された ．サンプリング 周 波 数は 2 0 H z で あ っ た ．F i g . 3- 1 -1  

に実 験 室 状 況 と ロ ン ベ ル グ足 位 を 示す ．  
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3-1-2-3 .身体動揺 の学習効果について 

身 体 動 揺 には 学習効果 が あ る と 指 摘さ れ て い る ． こ れ を 除 くためには ，

計 測 後 1 2 0 秒 以 上 の 休息 を 取る 必 要 が指 摘 さ れ て い る（ 吉 川ら ，1 9 9 7）．

こ れ を 考 慮し て ， 本 実 験 では ， 質 問 紙 記 入 の際 に 着席 さ せ る方 法 を選 択

した ． ま た質 問 紙 記 入 時 間を ス ト ッ プ ウ ォ ッ チ で 測定 し ， 120 秒以下 の

者は 被 験 者か ら 除 か れ た ．  

 

3-1-2-4 .情動喚起 の方法 

 本 研 究 では ，6 0 秒間 の 直 立 姿 勢 に お い て ，不 安 を中 心 とした 情 動の 操

作を 設 定 する 必 要 が あ っ た ．板 垣（ 1 9 9 8）は ，不安時 の 行 動 観 察 の た め

に大 学 生 を被 験 者 に， 状 態 不 安 の 高 低 両 群 に対 し て， スピーチ 課 題を 教

示し た ． そ し て ス ピ ー チ の聞 き 手 が到 着 す る ま で の時 間 を 情 動 喚 起 場 面

と し て ， 不安 を 操 作し た 結果 ， 両群共 に 1 ％水 準 で状 態 不 安が 有 意な 上

昇を 示 し た． こ の 結果 か ら， 本 研 究で も 不 安を 中 心と し た 情 動 操 作に ス

ピ ー チ 課 題は 適 当 と考 え ら れ た ． なお ， ス ピ ー チ の課 題 は ，後 に 行 動 評

定を 行 う こ と か ら ，一 般 的 内 容 である 必 要 が あ っ た． 予備実験 の 際， 最

も話 し や す い と 評 価さ れ た「 私 の学 生 生 活」（ ス ピ ー チ 時間 ，1 2 0 秒）が

選択 さ れ た．  

 

3-1-2-5 .情動 の測 定 

 本 実 験 に お い て は， 情 動を 多 面 的に 測 定 するために ， 多 面 的 感 情 状 態

尺 度 短 縮 版 (寺 崎･古 賀・岸 本，1991) が用 いられた ．こ れ は 否定的感情 で

ある 「 抑 うつ ・ 不 安」，｢敵意｣，「 倦怠 」， 肯 定 的 感 情で あ る｢活動的快 ｣，

「非 活 動 的 快 」，「 親和 」，そ し て，中 性 的 感 情 で あ る「集 中 」，「驚 愕」の

8 因 子 8 0 項 目 か ら な る 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 (寺 崎ら ，1 9 9 2 )を実験場面 で
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使 用 可 能 にするために 作 成さ れ た ，8 因 子 4 0 項 目 か ら な る 標 準 化 さ れ た

尺度 で あ る．  

 

3-1-2-6 .手続 き 

a.  被 験 者 は 時計 を 外 す よ う に求 められた 後 ，着 席 し，S T A I -S，STAI- T，

多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版に 回 答 した ．  

b.  回 答 後 ，ゼ ロ 補 正さ れ た 重心動揺計 に 移 動し て ，以 下 の 教 示 1 に 基

づ き， 実 験 者 が手 本 を 示し な が ら ， 6 0 秒間 ， 安 静 期の 身体動揺 を

測定 し た ．   

教示 1 .：「 ここに 描 か れ て い る 線は 足 の大 き さ を表 し て い ま す ．つ

ま先 が 自 分の 足 の 大き さ の線 の 下 に来 る よ う に し て，こ の台 の 上に

立 っ て く だ さ い ． 脇 は自 然 に 両 脇 に つ け た ま ま ， 前 後 に 振 っ た り，

手を 組 ん だ り は し な い で 下さ い ．視 線 は目 の 前 に あ る 四 角い 紙 を見

る よ う に ，な る べ く一 定 を保 っ て く だ さ い ．」  

c .  教 示 1 を与 え た 後，被 験 者 が 自然 と 感じ るような 位 置 に固 視 点が 調

節さ れ ， 以下 の 教 示 2 を与 え た ．   

教示 2 .：「 故 意に 視 線 を外 す こ と は し な い で 下 さい ． た だ し ， 姿勢

も視 線 も，自 然 に動 い て し ま う 分に は 構 い ま せ ん．何 か 質問 はあり

ま す か ．な い よ う で し た ら，こ れ か ら 1 分間 ，その 姿 勢 を保 ってく

だ さ い ．」  

d .  質 問 紙 が 用意 さ れ て い る 席に 戻 っ た被 験 者に 対 し て，以 下 の教 示 3

を行 い ， STAI- S，多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 に 回答 さ せ た．  

教 示 3：「 こ れ か ら こ の質 問 紙 に記 入 した 後 ，簡 単な ス ピ ー チ を 行っ

て い た だ き ま す ．題目 は 私 の学生生活 で す ．先 ほ ど の姿 勢 で 1 分 間，

考え る 時 間を 与 えます ． 1 分 経 ちましたら ， こ ち ら か ら 合図 します
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ので ， 2 分 間 の ス ピ ー チ をはじめて 下 さ い． 2 分 以 内 に 話す 内 容が

終っ て し ま っ て も ，決 し て， こ の 台か ら 降り な い で下 さ い 」．  

e .  回 答 後 ，被 験 者 は重 心 動 揺 計 に 移動 し ，再 び 前 述の 姿 勢が と ら れ た ．

実 験 者 は そ れ を 確 認し た 上で ， 以 下の 教 示 4 を 行っ た ．  

教 示 ４ ：「 そ れ で は そ の 姿 勢 で 1 分 間 ， 考 え る 時 間 を 与 え ま す ．    

1 分た っ た ら ， 合図 し ま す の で ， 2 分 間の スピーチ を は じ め て 下さ

い．視 線は 目 の 前に あ る 四角 い 紙を 見 る よ う に ，な る べ く一 定 を保

って 下 さ い」．  

f.  この 状 態 で被 験 者 は 6 0 秒 間 の情 動 喚起 の 後 ，ス ピ ー チを 行 った ．

この 間 ，身 体 動 揺 は連 続 し て測 定 さ れ た ．ただし ，分 析に は ス ピ ー

チを 考 え て い る 6 0 秒 間の デ ー タを 用 いた ．  

g.  スピーチ 終 了 後 ， 再び 着 席 し ， 質 問 紙 に 回 答 が求 め ら れ た ．ま た ，

ス ピ ー チ の出 来 を 四 件 法 にて 自己採点 させた ．  

h.  回 答 後 ，被 験 者 は重 心 動 揺 計 に 再び 移 動 し，前 述の 姿 勢が と ら れ た ．

実 験 者 は そ れ を 確 認し た 上で ， 以 下の 教 示 5 を行 い ， 6 0 秒 間， 再

安 静 期 の 身 体 動 揺 を測 定 した ．   

教 示 5：「 それでは ，先 ほ ど の 姿 勢で ，1 分 間 ，お 願 い し ま す ．視線

は目 の 前 に あ る 四 角い 紙 を見 るように ，な る べ く一 定 を 保ってくだ

さい 」．  

 

全 行 程 に わ た っ て ，被 験 者が 教 示 に従 っ た姿 勢 を ，測 定 当 初にとって

い な か っ た場 合 は ，そのつど ， 実験者 が 修 正し た ．ま た ， 身 体 動 揺の 測

定ご と に 重 心 動 揺 計の ゼ ロ補 正 が 行わ れ た．  

全て の 実 験 過 程 は ビ デ オ （ SONY 社 製 C C D - TRV20）で 記 録さ れ た．

実 験 時 間 は 約 3 0 分で あ っ た．F i g . 3- 1- 2 に 実験 の フ ロ ー チ ャ ー ト を 示す ． 
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3-1-3.  結果 

3-1-3-1 .情動 の操 作について 

 本 実 験 の気 分 操 作の 効 果を 確 認 す る た め ，安 静 期， 情動喚起 ， 再 安 静

期に お け る多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 の 下位項目得点 の 変 化に つ いて 被

験 者 内 一 要 因 分 散 分 析 を 行っ た ．  

 

3-1-3-2 .否定的感情の操 作について 

 「 抑 う つ ・ 不 安 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た               

（ F ( 2，38)=34 .50 ，ｐ < . 0 1）．有 意 水 準 5％ で の L S D 法 による 下 位 検 定

の結 果 ， 各 条 件 の 平均 の 大 小 関 係 は， 情動喚起 が 最も 大 き く， 次 いで 安

静期 ， 再 安 静 期 の 順であった （ L S D = 1 . 3 3）． 以 上 の結 果 を F i g . 3 -1 -3 に

示す ．  

 「 敵 意 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た（ F ( 2 ， 38)=9.56 ，     

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での LS D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，各 条 件の 平

均の 大小関係 は ， 安 静 期 に最 も 高 い得 点 を 示し ， 情 動 喚 起 と再安静期 と

の 間 に 有 意 差 は 見ら れ な か っ た （ L S D = 1 . 1 3）． 以 上 の 結 果 を F i g . 3- 1 -4

に示 す ．  

「 倦 怠 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F  ( 2， 3 8 ) = 2 3 . 7 6，   

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，安 静 期と 情

動 喚 起 ・ 再 安 静 期 との 間 に有 意 な 差が 見 られた ． 倦 怠 感 は 安 静 期 に最 も

高い 値 を 示し た ． また ， 情 動 喚 起 と再 安 静 期と の 間に 有 意 差は 見 ら れ な

か っ た （ L S D = 0 . 8 5）． 以 上の 結 果 を Fi g . 3 -1 - 5 に示 す ．  
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Fig.3-2-3.敵意の変化
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3-1-3-3 .肯定的感情の操 作について 

 「 活動的快 」に お い て ，条 件 の 効果 が 有意 であった（ F (2，38)=53 .06 ，

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，安 静 期と 情

動 喚 起 ・ 再 安 静 期 との 間 に有 意 な 差が 見 られた ． 活 動 的 快 は安 静 期に 最

も高 い 値 を示 し た ．ま た ，情 動 喚 起と 再安静期 と の間 に 有意差 は 見ら れ

な か っ た （ LSD=0.85 ）． 以上 の 結 果 を F i g . 3- 1 - 6 に示 す ．  

 「 非 活 動 的 快 」に お い て ，条件 の 効果 が 有 意であった（ F  ( 2，3 8 ) = 5 7 . 71，

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，安 静 期と 情

動 喚 起 ・ 再 安 静 期 との 間 に有 意 な 差が 見 られた ． 非 活 動 的 快は 安静期 に

最も 高 い 値を 示 し た． ま た， 情動喚起 と 再 安 静 期 との 間 に 有 意 差 は見 ら

れ な か っ た（ LSD=1 .14）．以 上 の 結果 を F i g . 3- 1- 7 に 示 す．  

「 親 和 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F  ( 2， 3 8 ) = 5 4 . 9 1，   

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，安 静 期と 情

動 喚 起 ・ 再 安 静 期 との 間 に有 意 な 差が 見 られた ． 親 和 感 は 安 静 期 に最 も

高い 値 を 示し た ． また ， 情 動 喚 起 と再 安 静 期と の 間に 有 意 差は 見 ら れ な

か っ た （ L S D = 0 . 8 0）． 以 上の 結 果 を F i g . 3 -1 - 8 に示 す ．  
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3-1-3-4 .中性的感情について 

 「 驚 愕 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F ( 2， 38)=23 .61 ，    

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 再 安 静 期 との 間 に有 意 な 差が 見 られた ． 驚 愕 感 は 情 動 喚 起に 最

も高 い 値 を示 し た ．ま た ，安 静 期 と再 安 静 期と の 間に 有 意 差は 見 ら れ な

か っ た （ L S D = 1 . 4 8）． 以 上の 結 果 を F i g . 3 -1 - 9 に示 す ．  

 「 集 中 」 に お い て ， 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F ( 2， 38)=51 .84 ，    

ｐ <.01）．有 意 水 準 5％ での L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，全 て の条 件

の間 に 有意差 が 見 ら れ た ．集 中 感 は， 安 静 期に 最 も高 い 値 を示 し ，次 い

で ， 情 動 喚 起 ， 再 安 静 期 の 順 で あ っ た （ L S D = 0 . 7 2 ）． 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -1 - 1 0 に示 す ．  
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3-1-3-5 .身体動揺 の軌跡波形分析 

 本 実 験 で得 ら れ た身体動揺 の データ に つ い て は ，重 心 点 の総 移 動 距 離

の指 標 である 総軌跡長 ， 1 秒 間 に 移動 し た 距離 の 平 均 値 である 単 位 軌 跡

長， 面 積 （ 1 平 方 セ ン チ メ ー ト ル ）当 た り の移動距離 を 表 す， 単 位 面 積

軌 跡 長 ，軌 跡 の外形面積 を 表 す外 周 囲 面 積 ，実 効 値（ R M S ）を 半 径と し

た円 の 面 積を 表 す 実効値面積 ， 前 後 最 大 を 縦軸 ， 左 右 最 大 を横 軸 と し た

長 方 形 の 面積 を 表 す矩形面積 の 計 6 指 標 を分析対象 と し た．  

 総 軌 跡 長 に お い て 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F （ 2 ， 38 ） =9.06 ，    

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の 結果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 再 安 静 期 との 間 に差 が 見 ら れ た ． 総 軌 跡 長は 情動喚起 に 最も 長

くなっており ， 安静期 ， 再 安 静 期 に差 は 無 か っ た （ L S D = 2 . 64）． 以上 の

結果 を F i g . 3- 1 -11 に 示 す．  

 単 位 軌 跡 長 に お い て も 条件 の 効 果が 有 意で あ っ た（ F （ 2，38）=8.80，

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の 結果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 再 安 静 期 との 間 に差 が 見 ら れ た ． 単位軌跡長 は 情 動 喚 起 に最 も

長く な っ て お り ， 安 静 期 ，再 安 静 期に 差 は 無か っ た（ LSD=2.36 ）．以 上

の結 果 を F i g . 3- 1- 1 2 に示 す ．  

 外 周 囲 面 積 に お い て も 条件 の 効 果が 有 意で あ っ た（ F （ 2，38）=2.46，

ｐ ＜ . 0 1）． L S D 法 を 用い た 多 重 比 較 の結 果 ，情 動 喚 起 と 安 静 期 ，再安 静

期と の 間 に差 が 見 ら れ た ．外 周 囲 面 積 は 情 動 喚 起 に最 も 大 き く な っ て お

り ， 安 静 期 ， 再 安 静 期 に 差 は 無 か っ た （ L S D = 0 . 5 7 ）． 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -1 - 1 3 に示 す ．  

 実 効 値 面 積 に お い て も 条件 の 効 果が 有 意で あ っ た（ F （ 2，38）=5.55，

ｐ ＜ . 0 1）． L S D 法 を 用い た 多 重 比 較 の結 果 ，情 動 喚 起 と 安 静 期 ，再 安 静

期と の 間 に差 が 見 ら れ た ．外 周 囲 面 積 は 情 動 喚 起 に最 も 大 き く な っ て お
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り ， 安 静 期 ， 再 安 静 期 に 差 は 無 か っ た （ L S D = 0 . 8 1 ）． 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -1 - 1 4 に示 す ．  
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3-1-3-6 .直立姿勢 における身体動揺 と情動 の相 関 

 身 体 動 揺と 多 面 的 感 情 状 態 と の 関 連 性 を 検討 す る た め 安静期 および 情

動 喚 起 に お け る 多 面 的 感 情 状 態 尺 度と 身体動揺 の 各 指 標 と の間 で ピ ア ソ

ンの 積 率 相 関 係 数 を求 め た． ま た ，安 静 期 をベ ー スと し た 多 面 的 感 情 状

態 尺 度 の 変 化 量 と 身 体 動 揺の 各 指 標と の 変化量 と の間 で ピ ア ソ ン の積 率

相 関 係 数 を求 め た ．  

全て の 相 関 係 数 の 結果 を Table .3- 1- 2 .か ら Table .3- 1- 7 .に示 す ．  
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Table.3-1-2. 総 軌 跡 長 と 多 面 的 感 情 状 態 との 相関係数  
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変化 量 

活 動 的 快 .253 -.192 .117 .066 

非 活 動 的 快 -.006 -.172 .147 -.226 

肯
定
的
感
情 

親和 .179 -.061 .113 -.050 

抑う つ・不 安  -.022 .116 .004 .011 

敵意  -.020 .026 -.054 .158 

否
定
的
感
情 

倦怠 -.034 -.048 .137 -.160 

集中  .272 +  .031 .287 +  .306 +  中
性
的
感
情 驚愕 .035 .107 -.147 .356 *  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-1-3. 単 位 軌 跡 長 と多 面 的 感 情 状 態と の 相 関 係 数 
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変 化 量 

活 動 的 快 .251 -.195 .116 .068 

非 活 動 的 快 -.006 -.173 .148 -.226 

肯
定
的
感
情 

親和 .181 -.062 .112 -.046 

抑う つ・不 安  -.022 .112 .004 .120 

敵意  -017 .021 -.054 .154 

否
定
的
感
情 

倦怠 -.033 -.052 .138 -.162 

集中  .268 +  -.219 .286 .302 +  中
性
的
感
情 驚愕 .032 -.173 -.146 .347 *  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-1-4. 単 位 面 積 軌 跡 長 と 多 面 的 感 情 状 態 と の相関係数  
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変 化 量 

活 動 的 快 -.027 .134 -.151 .187 

非 活 動 的 快 -.040 .150 .053 -.023 

肯
定
的
感
情 

親和 .155 .080 -.173 .193 

抑う つ・不 安  .125 .048 .035 .178 

敵意  .075 -.140 -.095 -.202 

否
定
的
感
情 

倦怠 .023 .008 .152 .154 

集中  .197 -.219 .044 -.162 中
性
的
感
情 驚愕 .175 -.173 .005 -.098 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-1-5. 外 周 囲 面 積 と多 面 的 感 情 状 態と の 相 関 係 数 
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変 化 量 

活 動 的 快 .194 -.298 +  .105 -.109 

非 活 動 的 快 -.051 -.204 +  .073 -.222 

肯
定
的
感
情 

親和 -.014 -.109 .271 -.110 

抑う つ・不 安  -.125 .223 .066 -.049 

敵意  -.055 -.149 .095 .180 

否
定
的
感
情 

倦怠 -.074 .068 .157 -.179 

集中  -.015 .243 -.150 .210 中
性
的
感
情 驚愕 -.016 .240 -.056 .288 +  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-1-6. 実 効 値 面 積 と多 面 的 感 情 状 態と の 相 関 係 数 
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変 化 量 

活 動 的 快 .066 -.323 *  .057 -.153 

非 活 動 的 快 .001 -.164 .086 -.226 

肯
定
的
感
情 

親和 -.026 -.196 .190 .078 

抑う つ・不 安  -.096 .179 .023 .019 

敵意  -.047 .118 .032 .180 

否
定
的
感
情 

倦怠 .031 .057 .084 -.174 

集中  -.142 .124 .044 .142 中
性
的
感
情 驚愕 .081 .244 -.044 .099 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-1-7.矩形面積 と 多 面 的 感 情 状 態 との 相関係数  
 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 再 安 静 期 
情 動 喚 起 
変 化 量 

活 動 的 快 .152 -.233 -.256 -.121 

非 活 動 的 快 .027 -.112 -.161 -.173 

肯
定
的
感
情 

親和 -.086 -.066 -.246 -.145 

抑う つ・不 安  -.155 .211 -.020 -.031 

敵意  -.135 .173 -.172 .176 

否
定
的
感
情 

倦怠 -.125 .120 .043 -.183 

集中  -.012 .309 +  -.261 .243 中
性
的
感
情 驚愕 -.039 .286 +   -.299 .143 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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（1） 安静期 における 相 関 

 安 静 期 に お い て｢集 中｣と総 軌 跡 長と の 間 に正 の 相関 が 見 ら れ る 傾向 が

示唆 さ れ た（ r  = . 2 7 2 ，ｐ < . 1 0）． この 結 果を Fig .3 - 1- 15 に示 す ． また ，

安 静 期 に お い て｢集中｣と 単 位 軌 跡 長と の 間 に正 の 相関 が 見 ら れ る 傾向 が

示唆 さ れ た（ r  = .268，ｐ <.10）． こ の 結果 を F i g . 3- 1- 1 6 に 示す ．「 集中 」

に関 す る こ れ ら の 結果 か ら， 安 静 期に お い て集 中 が高 く な る ほ ど ，身 体

動揺 の 軌跡長 が 長 く な る こ と が 示 さ れ た ．  

 

（2） 情 動 喚 起 に お け る 相 関 

 情 動 喚 起に お い て，「 活 動 的 快 」と外 周 囲 面 積 と の間 に 負 の相関傾向 が

示唆 さ れ た（ r  =- . 298，ｐ < . 1 0）．以 上 の結 果 を Fig .3 - 1- 1 7 に示 す ．ま た

情 動 喚 起 に お い て ，｢活動的快 ｣と 実 効 値 面 積と の 間に 負 の 相関 が 見ら れ

た（ r  =- .323，ｐ < . 0 5）． 以 上 の結 果 を Fig .3 - 1- 1 8 に示 す ．「活動的快 」

に関 す る こ れ ら の 結果 か ら， 情動喚起 において 活 動 的 快 が 高まるほど ，

身 体 動 揺 の面 積 が 小さ く な る こ と が示 された ．  

 情 動 喚 起に お い て，「 驚 愕」と 矩 形 面 積 と の間 に 正の 相関傾向 が 示唆 さ

れた （ r  =.286，ｐ <.10）．以 上 の 結果 を F i g . 3- 1- 1 9 に 示す ． また ，情 動

喚起 において ，｢驚愕｣変化量 と 総 軌 跡 長 変 化 量 と の間 に 正 の相 関 が見 ら

れた （ r  =.356，ｐ <.05）．以 上 の 結果 を F i g . 3- 1- 2 0 に 示す ． さ ら に， 情

動 喚 起 に お い て｢驚愕｣変化量 と 単 位 軌 跡 長 変 化 量 との 間 に 正の 相 関が 見

ら れ た （ r  =.347，ｐ < . 0 5）． 以 上 の結 果を F i g . 3- 1- 21 に 示す ． さらに ，

情 動 喚 起 に お い て｢驚 愕｣変 化 量 と 外 周 囲 面 積 変 化 量と の 間 に正 の 相 関 傾

向が 見 られた（ r  =.288，ｐ <.10）．以 上の 結 果 を Fig .3 -1 - 2 2 に示 す ．「 驚

愕」 に 関 するこれらの 結 果か ら ， 情 動 喚 起 に お い て「 驚 愕 」が 高 ま る ほ

ど， 身体動揺 の 軌跡長 と 面積 の 変化量 は 大き く な る こ と が 示さ れ た．  
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 以 上 の 結果 か ら 情 動 喚 起に お い て｢驚 愕｣が上 昇 す る ほ ど ，身体動揺 の

移 動 距 離 は長 く な り， 面 積は 大 き く な る と い う 結 果が 示 された ．  

 

（3） 再 安 静 期 に お け る 相 関 

 再 安 静 期に お い て｢集 中｣と 総軌跡長 と の 間に 正 の相 関 傾 向が 見 ら れ た

（ r  =.287，ｐ < . 1 0）． 再 安 静 期 で は， そ の他 の 要 因に お い て多 面 的 感 情

状 態 尺 度 と身 体 動 揺の 各指標 と の 間に 有 意な 相 関 は見 出 されなかった ．  
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Fig.3-2-14. 情動喚起における活動的快と
　　　　　　　外周囲面積の相関
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Fig.3-2-12. 安静期における集中と
　　　　　　　総軌跡長の相関
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Fig.3-2-13. 安静期における集中と
　　　　　　　単位軌跡長の相関

集中得点

.4

.6

.8

1

1.2

1.4

1.6

1.8

4 6 8 10 12 14 16 18

Fig.3-2-15. 情動喚起における活動的快と
　　　　　　　実効値面積の相関
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Fig.3-1-15.安静期における集中と 
総軌跡長の相関 

Fig.3-1-16.安静期における集中と 
単位軌跡長の相関 

Fig.3-1-17.情動喚起における活動的快と 
外周囲面積の相関 

Fig.3-1-18.情動喚起における活動的快と 
実効値面積の相関 
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Fig.3-2-16. 情動喚起における驚愕と
　　　　　　矩形面積の相関
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Fig.3-2-18 情動喚起における驚愕変化量と
　　　　　　単位軌跡長変化量の相関

Fig.3-1-21.情動喚起における驚愕変化量と 
単位軌跡長変化量の相関 

Fig.3-1-22.情動喚起における驚愕変化量と 
外周囲面積変化量の相関 

Fig.3-1-20.情動喚起における驚愕変化量と 
総軌跡長変化量の相関 

Fig.3-1-19.情動喚起における驚愕と 
矩形面積の相関 
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3-1-4.  考察 

3-1-4-1 .情動 の操 作につ いて 

多 面 的 感 情 状 態 尺 度の 分 散 分 析 の 結果 か ら， 本 実 験に お い て， 情動喚

起に お い て，｢抑 うつ ・ 不 安｣の 上 昇が 見 られた ． また ， 肯 定 的 感 情で あ

る｢活動的快 ｣， ｢非 活 動 的 快｣，｢親和 ｣の 低 下が 見 ら れ た ． また 情 動 喚 起

に お い て ，中 性 的 感 情 である 「 驚 愕」 は 上 昇し ，｢集中｣は 低下 し て い る

こ と が 示 さ れ た ．情 動 喚 起 に お け る否 定 的 感 情 である「 倦 怠 」の 低 下は ，

「驚 愕 」 の上 昇 により ，「 抑う つ ・不 安 」 が上 昇 し た結 果 と考 えられる ．

なお 本 研 究で は 「 敵意 」 に つ い て は相 関 が 見ら れ な か っ た の で ， 考察 す

る こ と は で き な い ．  

以上 の 結 果か ら ， ス ピ ー チ課 題 の 教示 により ，｢驚 愕｣とともに ， 集中

感が 乱 れ ，｢抑 う つ・ 不 安｣を 中 心 と し た 否 定 的 感 情が 上 昇 し， 肯 定 的 感

情が 低 下 し た と 考 え ら れ る． し た が っ て ス ピ ー チ 教示 に よ る情 動 の操 作

は， 全 体 と し て 成 功し た と思 わ れ る．  

 

3-1-4-2 .平衡機能 と多面的感情状態 との関連性 

 本 研 究 では ， 情 動が 操 作さ れ た 被 験 者 に 対し て ，身 体 動 揺を 従 属 変 数

と し て 測 定し ， そ の変 化 を検 討 す る と い う 分 析 方 法と ， 相 関 係 数 に よ る

情動 と の 関 連 性 の 検討 が 行な わ れ た．  

 分 散 分 析の 結 果 に従 え ば，肯 定 的 感 情 が 低下 し ，「抑 う つ・不 安 」が 喚

起さ れ た 被 験 者 の 身 体 動 揺は ， 総 軌 跡 長 ， 単位軌跡長 ， 外 周 囲 面 積と い

う指 標 で 安 静 期 ， 再 安 静 期と 比 較 して 有 意 に増 加 す る こ と が示 さ れ て い

る ．「 抑 うつ・不 安」の 上 昇と 肯 定 的 感 情 の低 下 という 観 点 か ら も ，直 立

姿勢 の 身 体 動 揺 は 情動 と 関 連 性 を 持つ こ と が示 された ． す な わ ち ，不 安

な気 分 の 上昇 ， または 肯定的 な 気 分の 低 下 は， 姿 勢 制 御 に 影響 を 与え ，
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直 立 姿 勢 の安 定 性 を低 下 させることが 指 摘で き る ．  

 他 方 ，相 関 係 数 に よ る 情動 と の 分析 で は ，安 静 期に お い て ，「 集 中」と

の正 の 相 関 傾 向 が ，ま た 情 動 喚 起 に お い て 「活動的快 」 と 外周囲面積 お

よび 実 効 値 面 積 に 負の 相 関が ， さらに 「 驚 愕」 と 矩 形 面 積 ，総軌跡長 ，

単 位 軌 跡 長と の 間 に正 の 相関 が ， そ れ ぞ れ 示唆 された ． 外 周 囲 面 積や 矩

形 面 積 の 増加 は ， 姿 勢 制 御に 外 れ 値が 増 加 したことを 意 味 する ． 相関 か

ら因 果 を 分析 す る こ と は で き な い が， 安 静 期において 保 た れ て い た集 中

感が スピーチ 教 示 と と も に崩 さ れ ，驚 愕 が 生じ ，「 抑う つ・不安 」が上 昇

し， 肯 定 的 感 情 が 低下 し た と の 解 釈は 可 能 で あ ろ う． こ の よ う な 気 分 変

容が 直立姿勢 の 制 御に 影 響を 与 え ，身 体 動 揺の 各指標 が 増 大し た と考 え

ら れ る ．  

 本 研 究 では ， 直 立 姿 勢 に お け る 平 衡 機 能 と情 動 との 関 連 性を ， 身 体 動

揺と 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 との 関 連 性を 通 じ て検 討 した ． 本実験 の 結果 か

ら示 さ れ る よ う に ，「 立 つ」と い う動 作 は，中性的 な「集 中 」，「驚 愕」と

い っ た 感 情の み な ら ず ，「 抑う つ・不安 」や ，肯 定 的 感 情 の 低下 と い っ た

多 面 的 な 情動 と も 関 連 性 をもつことが 示 さ れ た ．  
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3-1-5． 研究 1 のまとめ 

 研 究 1 で は ， 平 衡 機 能と 多 面 的な 感情状態 と の関 連 性 が 検 討 さ れ た ． 

安 静 期 に お い て ， 総 軌 跡 長， 単 位 軌 跡 長 と 「集 中 」の 間 に 相 関 傾 向が 確

認さ れ た ．情 動 喚 起において ， 外 周 囲 面 積 と活動的快 ， 非 活 動 的 快と の

間に 相関傾向 が 見 ら れ た ，ま た 実 効 値 面 積 と活動的快 の 間 に有 意 な相 関

が見 ら れ た． ま た ，矩形面積 において 「 集 中」 および 「 驚 愕」 に 相 関 傾

向が 見 られた ． 再 安 静 期 に お い て ，総 軌 跡 長と 「 集中 」 と の間 に ，相 関

傾向 が 見 ら れ た ． また ， 情 動 喚 起 変 化 量 に お い て 総 軌 跡 長 と「 驚 愕」 と

の間 に 有 意な 相 関 が，ま た ，「 集 中 」と の 間に 相関傾向 が 見 ら れ た ．単 位

軌 跡 長 と｢驚 愕｣と の間 に 有意 な 相 関が 見 ら れ， ま た，｢集 中｣と の 間に 相

関 傾 向 が 見ら れ た ．外 周 囲 面 積 と｢驚 愕｣との 間 に 相 関 傾 向 が見 られた ．  

多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 に お い て は ， 特 に ，「 抑 う つ ・ 不 安 」 の 上

昇と 肯 定 的 感 情 の 低下 に お い て 平 衡 機 能 と の関 連 性が 確 認 さ れ た ．さ ら

に平 衡 機 能は ， 不 安の み な ら ず ， 中 性 的 な 情動 と 関 連 性 があることが 示

唆さ れ た ．と り わ け｢驚 愕｣は 自 律 神 経 系 に 影響 を 与え る 代表的 な 情動 の

一つ で あ り， 平衡機能 と 情動 と の 関 連 性 に は， 自 律 神 経 系 を介 し た身 体

的 基 盤 の 存在 が 予 想さ れ る．   
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[研 究２]  

 

 

直立姿勢における                       

平衡機能と状態・特性不安との関連性 

 

 



 59 

3-2. 研究 2： 

直立姿勢における平衡機能と状態・特性不安との関連性 
 

3-2-1.  先行研究と目 的 

研究 １ で は， スピーチ 不 安を 利 用 して 情 動を 操 作 し， 開 眼 条 件 下 の直

立 姿 勢 に お け る 身 体 動 揺 と多 面 的 感 情 状 態 との 関連性 を 検 討し た ．そ の

結果 ， 肯 定 的 感 情 と身体動揺 の 間 に負 の 相 関が 見 出さ れ た ．さ ら に， 分

散 分 析 の 結果 か ら ，「 抑 う つ・ 不 安」 を 喚 起さ れ た 被 験 者 の身 体 動 揺は ，

安 静 期 と 比較 し て 有意 に 増加 す る こ と が 示さ れ た ．  

研 究 2 では ，同 様 の 分析 を S T A I に よ る状 態・特性不安 を 対 象に 行 う．

吉川 ら（ 1 9 9 7）の 結 果 か ら は ，状態 ・特性不安 と 身 体 動 揺 と に は 正の 相

関が 見 出 さ れ る と 考えられる ．  
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3-2-2.  方法 

3-2-2-1 .被験者 

埼 玉 県 私 立Ｗ 大 学 大 学 生 ，お よ び ，大学院生 の 中 から ラ ン ダ ム サ ン プ

リ ン グ された 6 2 名の う ち， 実験当日 ， 体 調 不 良 や怪 我 を 訴え た 者， 前

日の 飲 酒 を訴 え た 者を 除 く， 5 2 名（ 男 子 2 6 名， 女 子 2 6 名 ）． 平 均 年 齢

は 2 2．7 歳（ S D =2.4）で あ っ た ．また ，身 長の 平 均 は 164 .8cm（S D = 9 . 4），

体 重 平 均 は 5 5 . 4 ㎏ （S D =10 .3） で あ っ た．  

Table.3 -2 - 1 に被 験 者 の基 礎 デ ー タ を 示す ．  

 

Table.3-2-1.被 験 者の 基 礎デ ー タ .  

 平均  標 準 偏 差  

平 均 年 齢  22 .7 歳  2 .4 

身  長  164 .8cm 9 .4 

体  重  55 .4 ㎏  10 .3 

ｎ = 5 2（ 男 子 2 6 名 ， 女 子 2 6 名 ）  

 

3-2-2-2 .身体動揺測定法 と実験器材 

研 究 1 と同 様 で あ っ た ．  

 

3-2-2-3 .情動 の測 定 

STAI-  S お よ び STAI-  T の 日 本 語 版 (水 口 ・ 下仲 ・ 中里 ， 1991) が 用い

ら れ た． S T A I -S は ， 環 境 と の相 互 作 用 に よ り 刻々 と 変 化 す る 状 態 不 安

を ， また ， STAI- T は比 較 的 安 定 した 行 動 特 性 と し て の 不 安 で あ る特 性

不安 を 測 定す る 標準化 された 尺 度 で あ る ．  
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3-2-3.  結果 

3-2-3-1 .状態不安 の操作 について 

 全 て の 分析 に 先 立ち ， 本 実 験 の 気 分 操 作 の効 果 を確 認 す る た め ，安 静

期， 不安喚起 ， 再 安 静 期 に お け る 状 態 不 安 の変 化 に つ い て 被 験 者 内 一 要

因 分 散 分 析 を 行 っ た ． 分 散 分 析 の 結 果 ， 条 件 の 効 果 は 有 意 で あ っ た   

（ F（ 2， 5 1） = 4 8 . 5 6，ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ で の L S D 法に よ る下 位

検定 の 結 果， 各 条 件の 平 均の 大小関係 は ， 不 安 喚 起が 最 も 大き く ，つ い

で再 安 静 期， 安 静 期の 順 で あ っ た ( L S D = 2 . 6 6)．以 上 の 結果 を F i g . 3- 2 -1

に示 す ．  
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3-2-3-2 .身体動揺 の軌跡波形分析 

 本 実 験 で得 ら れ た身体動揺 の データ に つ い て は ，重 心 点 の総 移 動 距 離

の指 標 である 総軌跡長 ， 1 秒 間 に 移動 し た 距離 の 平 均 値 である 単 位 軌 跡

長， 面 積 （ 1 平 方 セ ン チ メ ー ト ル ）当 た り の移動距離 を 表 す単 位 面 積 軌

跡長 ，軌 跡 の 外 形 面 積を 表 す 外周囲面積 ，実 効 値（ R M S ）を半 径 と し た

円の 面 積 を表 す 実 効 値 面 積， 前後最大 を 縦 軸， 左 右 最 大 を 横軸 とした 長

方形 の 面 積を 表 す 矩 形 面 積の 計 6 指 標 を 分 析 対 象と し た ．  

 総 軌 跡 長 に お い て 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F （ 2 ， 5 1 ） =11 .38，    

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の 結果 ，不安喚起 と

安 静 期 ， 再 安 静 期 との 間 に差 が 見 ら れ た ． 総 軌 跡 長は 不安喚起 に 最も 長

くなっており ， 安静期 ， 再 安 静 期 に差 は 無 か っ た （ LSD=2.62 ）． 以上 の

結果 を F i g . 3- 2 - 2 に示 す ．  
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単 位 軌 跡 長に お い て も 条 件の 効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，5 1）=11.13，  

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ の L S D 法 による 下位検定 の 結 果，不 安 喚 起と 安

静期 ， 再 安 静 期 と の間 に 差が 見 られた ． 単位総軌跡長 は 不 安 喚 起 に最 も

長く な っ て お り ， 安 静 期 ，再 安 静 期に 差 は無 か っ た（ LSD=2 .37）．以 上

の結 果 を F i g . 3- 2- 3 に 示 す．  

 外 周 囲 面 積 に お い て も 条件 の 効 果が 有 意で あ っ た（ F（ 2 ，5 1）=4.14，

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ の L S D 法 による 下位検定 の 結 果，不 安 喚 起と 安

静期 ， 再 安 静 期 と の間 に 差が 見 られた ． 外 周 囲 面 積は 不安喚起 に 最も 大

き く な っ て お り ， 安 静 期 ，再 安 静 期に 差 は 無か っ た（ LSD=0.55 ）．以 上

の結 果 を F i g . 3- 2- 4 に 示 す．  

 実 効 値 面 積 に お い て も 条件 の 効 果が 有 意で あ っ た（ F（ 2 ，5 1）=4.22，

ｐ ＜ . 0 1）．有 意 水 準 5％ の L S D 法 による 下位検定 の 結 果，不 安 喚 起と 安

静期 ， 再 安 静 期 と の間 に 有 意 差 が 見ら れ た ．実 効 値 面 積 は 不 安 喚 起に 最

も大 き く な っ て お り， 安静期 ， 再 安 静 期 に 差は 無 か っ た （ L S D = 0 . 3 0）．

以上 の 結 果 を F i g . 3 -2 - 5 に示 す ．  
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3-2-3-3 .直立姿勢 における身体動揺 と特性不安 の相関 

 身 体 動 揺と 状 態 ・特性不安 と の 関 連 性 を 検討 す る た め ， 安 静 期 と不 安

喚起 における 特性不安 ， 状 態 不 安 と身 体 動 揺の 各指標 と の 間で ピ ア ソ ン

の積 率 相 関 係 数 を 求め た ．ま た ， 安 静 期 を ベ ー ス と し て ， 状 態 不 安の 変

化量 と 身 体 動 揺 の 各 指 標 の変 化 量 との 間 で ，ピアソン の 積率相関係数 を

求め た ． 全て の 相 関 係 数 の結 果 を Table.3 - 2- 2 か ら Table .3 -2 - 7 に示 す ． 
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Table.3-2-2. 総 軌 跡 長 と 状 態 特 性 不 安 と の相 関 係 数 
 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 -.412 * *  -.190 -.231 ―  

状 態 不 安 -.042 .102 -.068 .401 * *  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
 
 

Table.3-2-3. 単 位 軌 跡 長 と状 態 特 性 不 安 との 相関係数  
 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 -.412 *   -.164 -.232 ―  

状 態 不 安 -.043 .106 -.067 .401 * *  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
 

 
Table.3-2-4. 単 位 面 積 軌 跡 長 と 状態特性不安 と の 相 関 係 数 

 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 .071 -.160 .106 ―  

状 態 不 安 .033 -.069 .062 -.115 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001
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Table.3-2-5. 外 周 囲 面 積 と状 態 特 性 不 安 との 相関係数  
 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 -.302 +  .008 -.181 ―  

状 態 不 安 -.021 .289 *  -.034 .167 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
 
 

Table.3-2-6. 実 効 値 面 積 と状 態 特 性 不 安 との 相関係数  
 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 -.155 .049 -.166 ―  

状 態 不 安 .029 .262 *  -.002 .226 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
 

 
Table.3-2-7.矩形面積 と 状態特性不安 と の相 関 係 数 

 

 安 静 期  不 安 喚 起  再 安 静 期  
不 安 喚 起 
変 化 量  

特 性 不 安 -.169 .044 -.232 ―  

状 態 不 安 -.037 .247 +  -.106 .194 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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（1） 安静期 における 相 関 

 安 静 期 に お い て 特 性 不 安 と 総 軌 跡 長 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た

(r =- 0 . 4 1 2，  ｐ ＜ . 0 1 )． こ の こ と か ら ， 特 性 不 安 の 高 い 者 ほ ど 重 心 点 の

総 軌 跡 長 が短 く な る と い う結 果 が 示さ れ た． 以 上 の結 果 を F i g . 3 -2 -6 に

示す ．  

 安 静 期 に お い て特 性 不 安と 単 位 軌 跡 長 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た

(r =- 0 . 4 1 2，  ｐ ＜ .05)． こ の こ と か ら， 特 性 不 安 の 高い 者 ほど 1 秒間 に

移 動 す る 単 位 軌 跡 長 が 短 く な る と い う 結 果 が 示 さ れ た ． 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -2 - 7 に示 す ．  

 安 静 期 に お い て 特 性 不 安と 外 周 囲 面 積 と の間 に 負の 相関傾向 が 見ら れ

た (r  =- 0.302，  ｐ ＜ . 0 1 )．こ の こ と か ら 特 性 不 安 の高 い 者 ほど 外 周 囲 面

積が 小 さ く な る と い う 傾 向が 示 唆 さ れ た ．以 上 の 結果 を F ig.3 - 2- 8 に示

す．  

 

（2） 不 安 喚 起 に お け る 相 関 

 不 安 喚 起に お い て状態不安 と 外 周 囲 面 積 との 間 に正 の 相 関が 見 ら れ た

（ r  =.289，ｐ < . 0 5）． こ の こ と か ら， 状 態 不 安 の 高い 者 ほ ど， 軌 跡 波 形

の外 側 の 面積 で あ る外 周 囲 面 積 が 大き く な る と い う結 果 が 示さ れ た． 以

上の 結 果 を Fig .3 -2 - 9 に 示す ．  

不 安 喚 起 に お い て状 態 不 安 と 実 効 値 面 積 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ

た（ r  =.262，ｐ < . 0 5）． このことから ， 状 態 不 安 の高 い 者 ほど ， 実 効 値

を半 径 とした 円 の 面積 である 実 効 値 面 積 が 大き く な る と い う結 果 が示 さ

れた ． 以 上の 結 果 を F i g . 3 -2 - 1 0 に示 す ．  

不 安 喚 起 に お い て状 態 不 安 と 矩 形 面 積と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る

傾向 が 示 さ れ た （ r  =.247，ｐ < . 1 0）． こ の こ と か ら， 状態不安 の 高い 者
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ほど ， 動 揺 波 形 を 囲む 前 後 左 右 の 最 大 値 か ら な る 長 方 形 の 面積 である 矩

形 面 積 が 大き く な る と い う傾 向 が 示さ れ た ．以上 の 結果 を F i g . 3- 2 -11 に

示す ．  

 不 安 喚 起に お い て状態不安 の 変化量 と 総 軌 跡 長 の変 化 量 との 間 に正 の

相 関が 見 られた （ r  =.401，ｐ  <.0１ ）．こ の こ と か ら 状 態 不 安 の 変化 が

大き い 者 ほど 総軌跡長 が 長く な る と い う 結 果が 示 さ れ た ． 以上 の 結果 を

Fig.3 -2 - 1 2 に示 す ．  

 不 安 喚 起に お い て状態不安 の 変化量 と 単 位 軌 跡 長と の 間 に正 の 相関 が

見ら れ た（ r  =.401，ｐ < . 0１ ）．こ の こ と か ら，状 態 不 安 の 変化 が 大き い

者 ほ ど ， 単 位 軌 跡 長 が 長 く な る と い う 結 果 が 示 さ れ た ． 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -2 - 1 3 に示 す ．  

 不 安 喚 起 場 面 に お い て ，特 性 不 安と 身体動揺 の 各 指 標 と の間 に 有意 な

相関 は 見 られなかった ．  

 

（3） 再 安 静 期 に お け る 相 関 

再 安 静 期 に お け る特 性 不 安 お よ び 状 態 不 安 と 身 体 動 揺 の 各 指 標 の 間

に有 意 な 相関 は 見 ら れ な か っ た ．  
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Fig.3-1-15.不安喚起の状態不安の変化量と単位軌跡長の増加量の相関

-20

-10

0

10

20

30

40

総
軌
跡
長
変
化
量

-10 -5 0 5 10 15 20 25 30 35 40

状態不安変化量

Fig.3-1-14.不安喚起の状態不安の変化量と総軌跡長の変化量の相関
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Fig.3-1-13.不安喚起の状態不安と矩形面積の相関
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3-2-4.  考察 

3-2-4-1 .状態不安 の操作 について 

状 態 不 安 の分 散 分 析の 結 果か ら ， 本 実 験 に お い て ，ス ピ ー チ教 示 によ

る状 態 不 安の 喚 起 は成 功 し た と 思 わ れ る ．  

 

3-2-4-2 .平衡機能 と不安 との関連性 

 本 実 験 では ， 状 態 不 安 が高 められた 被 験 者に 対 して ， 身 体 動 揺 を従 属

変数 と し て測 定 し ，そ の 変化 を 検 討す る と い う 分 析 方 法 と ，相関係数 に

よる 特性不安 と の 関 連 性 の検 討 が 行わ れ た．  

 分 散 分 析の 結 果 に従 え ば ，不安気分 を 喚 起さ れ た 被 験 者 の身 体 動 揺は ，

ほぼ 全 て の指 標 で ，安 静 期と 比 較 して 有 意 に増 加 す る こ と が示 された ．

す な わ ち ，不 安 気 分の 上 昇は ， 直 立 姿 勢 に お い て 身 体 動 揺 を増 加 さ せ る

と い え る ．  

 他 方 ， 相 関 係 数 に よ る 特 性 不 安 との 分 析 では ， 中 程 度 の 負の 相 関が 示

さ れ た ．こ れ は 閉 眼 条 件 に お け る 正の 相 関を 見 出 した 吉 川 ら（ 1 9 9 7）と

は異 な る 結果 となった ． また ， 不 安 喚 起 に お い て 状 態 不 安 と身体動揺 の

各 指 標 と の間 に 有 意な 正 の相 関 が 見出 さ れ た． し た が っ て ，状態不安 の

上昇 は 身 体 動 揺 を 増加 さ せ， 特性不安 の 高 さは ， 身 体 動 揺 と負 の 相関 を

持つ こ と が示 さ れ た．  

 一 般 に 不安 と は 自己 の 存在 を 脅 かす 可 能 性の あ る破 局 や 危険 を 漠然 と

予想 す る こ と に 伴 う不快気分 を 意 味し て お り， 予 感・ 予 期 ・懸 念 を媒 介

と し た 認 知 媒 介 型 の 情 動 と い え る （ 生 和 ， 1 9 9 9 ）． さ ら に ，

Spie lberger (1972 )によれば ，状 態 不 安と は ，個 人 が あ る 状 態に お か れ た

と き の 主観的 ，流動的 な 不 安 状 態 で あ り ，自 律 神 経 系の 活 動 が関 与 する ．

他方 ，特 性 不 安 と は ，不安状態 の 経 験に 対 す る個 人 の反 応 傾 向を 反 映し ，
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比 較 的 安 定し た 個 人の パ ー ソ ナ リ テ ィ 傾 向を 示 す も の で あ る．すなわち ，

状 態 不 安 は不 快 刺 激に よ り， 予期機能 と い う認 知 を媒 介 として ， 筋 緊 張

な ど の 自 律 神 経 系 を覚 醒 させ ， 主観的 に も 認知 さ れ る の に 対し て ，特 性

不安 で は 自 律 神 経 系の 覚 醒は 生 じない ．  

 不 安 の 成分 の 一 つ で あ る 筋 緊 張 に 関し て ， 成 瀬 （ 1 9 9 5） は 随 伴 緊 張 ，

慢 性 緊 張 ，不 当 緊 張に 区 分し て い る． 随伴緊張 と は， あ る 関節 を 動か そ

う と す る 時， 動 き に必 須 の筋 群 活 動だ け で な く ， それ 以 外 の部 位 に お け

る筋 群 が 同時 に 随 伴し て ，収 縮 す る筋 緊 張 を意 味 し， こ れ が習 慣 化さ れ

ると 緊 張 後に 弛 緩 することが 出 来 ず， ? 幹 部に 多 く見 ら れ る慢性緊張 へ

と移 行 す る． これらと 共 に， 所 期 の動 作 遂 行に 必 須・ 固 有 の筋 活 動が 強

すぎ ・ 弱 す ぎ の 場 合を 含 めて ， 不 当 緊 張 と 呼ば れ ，臨 床 動 作 法 の 基 本 的

な治 療 目 標の 一 つ と し て 指摘 さ れ て い る (成 瀬 ， 1 9 9 5 )．  

 こ の よ う な 観 点 から 本実験 の 結 果を 考 察す る と ，特 性 不 安の 高 い 者は ，

? 幹 部 を 中 心 と し た 慢 性 緊 張 を 抱 い て い る 可 能 性 が 指 摘 で き る ． 成 瀬

（ 1995 ）は ，慢性緊張 は ，? 幹部 の み な ら ず ，股関節 ，膝 ，足 首 にも 見

ら れ や す く， それらが 立 位や 歩 行 の妨 げ に な る 可能性 を 指 摘している ．  

本 実 験 に お け る 特 性 不 安 と 直 立 姿 勢 に お け る 身 体 動 揺 の 負 の 相 関 は ，

特 性 不 安 が高 い 者 ほど ， 実 験 場 面 で直 立 姿 勢の 安 定に 注 意 を払 う よ う に

なり ， 安定度 が 増 したという 理 由 が考 えられる ． た だ し ， 身 体 動 揺の 各

指標 の 値 が小 さ す ぎ る こ と は ，そ の姿 勢 を 長 時 間 維 持す る こ と は で き ず ，

また 頭 部 が重 く 支 持 面 積 が小 さ い ヒト の 立 位 構 造 に お い て ，外乱刺激 に

対す る 安定度 が 高 い と は い え な い ．こ の 意 味で ， 高 不 安 者 に見 られる 身

体 動 揺 の 負の 相 関 は， 立 位の 安 定 に注 意 を 向けつつも ， 結 果と し て安 定

した 立 位 が保 たれない 状 態を 表 し て い る 可 能 性 がある ．  

 他 方 ， 本 実 験 に お け る 状 態 不 安 の上 昇 による 身 体 動 揺 の 増加 は ，ス ピ
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ーチ 課 題 に よ る 不 快 刺 激 が， 自 律 神 経 系 に 作用 し た結 果 ， 生じ た 姿 勢 制

御の 乱 れ と考 え る こ と が で き る ．  

随 伴 緊 張 と慢 性 緊 張を 過 剰に 有 す る場 合 ，緊 張 マ ネ ー ジ メ ン ト が 円滑

に行 わ れ ず， 所 期 の動作遂行 の 自 己 制 御 が 困難 と な る た め ，本 実 験で 状

態 不 安 が 喚起 さ れ た者 は ，随 伴 緊 張が 過 剰 に生 じ て， そ の 結果 ， 姿 勢 制

御に 乱 れ が生 じ た も の と 考察 で き る．   

また ，本 実 験 は，吉 川 ら（ 1 9 9 7）の 先 行 研 究と は 異 なる 結 果 を示 し た．

本 実 験 と 吉川 ら（ 1 9 9 7）の 実 験の 違 い を考 察 すると ，第 一に ，測 定 時 間

の違 い が 上げ ら れ る． 吉 川ら （ 1 9 9 7）が約 2 0 秒 であったのに 対 して ，

本 実 験 で は 6 0 秒 の測定時間 が 取 ら れ て お り， こ の点 で ， 被 験 者 は筋 緊

張を 喚 起 さ せ る 時 間が 長 か っ た 点 も指 摘 できる ． 第二 に ， 視 覚 条 件の 違

いが 指 摘 で き る ．本 実 験 の 開 眼 条 件 に対 し て ，吉 川 ら（ 1997）は 閉 眼 条

件で 有 意 差が 示 さ れ て い る． 一 般 に身 体 動 揺は 閉 眼 条 件 で 大きくなる 傾

向が あ る た め ， 本実験 と 比較 し て ，不 安 傾 向な ど の変 化 は ，身体動揺 の

揺ら ぎ の 大き さ と し て 反 映さ れ や す い 条 件で あ っ た と 指 摘 で き る ．   
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3-2-5. 研究 2 のまとめ 

 本 研 究 では ， 直 立 姿 勢 と情 動 と の関 連 性 を， 身 体 動 揺 と 状態 ・ 特 性 不

安と の 関連性 を 通 じて 検 討し た ．本 研 究 の 結果 か ら 示さ れ る よ う に ，「 立

つ」 と い う動 作 の 中に は ，状 態 ・ 特 性 不 安 が反 映 さ れ て い る こ と が明 ら

か と な っ た．不安喚起 において ，状 態 不 安 は ,不 安 喚 起 変 化 量において 総

軌 跡 長 ， 単 位 軌 跡 長が ， また ， 不 安 喚 起 期 に お い て外 周 囲 面 積 ， 実 効 値

面積 ， 矩 形 面 積 と に正 の 相関 が 確 認さ れ た ．状態不安 の 上 昇は ， 身 体 動

揺を 増 加 させ ， 安定性 を 低下 さ せ る機 能 を持 つ ． また ， 吉 川ら （ 1 9 9 7）

とは 異 な り ，特性不安 と 身 体 動 揺 との 間 に 負の 相 関 が見 出 されたことは ，

本 研 究 の 新た な 知 見で あ る． 研 究 3 では ， 不 安 喚 起 終 了 直 後の 身 体 動 揺

の分 析 を 加え て ， この 結 果を さ ら に検 討 する ．  
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直立姿勢における

平衡機能と多面的感情状態および状態･特性不安との関連性
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3-3. 研究 3： 
直立姿勢における 
平衡機能と多面的感情状態および状態･特性不安との関連性 

 

3-3-1.  先行研究と目 的 

研 究 1 で は， 直立姿勢 に お け る 平 衡 機 能 が単 一 の 情動 で あ る不安気分

の み な ら ず， 肯 定 的 感 情 の低 下 と 否 定 的 感 情の 上 昇に 伴 い 安 定 性 が低 下

する 方 向 に変 化 す る こ と が示 さ れ た． 

また 研 究 2 で は ， ス ピ ー チ不 安 を 利用 し て情 動 を 操作 し ， 開眼条件下

の直 立 姿 勢に お け る平衡機能 と 状 態・ 特性不安 と の相 関 を 検討 し た． そ

の結 果 ， 特 性 不 安 と身体動揺 の 間 に負 の 相 関を ， 状 態 不 安 との 間 に正 の

相関 を 見 出し た ． さ ら に ，分 散 分 析の 結 果 から ， 不 安 気 分 を喚 起 さ れ た

被験 者 の 身 体 動 揺 は，安 静 期と 比 較し て 有 意に 増 加 することが 示 された ．  

本 研 究 で は， 以 上 の事 実 を確 認 す る た め ，ス ピ ー チ終 了 直 後の 身体動

揺を 記 録 す る こ と に よ り ，情 動 喚 起か ら 再安静 に か け て の 平 衡 機 能の 変

化を ，「 課題終了直後 」 として ， より 詳 し く検 討 す る． 

また 研 究 1 お よ び 研 究 2 で用 いられた 平 衡 機 能 の 6 指 標 に 加え て ，身

体の 動 き の方 向 性 を検 討 す る た め ，身 体 動 揺 軌 跡 の前 後 方 向の 最大値 で

ある 前 後 径， お よ び， 左 右 方 向 の 最 大 値 で あ る 左右径 を 加 え た 8 指標 を

用い る ． 
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3-3-2.  方法 

3-3-2-1 .被験者 

埼 玉 県 私 立Ｗ 大 学 大 学 生 ，お よ び ，大学院生 の 中 から ラ ン ダ ム サ ン プ

リ ン グ された ，3 1 名（男 子 1 6 名 ，女 子 1 5 名 ）．平 均 年 齢 は 2 0 . 1 歳（ S D =2.4）

で あ っ た． ま た ，身 長 の平 均 は 1 6 6 . 2 cm（ S D =9.5）， 体 重 平 均 は 5 8 . 8 ㎏

（S D =12.9） で あ っ た ． Table .3- 3- 1 に 被験者 の 基 礎デ ー タを 示 す ． 

 

Table.3-3-1.被 験 者の 基 礎デ ー タ .  

 

 平  均  標 準 偏 差  

平 均 年 齢  20 .1 歳  2 .4 

身  長  166.2 cm 9 .5 

体  重  58 .8 ㎏  12 .9 

ｎ = 3 1 （ 男 子 1 6 名 ， 女 子 1 5 名 ） 

 

3-3-2-2 .身体動揺測定法 と実験器材 

研 究 1 お よ び 研 究 2 と 同様 に ， 固 視 点 の 形態 は ， 縦 2 5  c m， 横 3 5  c m

の長 方 形 で あ り ，固 視 点 距 離 は 1m50cm であった ．直 立 位 置 は，足 底 中

心が 重 心 動 揺 計 の 基 準 線 と一 致 す る よ う に 教示 による 統 制 がなされた ．

直 立 足 位 はロ ン ベ ル グ 足 位が 選 択 さ れ た ． 

身体動揺測定 に は N E C 社 製 重 心 動 揺 計 EB1101 が用 いられた ． 得ら

れ た 体 重 心 の 位 置 変 動 は NEC 社 製 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

PC-9 8 2 1 V 2 0 0 に取 り 込ま れ ，NEC 社 製 解 析 ソフト 平 衡 機 98IIVer，3.12

に よ り 自 動 演 算 された ． サンプリング 周波数 は 2 0 H z であった ． 

 



 84 

3-3-2-3 .身体動揺 の学習効果について 

研 究 1 お よ び 研究 2 と 同 様に ， 身 体 動 揺 には 学習効果 を 除く た め に，

質 問 紙 記 入の 際 に 着席 させる 方 法 を選 択 し た． ま た質 問 紙 記 入 時 間を ス

ト ッ プ ウ ォ ッ チ で 測定 し ， 1 2 0 秒以下 の 者は 被 験 者か ら 除か れ た ． 

 

3-3-2-4 .情動喚起 の方法 

 研 究 1 お よ び研 究 2 と 同様 に ス ピ ー チ 課 題に よ る情 動 の 操作 が 選択 さ

れた ．また ，題 目 も「 私 の学 生 生 活」（ ス ピ ー チ 時間 ，1 2 0 秒）が 選択 さ

れた ． 

 

3-3-2-5 .情動 の測 定 

 研 究 1 お よ び 研 究２ の 結果 に 基 づき ，情 動を 多 面 的に 測 定す る た め に ，

多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版(寺 崎 ら， 1 9 9 1 ) お よ び STAI の日 本 語 版(水

口ら ， 1 9 9 1 )が用 い ら れ た ． 

  

3-3-2-6 .手続 き 

a.  被 験 者 は 時計 を 外 す よ う に求 められた 後 ，着 席 し多 面 的 感 情 状 態 尺 度 ，

STAI-  S， STAI-  T に回 答 し た． 

b.  回 答 後 ，ゼ ロ 補 正さ れ た 重心動揺計 に 移 動し て ，以 下 の 教 示 1 に基 づ

き ，実 験 者 が 手 本を 示 しながら ，60 秒 間， 安 静 期 の身 体 動 揺 を測 定

した ． 

教 示 1：「 こ こ に 描 か れ て い る線 は 足の 大 きさを 表 し て い ま す． つ ま

先 が 自 分 の 足 の 大 き さ の 線 の 下 に 来る よ う に し て ， こ の 台 の 上 に 立

っ て く だ さ い ． 脇 は 自 然 に 両 脇 に つ け た ま ま ， 前 後 に 振 っ た り ， 手

を 組 ん だ り は し な い で 下 さ い ． 視 線は 目 の 前 に あ る 四 角 い 紙 を 見 る
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よ う に ， な る べ く 一定 を 保っ て く だ さ い 」． 

c.  教 示 1 を与 え た 後，被験者 が 自 然と 感 じ る よ う な位 置 に 固 視 点 が調 節

され ， 以 下の 教 示 2 を 与え た ． 

教 示 2：「 故意 に 視 線を 外 す こ と は し な い で 下さ い ． た だ し ，姿 勢 も

視 線 も ， 自 然 に 動 い て し ま う 分 に は構 い ま せ ん ． 何 か 質 問 は あ り ま

すか ． な い よ う で し た ら ，これから 1 分 間 ，そ の 姿 勢を 保 っ て く だ

さい 」． 

d.  質 問 紙 が 用 意 さ れ て い る 席 に 戻 っ た 被 験 者 に 対 し て ， 以 下 の 教 示 3

を行 っ た ． 

教 示 3：「 これからこの 質 問 紙に 記 入し た 後 ，簡 単 な ス ピ ー チを 行 っ

て い た だ き ま す ．題 目は 私 の学 生 生 活で す ．先 ほ ど の 姿勢 で 1 分 間 ，

考え る 時 間を 与 えます．1 分 経 ち ま し た ら，こ ち ら か ら合 図 し ま す の

で ，2 分間 の ス ピ ー チ を は じ め て下 さ い ．2 分 以 内 に 話す 内 容が 終 っ

てしまっても ， 決 して ， この 台 か ら降 り な い で 下 さい 」． 

e.  質 問 紙 に 記 入 直 後 に被 験 者は 重 心 動 揺 計 に移 動 し，再 び 前述 の 姿勢 が

と ら れ た ．実 験 者 は そ れ を確 認 し た上 で ，以 下 の 教 示 4 を行 っ た ． 

教示 4：「 そ れ で は そ の姿 勢で 1 分 間 ， 考え る 時 間を 与 え ま す ． 1 分

た っ た ら，合 図し ま す の で ，2 分間 の ス ピ ー チ を は じ め て下 さ い．視

線 は 目 の 前 に あ る 四 角 い 紙 を 見 る よ う に ， な る べ く 一 定 を 保 っ て く

だ さ い 」． 

f.  この 状 態 で被 験 者は 6 0 秒 間 の 情 動 喚 起 の後 ， ス ピ ー チ を行 っ た． こ

の間 ，身 体 動 揺 は連 続 し て測 定 された ．た だ し ，分 析 に はスピーチ を

考え て い る 6 0 秒間 の デ ー タ を 用い た ． 

g.  ス ピ ー チ 終 了 後 ，以 下の 教 示 5 が 行 われ ，課 題 終 了 直 後 の身体動揺 が

測定 さ れ た． 
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教 示 5：「 そ れ で は ，そ の ま ま の 姿 勢で ， 1 分間 ， お 願いします ． 視

線 は 目 の 前 に あ る 四 角 い 紙 を 見 る よ う に ， な る べ く 一 定 を 保 っ て く

だ さ い 」． 

h.  被 験 者 は 着席 し ， 質問 紙 に回 答 が 求められた ． 

i.  回 答 後 に 被 験 者 は 重心動揺計 へ 移 動し ，以 下 の教 示 6 を 行 い ，再 安 静

期の 身体動揺 を 測 定し た ． 

教 示 6：「 そ れ で は ，先 ほどの 姿 勢 で， 1 分 間， お 願 い し ま す． 視 線

は 目 の 前 に あ る 四 角 い 紙 を 見 るように ， な る べ く 一 定 を 保 っ て く だ

さい 」． 

 

全 行 程 に わ た っ て ，被 験 者が 教 示 に従 っ た姿 勢 を ，測 定 当 初にとって

い な か っ た場 合 は ，そのつど ， 実験者 が 修 正し た ．ま た ， 身 体 動 揺の 測

定ご と に 重 心 動 揺 計の ゼ ロ補 正 が 行わ れ た．  

全て の 実 験 過 程 は ビ デ オ （ SONY 社 製 C C D - TRV20）で 記 録さ れ た．

実 験 時 間 は 約 3 0 分 で あ っ た ．F i g . 3- 3 -1 .に 実験 の フ ロ ー チ ャ ー ト を示 す ． 
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3-3-3.  結果 

3-3-3-1 .情動 の操 作について 

 本 実 験 の気 分 操 作の 効 果を 確 認 す る た め ，安 静 期， 情動喚起 ， 再 安 静

期における STAI- S お よ び多 面 的 感 情 状 態 尺 度 の 下位項目得点 の 変化 に

つ い て 被 験 者 内 一 要 因 分 散 分 析 を 行っ た ． 

状 態 不 安 に お い て 条件 の 効果 が 有 意であった（ F（ 2，3 0）=26.90 ，ｐ

＜ .001）． 有 意 水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の 結果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 再 安 静 期 との 間 に差 が 見 ら れ た ． 各 平 均 の大 小 関 係は ， 情 動 喚

起が 最 も 高く ， ついで 再 安 静 期 ， 安 静 期 の 順であった （ L S D = 3 . 4 6）.以

上の 結 果 を Fig .3 -3 - 2.に 示 す． 

抑 うつ 不 安 において 条 件 の 効果 が 有 意 で あ っ た （ F（ 2 ， 3 0） = 2 3 . 0 6，

ｐ ＜ .001）. 有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果， 情 動 喚 起

と安 静 期 ，再 安 静 期と の 間に 差 が 見ら れ た ．各 平 均の 大小関係 は ，情 動

喚起 が 最 も高 く ，ついで 安 静 期 ，再 安 静 期の 順 で あ っ た（ LSD=1 .50）. 以

上の 結 果 を Fig .3 -3 - 3.に 示 す． 

敵意 において 条 件 の効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，3 0） = 6 . 3 4，ｐ ＜ . 0 1）.  

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，情 動 喚 起 と 安 静 期，再

安 静 期 と の間 に 差 が見 られた ．各平均 の 大 小 関 係 は ，安 静 期 が最 も 高く ，

情 動 喚 起 と 再 安 静 期 に 差 は な か っ た （ LSD=0.70 ） . 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -3 - 4.に 示 す． 

倦怠 において 条 件 の効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，3 0） = 1 1 . 0 4，ｐ ＜ . 0 0 1）．

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，情 動 喚 起 と 安 静 期，再

安 静 期 と の間 に 差 が見 られた .各平均 の 大 小 関 係 は ，安 静 期が 最 も 高く ，

情 動 喚 起 と 再 安 静 期 に 差 は な か っ た （ LSD=0.89 ） . 以 上 の 結 果 を

Fig .3 -3 - 5.に 示 す． 
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Fig.3-3-2 状態不安の変化
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活 動 的 快 に お い て 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F （ 2 ， 3 0 ） =39 .81，ｐ

＜ .001）. 有 意 水 準 5 ％ で の L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，情動喚起 と

安 静 期，再安静期 と の 間に 差 が見 ら れ た.各 平 均の 大小関係 は，安静期 が

最も 高 く，情 動 喚 起 と 再 安 静 期に 差 は な か っ た（ L S D = 0 . 9 9）. 以 上の 結

果 を F i g . 3 -3 -6 .に 示す ． 

非 活 動 的 快に お い て条 件 の効 果 が 有意 で あ っ た（ F（ 2 ，3 0） = 3 4 . 7 6，

ｐ ＜ .001）. 有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果， 情 動 喚 起

と安 静 期，再 安 静 期 と の間 に 差が 見 られた .各平均 の 大 小 関 係 は，安 静 期

が最 も 高 く， 情動喚起 と 再 安 静 期 に差 は な か っ た （ LSD=1.24 ）． 以上 の

結果 を F i g . 3- 3 -7 .に示 す ． 

親和 において 条 件 の効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，3 0） = 4 1 . 1 4 ，ｐ ＜ . 0 0 1）.

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，情 動 喚 起 と 安 静 期，再

安 静 期 と の間 に 差 が見 られた .各平均 の 大 小 関 係 は ，安 静 期が 最 も 高く ，

情 動 喚 起 と 再 安 静 期 に 差 は な か っ た （ LSD=0.84 ） . 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -3 - 8.に 示 す． 

集中 において 条 件 の効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，3 0） = 4 1 . 4 3，ｐ ＜ . 0 0 1）．

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，情 動 喚 起 と 安 静 期，再

安 静 期 と の間 に 差 が見 られた ．各平均 の 大 小 関 係 は ，安 静 期 が最 も 高く ，

つ い で 情 動 喚 起 ， 再 安 静 期 の 順 で あ っ た （ L S D = 0 . 7 2）. 以 上 の 結 果 を

Fig.3 -3 - 9.に 示 す． 

驚愕 において 条 件 の効 果 が有 意 で あ っ た（ F（ 2，3 0） = 1 3 . 6 9 ，ｐ ＜ . 0 0 1）.

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，情 動 喚 起 と 安 静 期，再

安 静 期 と の間 に 差 が見 られた ． 各平均 の 大小関 係 は， 情動喚起 が 最も 高

か っ た （ L S D = 1 . 6 3）. 以上 の 結 果 を F i g . 3 -3 -1 0 .に示 す ． 
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Fig.3-3-6 活動的快の変化
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Fig.3-3-7 非活動的快の変化
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Fig.3-3-8 親和の変化
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Fig.3-3-9 集中の変化
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Fig.3-3-10 驚愕の変化
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3-3-3-2 .身体動揺 の変化 について 

本 実 験 の 平 衡 機 能 の変 化 を確 認 す る た め ，安 静 期 ，情 動 喚 起， 終了直

後， 再安静期 における STAI-S および 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 の下 位 項 目 得

点の 変 化 に つ い て 被 験 者 内 一 要 因 分 散 分 析を 行 っ た． 

総 軌 跡 長に お い て 条 件 の 効 果 が 有 意 で あ っ た （ F （ 3 ， 30 ） = 4 . 7 2 ，       

ｐ ＜ . 0 1）.有 意 水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の 結果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 終 了 直 後 ，再 安静期 と の 間に 差 が 見ら れ た． 各 平 均の 大 小 関 係

は情 動 喚 起が 最 も 高か っ た（ LSD=4 .99）. 以 上 の結 果 を F i g . 3- 3- 11.に

示す ． 

単 位 軌 跡 長 に お い て条 件 の 効 果 が有 意 で あ っ た （ F（ 3， 3 0 ） = 4 . 4 8，

ｐ ＜ . 0 1）. 有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果， 有意差 は

見ら れ な か っ た. 

矩 形 面 積 に お い て 条件 の 効果 が 有 意な 傾 向に あ っ た（ F（ 3 ，3 0）= 2 . 4 7，

ｐ ＜ . 1 0）.有意 水 準 5％ で の L S D 法 によ る 下 位 検 定 の 結果 ，情動喚起 と

安 静 期 ， 終 了 直 後 ，再安静期 と の 間に 差 が 見ら れ た． 各 平 均の 大 小 関 係

は，情動喚 起 が最 も 大 き か っ た（ L S D = 1 . 6 5）. 以 上 の結 果 を Fig .3 - 3- 12 .

に示 す ． 
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3-3-3-3 .平衡機能 と情動 との相 関 

平 衡 機 能 と 情 動 と の 相 関 を 検 討 す る た め ， 多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮

版,STAI-S お よ び  S T A I - T の下位項目 と 身 体 動 揺 の各 指 標 との 間 でピ ア

ソン の 積 率 相 関 係 数を 求 めた ． ま た， 安 静 時を ベース と し て， 多 面 的 感

情 状 態 尺 度お よ び 状 態 不 安の 変 化 量と ， 身 体 動 揺 の各 指 標 の変 化 量と の

間で ， ピ ア ソ ン の 積 率 相 関 係 数 を 求め た ． 

全て の 結 果 を Table .3- 3 -2 .か ら Table .3 -3 -9 .に 示す ． 
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Table.3-3-2. 総 軌 跡 長 と STAI および 多 面 的 感 情 状 態 と の 相 関 係 数 

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.531 * *   .054 -.425 *  -.434 *  ― 

状 態 不 安 .036 .265 ―  .052 .347 +  

活 動 的 快 .340 +   -.208 ―  .173 .013 

非 活 動 的 快 -.004 -.220 ―  .080 -.304 

肯
定
的
感
情 

親和 .230 -.103 ―  .077 .131 

抑う つ 
・不 安 

-.042 .078 ―  .026 .220 

敵意  -.043 .021 ―  -.030 .378 *   

否
定
的
感
情 

倦怠 .015 -.057 ―  .165 .014 

集中  .241 .307 ―  .351 +   .197 中
性
的
感
情 驚愕 -.020 .143 ―  -.118 .319 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-3. 単 位 軌 跡 長 と STAI お よ び 多 面 的 感 情 状 態 と の相関係数  

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -531 * *  .051 -.352 *  -.434 *  ― 

状 態 不 安 .034 .262 ―  .053 .347 +  

活 動 的 快 .336 +  -.210 ―  .171 .615 

非 活 動 的 快 -.001 -.222 ―  .081 -.302 

肯
定
的
感
情 

親和 .230 -.104 ―  .076 .132 

抑う つ 
・不 安 

-.043 .074 ―  .026 .216 

敵意  -.041 .015 ―  -.030 .372 *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .015 -.060 ―  .166 .079 

集中  .221 .306 ―  .350 +  .193 中
性
的
感
情 驚愕 -.025 .138 ―  -.118 .310 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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 Table.3-3-4. 単 位 面 積 軌 跡 長 と STAI および 多 面 的 感 情 状 態 と の 

相 関 係 数 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.007 -.177 .190 .171 ―  

状 態 不 安 .138 -.091 ―  -.036 -.168 

活 動 的 快 -.025 .132 ―  -.188 .231 

非 活 動 的 快 -.034 .217 ―  .091 .173 

肯
定
的
感
情 

親和 -.077 .087 ―  -.239 .096 

抑う つ 
・不 安 

-.002 .054 ―  .053 .024 

敵意  -.121 -.194 ―  -.144 -.388 *  

否
定
的
感
情 

倦怠 -.180 .037 ―  .219 -.056 

集中  -.011 -.231 ―  -.020 -.079 中
性
的
感
情 驚愕 .148 -.134 ―  .024 -.094 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-5. 外 周 囲 面 積 と STAI お よ び 多 面 的 感 情 状 態 と の相関係数  

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.287 .190 -.216 -.291 ―  

状 態 不 安 -.075 .360 *  ― .070 .224 

活 動 的 快 .229 -.314 ―  .167 -.173 

非 活 動 的 快 -.070 -.273 ―  .041 -.460 *  

肯
定
的
感
情 

親和 .130 -.158 ―  .328 +  .026 

抑う つ 
・不 安 

-.055 .230 ―  .089 .146 

敵意  .010 .145 ―  .128 .566 * * *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .062 .059 ―  .149 -.115 

集中  -.142 .249 ―  .221 .143 中
性
的
感
情 驚愕 -.054 .235 ―  -.045 .321 +  

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-6. 実 効 値 面 積 と STAI お よ び 多 面 的 感 情 状 態 と の相関係数  

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.106 .090 .024 -.255 ―  

状 態 不 安 -.038 .364 *  ― .038 .354 +  

活 動 的 快 .025 .344 ―  .116 -.213 

非 活 動 的 快 .051 -.243 ―  .121 -.404 *  

肯
定
的
感
情 

親和 .173 -.251 ―  .275 .212 

抑う つ 
・不 安 

.014 .190 ―  .035 .162 

敵意  .082 .114 ―  .047 .396 *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .190 .055 ―  .065 -.073 

集中  .067 .120 ―  .135 .113 中
性
的
感
情 驚愕 -.132 .251 ―  -.070 .126 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-7. 矩 形 面 積 と STAI および 多 面 的 感 情 状 態 と の 相 関 係 数 

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.205 .118 -.184 -.384 *  ― 

状 態 不 安 -.143 .331 +  ― -.022 .264 

活 動 的 快 .175 .290 ―  .202 -.179 

非 活 動 的 快 .017 -.238 ―  .139 -.442 *  

肯
定
的
感
情 

親和 .129 -.159 ―  .342 +  .020 

抑う つ 
・不 安 

-.020 .194 ―  .026 .145 

敵意  -.039 .162 ―  .078 .572 * *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .042 .101 ―  .069 -.161 

集中  -.094 .264 ―  .264 .158 中
性
的
感
情 驚愕 -.056 .253 ―  -.111 .141 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-8. 前後径 と STAI お よ び多 面 的 感 情 状 態と の 相 関 係 数 

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.379 *  .110 -.049 -.351 +  ― 

状 態 不 安 -.053 .335 +  ―  -.004 .312 +  

活 動 的 快 -.010 -.325 +  ― .169 -.207 

非 活 動 的 快 .003 -.187 ―  .111 -.431 *  

肯
定
的
感
情 

親和 -.114 -.202 ―  .319 +  -.054 

抑う つ 
・不 安 

-.031 .166 ―  .065 .191 

敵意  -.057 .116 ―  .085 .489 * *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .019 .073 ―  -.050 .164 

集中  .223 .199 ―  .166 .156 中
性
的
感
情 驚愕 -.019 .238 ―  -.101 .217 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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Table.3-3-9. 左右径 と STAI お よ び多 面 的 感 情 状 態と の 相 関 係 数 

 
 
 

 安 静 期 情 動 喚 起 終 了 直 後 再 安 静 期 
情 動 喚 起
変 化 量 

特 性 不 安 -.013 .129 -.301 -.381 *  ― 

状 態 不 安 -.225 .176 ―  -.036 .260 

活 動 的 快 .300 -.127 ―  .223 -.272 

非 活 動 的 快 .018 -.294 ―  .108 -.199 

肯
定
的
感
情 

親和 .370 *  -.093 ―  .210 .118 

抑う つ 
・不 安 

-.027 .035 ―  .115 .083 

敵意  -.026 .156 ―  .027 .508 * *  

否
定
的
感
情 

倦怠 .031 .011 ―  .091 .015 

集中  .246 .377 *  ―  .312 +  .200 中
性
的
感
情 驚愕 -.046 .217 ―  -.143 .160 

+：  p <.10  *：  p <.05  **：  p <.01  ***：  p <.001 
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(1)安静期における 相関  

安 静 期 に お い て 特 性 不 安 と 総 軌 跡 長 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た    

（ r  =- . 53 1，ｐ < . 0 1）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，総 軌 跡 長

が短 いという 関 連 性が 示 さ れ た ． 

安 静 期 に お い て 特 性 不 安 と 単 位 軌 跡 長 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た    

（ r  =- . 531，ｐ < . 0 1）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，単 位 軌 跡

長が 短 い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

安 静 期 に お い て 特 性 不 安 と 前 後 径 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た      

（ r  =- . 379，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，前後径 が

小さ い と い う 関 連 性が 示 さ れ た ． 

安 静 期 に お い て 親 和と 左右径 と の 間に 正 の 相関 が 見ら れ た （ r  = . 3 7 0，

ｐ <.05）．こ の 結果 か ら，こ の 結果 か ら，親 和が 高 い 者ほ ど ，左 右 径が 大

き い と い う関 連 性 が示 された ． 

安 静 期 に お い て 活 動 的 快と 総 軌 跡 長 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾

向に あ っ た（ r  = .340，ｐ < . 1 0）．この 結 果か ら ，活 動 的 快 が 高い 者 ほど ，

総 軌 跡 長 が長 いという 関連性 が 示 唆さ れ た． 

安 静 期 に お い て 活 動 的 快と 単 位 軌 跡 長 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る

傾向 にあった （ r  = . 3 3 6，ｐ < . 1 0）．こ の 結果 か ら ，活 動 的 快が 高 い者 ほ

ど， 単 位 軌 跡 長 が 長いという 関 連 性が 示 唆さ れ た ． 

以上 ， 相 関に 有 意 差が 見 ら れ た も の を Fig . 3 -3 -1 3 .か ら F i g . 3 -3 -1 6 .に

示す. 
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Fig.3-3-13.安静期における特性不安と総軌跡長の相関
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Fig.3-3-14.安静期における特性不安と単位軌跡長の相関
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Fig.3-3-14.安静期における特性不安と単位軌跡長の相関
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Fig.3-3-16.安静期における親和と左右径の相関
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 (2)情動喚起 における相 関 

 情 動 喚 起に お い て状態不安 と 外 周 囲 面 積 との 間 に正 の 相 関が 見 ら れ た

（ r  = . 3 6 0，ｐ < . 0 5）． こ の結 果 か ら， 状 態 不 安 が 高い 者 ほ ど， 外 周 囲 面

積が 大 き い と い う 関 連 性 が示 さ れ た． 

 情 動 喚 起に お い て状態不安 と 実 効 値 面 積 との 間 に正 の 相 関が 見 ら れ た

（ r  = . 3 6 4，ｐ < . 0 5）． こ の結 果 か ら， 状 態 不 安 が 高い 者 ほ ど， 実 効 値 面

積が 大 き い と い う 関 連 性 が示 さ れ た． 

情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 と 矩 形 面 積と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る

傾向 に あ った （ r  = . 3 3 1，ｐ < . 1 0）．こ の 結果 か ら ，状 態 不 安が 高 い者 ほ

ど， 矩形面積 が 大 きいという 関 連 性が 示 唆さ れ た ． 

情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 と 前 後 径 と の 間 に 正 の 相 関 傾 向が 見 ら れ

る傾 向 に あ っ た （ r  = . 3 3 5，ｐ < . 1 0）． こ の結 果 か ら， 状態不安 が 高い 者

ほど ， 前後径 が 大 きいという 関 連 性が 示 唆さ れ た ． 

情 動 喚 起 に お い て 活 動 的 快と 前 後 径と の 間 に負 の 相 関 傾 向 が示 された ．

（ r  = . 3 2 5，ｐ < . 1 0）． こ の結 果 か ら， 活 動 的 快 が 高い 者 ほ ど， 前後径 が

小さ い と い う 関 連 性が 示 唆さ れ た 

情 動 喚 起 に お い て 集中 と 左 右 径 と の間 に 正の 相 関 が示 さ れ た（ r  = .377 ，

ｐ <.05）．この 結 果か ら ，集中 が 高 い者 ほ ど ，左 右 径が 大 き い と い う関 連

性が 示 された ． 

情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 変 化 量 と 総 軌 跡 長 変 化 量と の 間 に 正 の 相

関が 見 られる 傾 向 に あ っ た（ r  = . 3 4 7 ，ｐ < . 1 0）． この 結 果 から ， 状 態 不

安が 高 い 者ほ ど ， 総 軌 跡 長 変 化 量 が大 き い と い う 関 連 性 が 示唆 された ． 

情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 変 化 量 と 単 位 軌 跡 長 変 化 量 と の 間 に 正 の

相関 が 見 ら れ る 傾 向にあった （ r  = . 3 4 7 ，ｐ < . 1 0）．こ の 結 果か ら 状 態 不

安が 高 い 者ほ ど ，単 位 軌 跡 長 変 化 量が 大 き い と い う 関 連 性 が示 唆 された ． 
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情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 変 化 量 と 実 効 値 面 積 変 化 量 と の 間 に 正 の

相関 が 見 ら れ る 傾 向にあった （ r  = . 3 5 4 ，ｐ < . 1 0）．こ の 結 果か ら 状 態 不

安が 高 い 者ほ ど ，実 効 値 面 積 変 化 量が 大 き い と い う 関 連 性 が示 唆 された ． 

情 動 喚 起 に お い て状 態 不 安 変 化 量 と 前 後 径 変 化 量 と の 間 に 正 の 相 関

が見 ら れ た（ r  = . 3 1 2 ，ｐ < . 0 5）． この 結 果か ら ， 状 態 不 安 変 化 量 が大 き

い者 ほ ど ，前 後 径 変 化 量 が大 き い と い う 関 連 性 が 示さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 総 軌 跡 長 変 化 量 との 間 に 正の 相 関が 見

ら れ た（ r  = .378 ，ｐ < . 0 5）．こ の 結果 か ら ，敵意変化量 が 大 きい 者 ほど ，

総 軌 跡 長 変 化 量 が 大き い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 単 位 軌 跡 長 変 化 量と の 間 に正 の 相関 が

見ら れ た （ r  = . 3 7 2，ｐ < . 0 5）． こ の結 果 から ， 敵 意 変 化 量 が大 き い者 ほ

ど， 単 位 軌 跡 長 変 化 量 が 大き い と い う 関連性 が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 単 位 面 積 軌 跡 長 変 化 量 と の間 に 負の 相

関が 見 られた（ r  =- . 388，ｐ < . 0 5）．こ の 結果 か ら ，敵 意 変 化 量 が 大き い

者ほ ど ， 単 位 面 積 軌 跡 長 変 化 量 が 小さ い と い う 関連性 が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 外 周 囲 面 積 変 化 量と の 間 に正 の 相関 が

見ら れ た （ r  = . 5 6 6，ｐ < . 0 5）． こ の結 果 から ， 敵 意 変 化 量 が大 き い者 ほ

ど， 外 周 囲 面 積 変 化 量 が 大き い と い う 関連性 が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 実 効 値 面 積 変 化 量と の 間 に正 の 相関 が

見ら れ た （ r  = . 3 9 6，ｐ < . 0 5）． こ の結 果 から ， 敵 意 変 化 量 が大 き い者 ほ

ど， 実 効 値 面 積 変 化 量 が 大き い と い う 関連性 が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 矩 形 面 積 変 化 量 との 間 に 正の 相 関が 見

ら れ た（ r  = .572，ｐ <.001）．こ の 結 果か ら ，敵意変化量 が 大 きい 者 ほど ，

矩 形 面 積 変 化 量 が 大き い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 前後径変化量 と の間 に 正 の相 関 が見 ら
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れた （ r  = . 4 8 9 ，ｐ < . 0 1）．こ の 結 果か ら ，敵 意 変 化 量 が 大 きい 者 ほど ，

前後径変化量 が 大 きいという 関 連 性が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て敵 意 変 化 量 と 左右径変化量 と の間 に 正 の相 関 が見 ら

れた （ r  = . 5 0 8 ，ｐ < . 0 1）．こ の 結 果か ら ，敵 意 変 化 量 が 大 きい 者 ほど ，

左右径変化量 が 大 きいという 関 連 性が 示 さ れ た ． 

 情 動 喚 起に お い て非 活 動 的 快 変 化 量 と 外 周 囲 面 積 変 化 量 との 間 に負 の

相関 が 見 ら れ た（ r  =-.460，ｐ < . 0 5）．こ の結 果 か ら，非 活 動 的 快 変 化 量

が大 き い 者ほ ど ， 外 周 囲 面 積 変 化 量が 小 さ い と い う関 連 性 が示 された ． 

 情 動 喚 起に お い て非 活 動 的 快 変 化 量 と 実 効 値 面 積 変 化 量 との 間 に負 の

相関 が 見 ら れ た（ r  =-.404，ｐ < . 0 5）．こ の結 果 か ら，非 活 動 的 快 変 化 量

が大 き い 者ほ ど ， 実 効 値 面 積 変 化 量が 小 さ い と い う関 連 性 が示 された ． 

 情 動 喚 起に お い て非 活 動 的 快 変 化 量 と 矩 形 面 積 変 化 量 と の間 に 負の 相

関が 見 られた（ r  =- . 442，ｐ < . 0 5）．こ の 結果 か ら ，非 活 動 的 快 変 化 量 が

大き い 者 ほど ， 矩 形 面 積 変 化 量 が 小さ い と い う 関連性 が 示 され た ． 

 情 動 喚 起に お い て非 活 動 的 快 変 化 量 と 前後径変化量 と の 間に 負 の相 関

が見 ら れ た（ r  =- . 431，ｐ < . 0 5）．こ の 結 果か ら ，非 活 動 的 快 変 化 量が 大

きい 者 ほ ど， 前 後 径 変 化 量が 小 さ い と い う関 連 性 が示 さ れ た． 

 情 動 喚 起に お い て驚 愕 変 化 量 と 外 周 囲 面 積 変 化 量と の 間 に正 の 相 関 傾

向が 示 された （ r  =- .321，ｐ < . 1 0）． 

以上 ， 相 関に 有 意 差が 見 ら れ た も の を F i g . 3 -3 -1 7 .か ら F i g . 3 -3 -3 3 .に

示す. 
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Fig.3-3-17.情動喚起における状態不安と外周囲面積の相関
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Fig.3-3-18.情動喚起における状態不安と実効値面積の相関
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Fig.3-3-19. 情動喚起における集中得点と左右径の相関
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Fig.3-3-20.情動喚起における活動的快変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-17.情動喚起における状態不安と外周囲面積の相関
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Fig.3-3-18.情動喚起における状態不安と実効値面積の相関
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Fig.3-3-19. 情動喚起における集中得点と左右径の相関
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Fig.3-3-20.情動喚起における活動的快変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-22.情動喚起における敵意変化量と単位軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-21.情動喚起における敵意変化量と総軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-23.情動喚起における敵意変化量と単位面積軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-24.情動喚起における敵意変化量と外周囲面積変化量の相関
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Fig.3-3-22.情動喚起における敵意変化量と単位軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-22.情動喚起における敵意変化量と単位軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-21.情動喚起における敵意変化量と総軌跡長変化量の相関
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Fig.3-3-23.情動喚起における敵意変化量と単位面積軌跡長変化量の相関

敵意変化量

-25

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

30

-5 -4 -3 -2 -1 0 1 2 3 4

外
周
囲
面
積
変
化
量

Fig.3-3-24.情動喚起における敵意変化量と外周囲面積変化量の相関
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Fig.3-3-26.情動喚起における敵意変化量と矩形面積変化量の相関
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Fig.3-3-25.情動喚起における敵意変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-27.情動喚起における敵意変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-28.情動喚起における敵意変化量と左右径変化量の相関
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Fig.3-3-26.情動喚起における敵意変化量と矩形面積変化量の相関
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Fig.3-3-26.情動喚起における敵意変化量と矩形面積変化量の相関
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Fig.3-3-25.情動喚起における敵意変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-27.情動喚起における敵意変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-25.情動喚起における敵意変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-25.情動喚起における敵意変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-27.情動喚起における敵意変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-28.情動喚起における敵意変化量と左右径変化量の相関
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Fig.3-3-29.情動喚起における非活動的快変化量と外周囲面積変化量の相関

非活動的快変化量

-2

-1

0

1

2

3

4

5

-17.5 -15 -12.5 -10 -7.5 -5 -2.5 0 2.5 5 7.5

実
効
値
面
積
変
化
量

Fig.3-3-30.情動喚起における非活動的快変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-31.情動喚起における非活動的快変化量と矩形面積変化量の相関
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Fig.3-3-32.情動喚起における非活動的快変化量と前後径変化量の相関
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Fig.3-3-29.情動喚起における非活動的快変化量と外周囲面積変化量の相関
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Fig.3-3-30.情動喚起における非活動的快変化量と実効値面積変化量の相関
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Fig.3-3-31.情動喚起における非活動的快変化量と矩形面積変化量の相関
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Fig.3-3-32.情動喚起における非活動的快変化量と前後径変化量の相関
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 (3)終了直後 における相 関 

 終 了 直 後に お け る 特 性 不 安 と 総 軌 跡 長と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た  

（ r  =- . 425，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，総 軌 跡 長

が小 さ い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

 終 了 直 後に お け る特性不安 と 単 位 軌 跡 長 との 間 に負 の 相 関が 見 ら れ た

（ r  =- . 352，ｐ < . 1 0）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，総 軌 跡 長

が小 さ い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

以上 ， 相 関に 有 意 差が 見 ら れ た も の を F i g . 3 -3 -3 4 .か ら F i g . 3 -3 -3 5 .に

示す. 
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Fig.3-3-33.終了直後における特性不安と総軌跡長の相関

特性不安

40

50

60

70

80

90

100

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

.6

.7

.8

.9

1

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

20 25 30 35 40 45 50 55 60 65

特性不安

単
位
軌
跡
長
　
（
㎝
）

Fig.3-3-34. 終了直後における特性不安と単位軌跡長の相関
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Fig.3-3-34. 終了直後における特性不安と単位軌跡長の相関
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(4)再安静期 における相 関 

 再 安 静 期に お け る 特 性 不 安 と 総 軌 跡 長と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た  

（ r  =- . 434，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，総 軌 跡 長

が小 さ い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

 再 安 静 期に お け る特性不安 と 単 位 軌 跡 長 との 間 に負 の 相 関が 見 ら れ た

（ r  =- . 434，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，単 位 軌 跡

長が 小 さ い と い う 関 連 性 が示 さ れ た． 

 再 安 静 期に お け る 特 性 不 安 と 矩 形 面 積と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た  

（ r  =- . 384，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，矩 形 面 積

が小 さ い と い う 関連性 が 示さ れ た ． 

再 安 静 期 に お け る特 性 不 安 と 前 後 径 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ る 傾

向に あ っ た（ r  =- .351，ｐ < . 1 0）．こ の 結果 か ら，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，

前 後 径 が 小さ い と い う 関連性 が 示 唆さ れ た． 

 再 安 静 期 に お け る 特 性 不 安 と 左 右 径 と の 間 に 負 の 相 関 が 見 ら れ た   

（ r  =- . 351，ｐ < . 0 5）．この 結 果 から ，特 性 不 安 が 高い 者 ほど ，左右径 が

小さ い と い う 関 連 性が 示 さ れ た ． 

再 安 静 期 に お い て 親和 と 外 周 囲 面 積と の 間 に正 の 相関 が 見 ら れ る 傾向 に

あ っ た （ r  = . 3 2 8，ｐ < . 1 0）． こ の 結果 か ら， 親 和 が高 い 者 ほど ， 外 周 囲

面積 が 大 き い と い う関 連 性が 示 唆 さ れ た ． 

再 安 静 期 に お い て 親 和 と 矩 形 面 積 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾 向

に あ っ た （ r  = . 3 4 2，ｐ < . 1 0）． こ の結 果 から ， 親 和が 高 い 者ほ ど ，矩 形

面積 が 大 き い と い う関 連 性が 示 唆 さ れ た ． 

再 安 静 期 に お い て親 和 と 前 後 径 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾 向 が

示さ れ た （ r  = . 3 1 9，ｐ < . 1 0）． こ の結 果 から ， 親 和が 高 い 者ほ ど ，前 後

径が 大 き い と い う 関 連 性 が示 唆 された ． 
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再 安 静 期 に お い て集 中 と 総 軌 跡 長 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾 向

に あ っ た （ r  = . 3 2 8，ｐ < . 1 0）． こ の結 果 から ， 集 中が 高 い 者ほ ど ，総 軌

跡長 が 大 き い と い う関 連 性が 示 唆 さ れ た ． 

再 安 静 期 に お い て集 中 と 単 位 軌 跡 長 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾

向に あ っ た（ r  = . 3 5 0 ，ｐ < . 1 0）． この 結 果か ら ， 集中 が 高 い者 ほ ど， 単

位 軌 跡 長 が大 き い と い う 関 連 性 が 示唆 された ． 

再 安 静 期 に お い て集 中 と 左 右 径 と の 間 に 正 の 相 関 が 見 ら れ る 傾 向 に

あ っ た （ r  = . 3 1 2，ｐ < . 1 0）． こ の 結果 か ら， 集 中 が高 い 者 ほど ， 左 右 径

が大 き い と い う 関連性 が 示唆 さ れ た． 

以上 ， 有意差 の 見 ら れ た も の を F i g . 3- 3 -3 6 .から F i g . 3- 3- 39.に 示 す． 
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 3-3-3- 4.矩形面積変化量に関 する重回帰分析  

 情 動 が 平衡 機 能 に与 え る影 響 を 検討 するため ， 最も 高 い 相関 を 示し た

矩 形 面 積 変 化 量 を 目 的 変 数と し ，STAI-S，多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版 の

変 化 量 を説 明 変 数 と し た 重 回 帰 分 析 を 行 っ た ． Table． 3 - 3 -1 0 .にその 結

果を 示 す ．重 回 帰 分 析 の 結果 は 有 意であった（ F （ 9，1 9）= 4 . 0 3，ｐ < . 0 1）．

矩 形 面 積 変 化 量 に 強 い 影 響 を 与 え て い る 変 数 は 敵 意 変 化 量 で あ っ た ，

（ｐ < . 0 1）．  

 

 

Table.3-3-10.矩 形 面 積 変 化 量 の 重 回 帰 分 析  
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3-3-4.  考察 

研究 ３ に お い て は ，研 究 1 お よ び 研 究 2 で得 ら れ た結 果 を 追試 す ると

共に ， さらに 課題直後 の 要因 を 加 え， 平衡機能 と 情動 と の 関 連 性 を追 究

した ． 本研究 に お い て も ，同 様 に 情 動 喚 起 は成 功 し， 不 安 を代 表 と す る

否 定 的 感 情の 上 昇 は平衡機能 の 安定性 を 低 下さ せ る と い う 結果 が 得ら れ

た．  

 本 研 究 に お い て も ， 平 衡 機 能 と 一 貫 し て 関 連 性 が 見 ら れ た 情 動 は 状

態・ 特性不安 であった ． 安 静 期 ， お よ び 再 安 静 期 に お い て ，平衡機能 と

特 性 不 安 とに 負 の 相関 が 見ら れ た こ と は ，研 究 2 の結 果 をより 明 確に し

た も の と 言え る だ ろ う ． 相 関 係 数 の大 きさから ， 安 静 状 態 においては ，

特 性 不 安 が他 の 情 動 以 上 に平 衡 機 能と 関 連 性を 持 つと 考 えられ る ．た だ

し,こ の 特 性 不 安 と平 衡 機 能と の 負の 相 関 は ，状態不安 と 特 性 不 安 で前 提

とされている 正 の 相関 と は理 論 的 に異 な る 点で ， 今後 の 検 討 課 題 と言 え

る ．本 研 究に お け る状 態 不 安と 特 性 不 安 の 相 関 係 数 も中 程 度の 相 関  （ｒ

= .537 .ｐ＜ .01）で あ り ，平 衡 機 能に よ る不 安 と の相 関 は ，質 問 紙 で測 定

さ れ る 不 安と は 異 なる 側 面も 含 ん で い る 可 能 性 がある ． 

し か し ， 情 動 喚 起 が生 じると ， 特 性 不 安 との 関 連 性は 明 確 ではなくな

り， 状態不安 お よ び敵 意 な ど の 情 動が 平衡機能 と 正の 相 関 を持 ち 始め る

こ と が 理 解で き る ． 

ま た ， 情 動 喚 起 場 面 に 対 し て ， 敵 意 ， 非 活 動 的 快 な ど に 変 容 が 生 じ ，

平 衡 機 能 の安 定 性 の低 下 が生 じ る と解 釈 できる ． 平 衡 機 能 と高 い 関連 の

見ら れ た 「敵 意 」 の質問項目 の 内 容は ， 怒 りと 関 連を 持 つ 内容 であり ，

研 究 1 で 平 衡 機 能 と関 連 性の 見 られた 「 驚 愕」 と 同様 に ， 自律神経系 を

覚醒 さ せ る代 表 的 な情 動 の一 つである ． 情動喚起場面 に 対 して ， 敵意 ，

非 活 動 的 快な ど に 変容 が 生じ ， 平 衡 機 能 の 安 定 性 の低 下 が 生じ る と解 釈
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で き る ． こ れ ら の こ と か ら， 平衡機能 と 情 動と の 関 連 性 の 基底 に は自 律

神 経 系 を 介し た 身 体 的 基 盤が 予 想 さ れ る ．Spie lberger  e t .a l .（ 1 9 7 0）に

よる 状 態 ・特 性 理 論に お い て も ， 状 態 不 安 の上 昇 に と も な い自 律 神 経 系

の覚 醒 が 見ら れ る こ と が 示さ れ て お り ， こ の よ う な観 点 からも ， 他の 生

理 指 標 を 同時 に と り， 平 衡 機 能 と 情動 と の 関連 の 妥 当 性 を 確認 す る必 要

があるだろう ．  
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3-3-5.研究 3 のまとめ 

情 動 喚 起 場 面 で 平 衡 機 能と 関 連 性 が 見 ら れ た 情 動 は 多 面 的 で あ っ た

が， 一 貫 して 関 連 性が 確 認さ れ て い る の は ，状態不安 であった ． 状 態 不

安は,情 動 喚 起 および 情 動 喚 起 変 化 量 において ， 総 軌 跡 長 ，単 位 軌 跡 長 ，

外 周 囲 面 積， 矩形面積 ， 実 効 値 面 積， 前 後 径と い っ た ほ ぼ 全 指 標 で， 有

意な 関 連 性を 示 し て い る ．この 結 果 から ，吉 川ら（ 1 9 9 7）では 見 ら れ な

か っ た 状 態 不 安 と 平 衡 機 能と の 関連性 は ， 情 動 喚 起 場 面 で は確 認 さ れ る

と言 え よ う． 
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3-4. 第 3 章まとめ 

 

研 究 1 に お い て ，平 衡 機 能は 肯 定 的 情 動 の低 下 と 否 定 的 情 動の 上 昇と

も関 連 性 を持 つことが 明 らかにされた ． これは 先 行 研 究 にない 本研究 の

新し い 知 見で あ る ．  

研 究 2 お よ び 研 究 3 の 結果 か ら ，吉川 ら（ 1 9 9 7）に よ る 閉 眼 条 件 での

特 性 不 安 と平 衡 機 能と の 関 連 性 の み な ら ず ，直立姿勢 における 平 衡 機 能

は開 眼 条 件に お い て も 状 態 不 安 および 特性不安 と 関 連 性 を 持つことが 明

らかにされた ． 安静期 で の特 性 不 安は ， 先 行 研 究 とは 異 な り， 身 体 動 揺

と負 の 相 関を 持 つ こ と が 研 究 2， 研 究 3 に お い て 示さ れ た ．た だ し， こ

の負 の 相 関の 意 味 を， 特 性 不 安 の 高い 者 は 平 衡 機 能が 安 定 していると 解

釈す る べ き な の か ，筋 緊 張に よ る 身体 に 不合理 な 姿 勢 制 御 が行 わ れ て い

ると 解 釈 す る べ き な の か に つ い て は， 本 研 究の 結 果か ら は 明ら か で は な

い．   

研究 １ ， 研究 ２ ， 研究 ３ の結 果 か ら， 安 静 状 態 が 崩さ れ ， 何ら か の特

定の 情 動 に支 配 さ れ る と ，平 衡 機 能の 低 下 が大 き く な る こ と が 明 ら か に

さ れ た ． 情動喚起状況 で 「敵 意 」 が平 衡 機 能と 正 の相 関 を 有す る こ と は

新た な 知 見で あ る ．最 も 高い 相関係数 を 示 した 矩 形 面 積 変 化 量 と 敵 意 変

化量 の 結 果に 基 づ き， 矩 形 面 積 変 化 量 を 目 的 変 数 とし ， 各 質 問 紙 の変 化

量を 説明変数 と し た重 回 帰 分 析 の 結果 か ら も， 敵 意が 最 も 大き な 影響 を

平 衡 機 能 に与 え て い る こ と が 示 唆 さ れ る が ，本 研 究の 被験者数 は 重 回 帰

分析 を 満 足に 満 た す人 数 に達 し て い な い こ と か ら ，今 後 の 追試 が 必要 と

さ れ る ．  

従来 ， 姿 勢 制 御 研 究は｢立 つ｣と い う行 為 を生 理 的 メ カ ニ ズ ムに よ り説

明す る 研 究が 多 く ，情 動 との 関 連 性を 追 究 した 基礎的 な 研 究に 乏 しい 状
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態に あ っ た． 心 理 的 要 因 と直 立 姿 勢と の 関 連 性 を 検討 し た 研究 1 ，研 究

2，研 究 3 で は ，「ま っ す ぐ に 立 つ 」と い う 行為 が 情動 と 分 かちがたく 結

びついている 結 果 を示 し て い る ． ヒト 特 有 の直立姿勢 は 気 分と 関連性 を

持つ 行 為 で あ り ， 生 理 的 な伸 張 反 射の み で説 明 さ れ る べ き で は な い．  

研 究 1， 研究 2 ，研 究 3 を通 じ て ，特 に 直 立 姿 勢 に お け る 平 衡 機 能と

結び つ き の強 い 情 動は ，状 態 不 安 で あ る と 考え ら れ ，こ れ を 基本 として ，

否 定 的 感 情の 上 昇 と肯 定 的 感 情 の 低下 も ま た直立姿勢 に 影 響を 与 え て い

ると 考 え ら れ る ．  

研 究 1， 研究 2 ，研 究 3 を通 じ た 相関 の 結果 か ら は， 情 動 が直立姿勢

に影 響 を 与え て い る と の 考察 も 可 能で あ る が， 同 時に ， 直 立 姿 勢 のあ り

方が 情 動 に影 響 を 与え て い る と の 解釈 も 可 能な 結 果が 導 かれた ． こ れ ら

の結 果 は ，こ れ ま で基 礎 的 研 究 に 乏し か っ た姿勢制御 を 重 視す る ボ デ ィ

ワ ー ク の 訓練 は ， 姿 勢 制 御を 向 上 さ せ る の み な ら ず， 少 な く と も 情動 の

改善 に も 影響 を 与 える 可能性 が 示 唆さ れ た ．成 瀬（ 1 9 8 8 a，1988ｂ ，1991）

は， 姿勢体験 と い う観 点 から ， 心 理 的 要 因 の中 で 気分 や 認 知に ま で影 響

を与 え る 行為 としての 直 立 姿 勢 のあり 方 を 提唱 し て い る ． 臨床動作法 が

示す 脳 性 まひ 児 の 姿 勢 制 御の 向 上 は， 情 動 の改 善 にも 影 響 を与 え て い る

可 能 性 がある ．  

 

 本 研 究 を踏 ま え た今 後 の展 開 として ， 方向性 は 二つ あ る と思 われる ．

研 究 1， 研 究 2 を 通じ た ス ピ ー チ 課題 は ， 実際 に 話を さ せ た も の の， 現

実の 対面場面 で は な か っ た． そ こ で， よ り 生 態 学 的 妥 当 性 の高 い 実際 の

対 面 場 面 を設 定 し ，そ こ で生 じ る 情 動 喚 起 を利 用 して ， 直 立 姿 勢 との 関

連性 を 検 討す る こ と で あ る． 研 究 4 では ， 状 態 不 安と 身体動揺 と の関 連

性が 報 告 さ れ た に も か か わ ら ず ， 追試 が な さ れ て い な い 状 態に あ るパ ー
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ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 を利 用 し て， 実 際 の対面場面 の 中 で情動喚起 を

生じ さ せ ，直 立 姿 勢の 変 容を 検 討 する ．  

第二 の 方向性 と し て， 研究 1 ， 研究 2 で は STAI に代 表 される 一般次

元で の 不 安と の 関連性 が 見出 さ れ た こ と を 踏ま え ，関 連 す る情 動 の対 象

を拡 大 す る こ と で あ る ．研 究 5 で は， よ り 臨 床 的 な汎 用 性 が高 い 社 会 不

安へ と 対 象を 拡 大 し， 直 立 姿 勢 と の関 連 性 を探 索 的に 検 討 する ． ま た こ

の 時 ， STAI-S が 認 知 的 成 分 を含 む 状 態 不 安 で あ る の に 対 し て ， 認 知 的

成分 を 含 まず ，不安 と 抑 う つ を 弁別 で き る情 動 の 質 問 紙 と し て D A M S の

使 用 を試 み る ． STAI- S は 抑 う つ を 含 ん で 成 立 し て い る 状 態 不 安 の質 問

紙で あ る が，D A M S を 使 用す る こ と に よ り ，身体動揺 と よ り関 連 性の あ

る情 動 が ，不 安 なのか ， 抑う つ な の か を 考察 す る た め で あ る．  
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第 4 章  対面状況における平衡機能と情動との関連性 

 

4-1. 研究 4： 

パーソナル・スペースの侵害による情動喚起が平衡機能に及ぼす影響 

 

4-1-1.  先行研究 

春 木 （ 1 9 9 8）は ，「 ま っ す ぐ に 立 つ 」 と い う姿 勢 の あ り 方 と 情 動 との

間に は 関連性 が あ る と の 仮説 を 提 唱し た ．こ れ に 基づ き ， 研 究 1 では ，

直 立 姿 勢 の数 量 化 の指 標 と し て 身 体 動 揺 計 を利 用 して ， 直 立 姿 勢 の安 定

性と 多 面 的 状 態 尺 度と の 関 連 性 が 分析 さ れ た． そ の結 果 ， 直 立 姿 勢の 安

定性 は 不 安 気 分 の 上 位 概 念で あ る 否 定 的 情 動の 上 昇と 肯 定 的 情 動 の低 下

との 関 連 性が 示 された ． こ れ ら の 結果 は 直 立 姿 勢 の あ り 方 と情 動 とが 分

か ち が た く結 び つ い て い る こ と を 示している ．さ ら に研 究 2 で は 直 立 姿

勢の 安 定 性と 状 態 ・特性不安 と の 関 連 性 が 分析 された ． そ の結 果 ，特 性

不安 と 直 立 姿 勢 の 安 定 性 との 間 に 負の 相 関 が， ま た状 態 不 安と 直 立 姿 勢

の安 定 性 との 間 に 正の 相 関が 見 出 され ，研 究 3 で は同 様 の 結果 が 確認 さ

れた ．  

第 3 章 の実 験 状 況で は ，ス ピ ー チ 教示 に 基づ く 情 動 喚 起 場 面が 設 定さ

れ て い た が， 視 線 ，姿 勢 の統 制 を 重視 したため ， そ れ ら は 実際 の 対 面 場

面で は な か っ た た め， 生 態 学 的 妥 当 性 に 問題点 が 指摘 で き る． そこで 本

研究 で は ，パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 による 情 動 喚 起 を 独 立 変 数と し

て， 実 際 に対 面 状 況を 設 定し ， そこに 見 られる 直 立 姿 勢 のあり 方 と不 安

を中 心 とした 情 動 との 関連性 を 検 討す る ．  

 

4-1-1-1．パーソナル・ スペース（personal space） と情動 

 八 重 澤 ・ 吉田  ( 1 9 8 1 )  が指 摘 す る よ う に ， 従来 の パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー
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スの 研 究 は距 離 の 測定 および 個人変数 や 状 況 変 数 と距 離 と の関 係 の分 析

に焦 点 が 注が れ て お り ， 他者 の 接 近に よ り 被 験 者 がどのような 心理的 あ

る い は 生 理 的 負 荷 を経 験 するかという 点 に つ い て 明ら か に し て い る研 究

は少 な い ．  

 パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 による 生 理 的 変 容 に関 す る 古典的実験 と

し て は ， 対 人 間 距 離が 短 く な る に つ れ て ア イ・ コ ン タ ク ト の減 少 が見 ら

れ る こ と を報 告 し た Argy le  &  Dean  (1965 )  の研 究 が あ げ ら れ る ．   

八 重 澤 ら（ 1981）は ，他者 の 接 近に 対 し て人 が 認知 す る 心 理 状 態（不

安・ 緊 張 ・見 え の 大き さ ）と 生理反応 としての 心 拍， 瞬 目 の変 化 の測 定

を ，2 0 m 前 方 か らモ デ ル を被 験 者に 接 近 さ せ る 方 法で 行 った ．そ の 結果 ，

不安 や 緊 張は モ デ ルが 接 近す る に つ れ て 単 調に 高 ま っ た ． 一方 ， 瞬目 と

心拍 は モデル に 対 して 気 詰ま り に 感じ た 時 点， す な わ ち パ ー ソ ナ ル・ ス

ペ ー ス の 境 界 近 辺 で急 激 に増 加 し た こ と を報 告 し た．  

 吉 田 ・ 小玉  ( 1 9 8 7 )  は ，八 重 澤 ら（ 1 9 8 1）の 実 験に お い て生 理 的 反 応

はス ペ ー ス境 界 近 辺ま で は減 少 を 示し ， ス ペ ー ス 近辺 で 急 激な 増 加を 見

せ た の に も関 わ ら ず，認知反応 は ，“モ デ ル の接 近 に従 い 不 安や 緊 張も 当

然 上 昇 す る だ ろ う ”と い う実 験 場 面の 外的文脈 に 基づ く 被験者 の 推論 に

よ っ て 規 定さ れ ， 徐々 に 増加 す る と い う 反 応を 示 し た と い う両 反 応の ズ

レを ， 慣 れの 過 程 に よ っ て証 明 し よ う と し た． そ の結 果 ， 生 理 反 応が 即

時的 に 変 化を 示 さ な く な っ た の に 対し ， 認 知 反 応 は距 離 の 接近 と と も に

評 定 値 も 単調 に 上 昇す る と い う パ タ ー ン として “ 慣れ ” が 示さ れ る こ と

が一 部 ， 確認 さ れ た．  

鈴 木  ( 1 9 9 4 )  は ，八 重 澤 らの 実 験 に つ い て ， 被験者 が 気 詰ま り を 感じ

た距 離 ， 目を そ ら し た く な っ た 距 離で 止 ま ら せ る s t o p - d i s tance 法を 用

い て い る 点に 問 題 が あ る こ と を 指 摘し ， 被験者 の 意志 で 距 離を 設 定す る
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と い う 従 来 の stop- d i s tance 法 を 用い ず ， 実 験 者 があらかじめ 設 定し た

距離 で 心理的 ， 生理的 （ 心拍 ）， 行 動 的 変 化（ 直 視 回 避 回 数， 直視時間 ）

を と ら え る実 験 を 行い ，s t o p - d i s tance 法 に お い て 被 験 者 が 距離 を 過剰 に

意識 し て し ま う と い う 欠 点を 補 えると 考 え た． そ の結 果 ， 対 人 距 離と し

て設 定 し た 7 m， 5 . 5 m， 4 m，  2 . 5 m，  2 m  ， 1 . 5 m，  1 m の う ち ，行 動

的 ，生 理 的 指 標 で は ， 2 . 5 m， 1 . 5 m に お い て 変 化が 見 ら れ た こ と を報 告

し て い る ．また 武 田 ら  ( 1 9 8 8 )  は， sto p - d i s tance 法 を 用 い ，他 者 接 近 場

面に 伴 う 不安 や 緊 張を 軽 減す る た め に と ら れ る 防 御 的 行 動 を， 直 立 姿 勢

の変 化 （ 身 体 動 揺 ）の 測 定に よ っ て検 討 し た結 果 ，状 態 不 安の 上 昇と 同

時 に 姿 勢 制 御 の 安 定 性 が 乱 れ る と の 報 告 を し て い る ． し か し ， 武 田 ら

( 1988 )の 研 究 は 被 験 者 が 少な い 点 （ n=6 ） が 指 摘 で き る が ， 追 試 は な さ

れ て い な い．  
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4-1-2.  目的 

 実 際 の 対 面 場 面 を設 定 し ，平衡機能 と 情 動と の 関連性 を 検討 するため ，

気 分 操 作 の独 立 変 数と し てパ ー ソ ナ ル ･ス ペ ー ス の 侵害 が 注目 さ れ た．  

また ， 従 来の パ ー ソ ナ ル ・ス ペ ー ス研 究 は 他者 の 接近 に よ り被 験 者が ど

の よ う な 心 理 的 あ る い は 生 理 的 負 荷を 経 験 す る か と い う 点 に つ い て明 ら

かにしている 研 究 は少 な い こ と が 指摘 された ．  

 そ こ で 本 実 験 で は，鈴 木（ 1994）の実 験 を 参考 にしつつ ，H a l l  ( 1 9 6 6 )  

が対 人 距 離を 4 つ に区 切 り， 1 ｍ 以内 の 範囲 に 2 つの 距 離 の境 界 を見 出

したことから ， さらに 1 ｍ以 内 で の空 間 行 動の 検 討を 行 う ．さ ら に， 鈴

木  ( 1 9 9 4 )  や 八 重 澤 ら  ( 1 9 8 1 )  の 研 究 では ， 最 も 遠 い距 離 か ら 徐 々に 距

離 を 縮 め て い く 方 法 を と っ て い る た め ，“ モ デ ル の 接 近 に 従 い 不 安 や 緊

張も 当然上昇 す る だ ろ う ”と い う 外 的 文 脈 を少 な か ら ず 被験者 に 推論 さ

せ て い る こ と が 考 え ら れ る．  

本 実 験 で は stop- d i s t a n c e 法ではなく ， あ ら か じ め設 定 された 距 離に

お け る 対 面 状 況 刺 激を ， カ ウ ン タ ー バ ラ ン スを と り つ つ 提 示し ， 対 面 時

間を 長 くとる 方 法 を選 択 する ．ま た，本 実 験で は，武 田 ら  ( 1 9 8 8 ) と同 様

に， 直立姿勢 における 身 体 動 揺 の 測定 を 行う ． 研 究 1， 研 究 2， 研 究 3

に お い て 確認 さ れ た身体動揺 と 状 態・ 特性不安 と の関 連 性 の研 究 に基 づ

き ，被 験 者の 個 人 的 要 因 として ，高 特 性 不 安 群と 低 特 性 不 安 群を 設 定し ，

両 群 間 の パ ー ソ ナ ル・ ス ペ ー ス の 侵害 に よ る情 動喚起 が 平 衡 機 能 に与 え

る影 響 を 検討 す る ．  
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4-1-3.  方法 

4-1-3-1 .被験者 

 埼 玉 県 私 立 W 大学大学生 ，お よ び大 学 院 生 2 9 5 人 の中 か ら 研 究 1，研

究 2 ，研 究 3 と同 様 に ，STAI- T を 用 いて ，ス ク リ ー ニ ン グを 行 った ．水

口・下 仲・中 里（ 1991）に よ る S T A I - T の 基 準 得 点 に基 づ き ，「 非 常に 高

い 」「 高 い 」に 判 定 さ れ る 群を 高 特 性 不 安 群（以 下 ，高群 ），「 非常 に 低い 」，

「低 い 」 に判 定 される 群 を低 特 性 不 安 群 （ 以下 ， 低群 ） と 操 作 的 に定 義

した ． ま た後 に 述 べるように 本 実 験は 対面場面 を 設定 し て い る た め， 実

験者 と 対面者 の 身長差 が 考慮 さ れ た た め ，実 験 者 男 性 の 身長 1 7 5 ㎝±3

㎝， 実 験 者 女 子 の 身 長 160 ㎝± 3 ㎝ の 者に 限 定 さ れ た ．  

 

4-1-3-2. 身体動揺測定法 

 重 心 動 揺 測 定 の 主な 統 制 条 件 は ，固 視 点 の形 状 と固 視 点 ま で の 距離 ，

直 立 位 置 ，直 立 位 （足 位 ），測定時間 の ５ 点で あ る ．  

 固 視 点 の形 態 は 縦 2 5 ㎝ ，横 3 5 ㎝の 長 方 形であった ．これは ，後に 述

べる 情 動 喚 起 課 題 との 関 連で ， 視 点の 自 由 度の 相対的 な 大 き さ の 確保 が

必要 と 判 断さ れ た た め で あ る ． こ の固 視 点 が， 実 験 開 始 時 に， 被験者 が

自然 と 感 じる 目 の 高さ に 調節 さ れ て， 視 覚 的 統 制 が な さ れ た．  

 本 実 験 での 固 視 点 距 離 は約 2 m 4 0 ㎝ であった ． こ れ は ， 全身 が 録画 で

きる ビ デ オの 位 置 と実 験 室の 広 さ に よ る 制 約に よ り決 定 された ． 固 視 点

ま で の 距 離は 一 般 に２ m が望 ま し い と の 報 告が な さ れ て い る が ，厳密 な

基準 は 存 在し な い ．  

 直 立 位 置は 足底中心 が 重心動揺計上 の 基準線 と 一致 す る 様に ， 教示 に

より 統 制 さ れ た ．  

 本 実 験 での 直 立 位は ロ ン ベ ル グ 足位 が 選 択さ れ た． 身体動揺 は 支 持 面



 139 

の広 さ に 反 比 例 し て動揺距離 が 長 く な る ． そ し て ，ロ ン ベ ル グ 足 位は 最

も支 持 面 の小 さ い 直 立 位 で あ る こ と か ら ， 他の 足 位と 比 較 して ， 動 揺 量

が反 映 さ れ や す い た め で あ る ． 通 常 実 験 で は直 立 位は ， 足 を平 行 に し て

揃え る ロ ン ベ ル グ 足位 ， 踵に 他 方 の足 の つ ま先 をつけ ， 両 足を 一直線 に

揃え る マ ン足 位 ， あ る い は， 踵 を 揃え つ ま先 を 約 6 0 度 開 く静 足 位な ど

が用 い ら れ る が ， 一般 に はロ ン ベ ル グ 足 位 を用 い る こ と が 多い （ 鈴木 ，

1998a）．   

 測 定 時 間は 6 0 秒が 選 択さ れ た ．日 本 平 衡 神 経 学 会 に よ る基 準 測 定 時

間と 時 系 列 分 析 上 ，必 要 なデ ー タ 点数 か ら 予 備 実 験を 経 て 判断 された ．

実 験 目 的 に よ り 測 定 時 間 の変 化 は 許さ れ る が， 平 衡 機 能 測 定の 観 点か ら

は，一般 に，3 0 秒 か ら 6 0 秒 の 測 定 時 間 が必 要 と指 摘 さ れ て い る（ 時田 ，

1995）．  

 な お ，実験当初 の 安 静 期 測 定で は 記 録 開 始 ま で に 4 秒 か ら 5 秒 間の 重

心 安 定 時 間を と っ た． これは ， 過度的 な ゆ ら ぎ を 除き ， 定常的 な 動揺 を

記録 す る た め の 措 置で あ る．  

 

4-1-3-3 .パーソナル・スペース の侵 害による情動喚起 の方 法 

 パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 に お い て は 初 対 面 の異 性 同 士が 最 も不 安

を高 め る 組み 合 わ せ と さ れ て い る ．し か し ，身 体 動 揺 測 定 に お い て身 長

差に よ る 頭 部 動 揺 が身体動揺 に 与 える 影 響 を考 慮 し， 本 実 験の 対 面 場 面

は， 身 長 が同 程 度 の初 対 面の 同 性 と い う 組 み合 わせで 行 われた ． この 場

合の 身 長 差は±3 ㎝ に 統制 さ れ た．   

 本 研 究 では ， 距 離 は H a l l  ( 1 9 6 6 )  に よ る 密 接 距 離の 近接位相 と 遠 隔 位

相と し て 定め ら れ た距 離 の中 間 である  0 . 2 5  m  ， 個 人 距 離 の近接位相 と

遠 隔 位 相 の中 間 である  0 . 8 2  m， 社 会 距 離 の 同じ く 中間 で あ る 2 . 4 0 m の
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3 箇 所を 設 定し た 。  

  

4-1-3-4 .測定 の内 容 

（ 1） 情 動 的 指 標  

 研 究 1 ， 研 究 2 ， 研 究 3 と 同 様 に ， 本 実 験 に お い て も ， STAI- S

（ Spie lberger . ,  Gorsuch . ,Lushene .，1 9 7 0 )の日 本 語 版（ 水口・下 仲・中

里， 1 9 9 1）が 用 い ら れ た ．   

 ま た ，対面 状 況 の主 観 的 な視 線 合 致 感 を 検討 するため ,「 非常 によく 視

線を あ わ せ た 」（ 4 点 ），「 まあ 視 線を あ わ せ た 」（ 3 点 ），「 あ ま り 視線 を

あ わ せ な か っ た 」（ 2 点 ），「全 く 視線 を あ わ せ な か っ た 」（ 1 点 ） ま で の

四 件 法 か ら な る 主 観 的 視 線 合 致 表 を作 成 し ，対面刺激 が 終 了す る ご と に

用い ら れ た．  

 本 実 験 では ， 実験者 が 被 験 者 に 与え る 印 象が 一 定で あ る こ と が 望ま れ

る． そのため ， 実験者 は ，髪 型 を 変化 さ せ ず， ま た， 実 験 時の 洋 服を 統

一す る と い う 統 制 を お こ な っ た ． こ れ ら の 操作 を 経た 後 ， 被 験 者 の印 象

を判 断 す る た め に，実 験 終 了 後 に特 性 形 容 詞 尺 度（ 林，1 9 7 6，1 9 7 9）が

用い ら れ た． こ れ は「 個 人 的 親 し み や す さ 」，「 社 会 的 望 ましさ 」，「力 本

性（ 活 動 性）」 か ら な る 尺 度で あ る． 分散分析 の 結 果， 3 要 因の う ち ， 1

つ で も 有意差 が 見 ら れ た 被 験 者 は 分析 か ら除 か れ た．  

 以 上 の 過程 を 経 て，本 実 験 の最 終 的 な分 析 対 象 者 は 2 6 名 で あ っ た（ 高

群 1 3 名（ 男 性 ，7 名・女 性 6 名 ），低 群 1 3 名（ 男 性 8 名・女 性 5 名 ））．

平 均 年 齢 は， 2 1 . 2 歳（ S D ＝ 1 .68）で あ っ た． 身 長 の平 均 は男 子 174 ㎝

（S D =1.96），女 子 1 6 0 ㎝（ S D =2.24）で あ っ た．な お，被 験 者 数 が少 な

い た め ， 本 研 究 で は性 差 の分 析 は 行わ な か っ た ．  
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（ 2） 行 動 的 指 標  

日 本 平 衡 神 経 学 会 基 準 に お け る 身 体 動 揺 の 6 指 標を 用 い た． 6 指 標と

は， 重 心 点の 総 移 動 距 離 の指 標 である 総 軌 跡 長 ， 1 秒 間 に 移動 し た距 離

の平 均 値 で あ る 単 位 軌 跡 長， 面 積 （ 1 平 方 セ ン チ メ ー ト ル ）当 たりの 移

動 距 離 を 表す 単 位 面 積 軌 跡 長 ， 軌 跡の 外形面積 を 表す 外 周 囲 面 積 ，実 効

値 （ R M S ） を 半 径 とした 円 の 面 積 を 表 す 実 効 値 面 積 ， 前 後 最 大を 縦 軸 ，

左 右 最 大 を横 軸 とした 長方形 の 面 積を 表 す矩 形 面 積で あ る ．  

 

（ 3） 生 理 指 標  

不安 の 指 標と し て 吸 気 時 間 ，呼 気 時 間 ，呼 吸 時 間 ，呼 吸 振 幅 ，瞬目反

応 度 数 を 用い た ．  

 

4-1-3-5．実験装置 

 研 究 1 ，研 究 2，研 究 3 と 同様 に 重心動揺測定 に は N E C 社 製 重 心 動 揺

計 EB1101 が 用 い ら れ た．  

 呼 吸 測 定に は A M I 社 製 のレ ス ピ バ ン ド ，オシレータ ，コ ネ ク テ ィ ン グ

ケ ー ブ ル ，イ ン タ ー フ ェ ー ス ， リ テ ー ナ か ら な る ポ ー タ ブ ル・ レ ス ピ ト

レ ー ス ユ ニ ッ ト Nat iona l  Ins t ruments 社 製 Biobench を 使 用し て 測定 し

た． ま た 重 心 動 揺 と呼 吸 の同 期 測 定の た め二 股 BNC ケーブル を 利用 し

て， TEAC 社 製 DAT レ コ ー ダ により 同時測定 された ． 以 上の データ は

NEC 社 製 9 8 2 1 V 2 0 0 に 保 存さ れ た ．  

 行 動 評 定で あ る 瞬 目 行 動 分 析 に 用い た ビデオカメラ は 画 像 解 析 シ ス テ

ム DIPP- Mot ionVer2 .00 で あ っ た ．本 実 験 では 瞬 目 度 数 の 増減 を 分 析 対

象と し た ．  
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4-1-3-6 .手続 き 

a.  入 室 後 ， 着席 し S T A I - S に回 答 さ せ た ．  

b.  回 答 後 ，呼吸測定装置 を 装 着し ，ゼ ロ補 正 が な さ れ た 重心動揺計 へ

移動 し て ，以 下 の 教 示 1 に 基 づ き， 実 験 者が 手 本を 示 し た．  

教示 １：「 ここに 描 か れ て い る線 は ，足 の大 き さ を表 わ し て い ま す．

つま 先 が 自分 の 足 の大 きさの 線 の 下に く る よ う に し て ，この 台 の上

に立 っ て 下さ い ．か か と は ぴ っ た り と つけて 下 さ い．腕 は自 然 に両

脇に つ け た ま ま で，前 後 にふったり ，手を 組 ん だ り は し な い で く だ

さい ．視 線 は ，目 の 前 に あ る 四 角い 紙 を見 る よ う に し て ，な る べ く，

一定 に 保 って 下 さ い．」  

c .  教 示 1 を与 え た 後，被 験 者 が 自然 と 感じ る よ う な 位 置 に固 視 点が 調

節さ れ ， 以下 の 教 示 2 が与 えられた ．  

教 示 2：「故 意 に 視線 を 外す こ と は し な い で く だ さ い ．た だ し ，姿勢

も視 線 も 自然 に 動 いてしまう 分 に は か ま い ま せ ん．何 か 質問 はあり

ま す か ．な い よ う で し た ら ，こ れ か ら １分 間 ，その 姿 勢 を保 ってい

て下 さ い 」．  

d .  6 0 秒間 ， 安 静 期 の 身 体 動 揺， 呼 吸 お よ び 瞬 目 反 応 を測 定 し た．  

e .  席に 戻 っ た被 験 者 に対 し ，質問紙 に 回答 さ せ た後 ，次 の 教 示 3（ 対

面 教 示 ） を行 っ た ．  

教 示 3：「こ れ か ら ，あ る 人 が登 場 し ，あ な た の 正面 の 位 置か ら 特定

の距 離 に 立っ て も ら い ，向 い あ っ た ま ま の 状 態で ，今 の 姿勢 を 1 分

間続 け て も ら い ま す．そ の際 ，な る べ く対 面 す る人 の 顔 に視 線 を向

けた 状 態 で い て 下 さい ．た だ し ，自 然 に目 を 逸 ら せ て し ま う こ と は

かまいません ．姿 勢は ，先 ほどと 同 じ よ う に ，手は 身 体 の横 で 動か

さ ず に ，身 体 は 大き く 動 か さ な い よ う に し て く だ さ い ．両足 はぴっ
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た り と 合 わ せ る よ う に し て 下 さ い ． 最 初 と ， 距 離 を 変 更 す る 際 は，

眼を 閉 じ て も ら う よ う こ ち ら か ら 指示 します ．」  

f.  被 験 者 は 重 心 動 揺 計に 移 動し ，再 び 前述 の 姿勢 が と ら れ た 後 ，閉 眼

と な っ た ．実 験 者 は そ れ を 確認 し た 上で ，対面者 に 特 定の 位 置に 立

っ て も ら い， 以 下 の教 示 4 を 行 った ．  

教 示 4：「そ れ で は ，目 を 開 けて ，目 の 前の 人 と な る べ く 目を 合 わせ

た ま ま ， 1 分間 ， 今 の姿 勢 の ま ま で お願 いします 」．  

g.  60 秒 間 ，対 面 刺 激 に よ る 情 動 喚 起 の 身 体 動 揺 ， 呼 吸お よ び 瞬 目 反

応 測 定 を 行っ た ．   

h.  被 験 者 は 再び 着 席 し， 以 下の 教 示 5 が 行 わ れ た ．  

教 示 5：「そ れ で は ，対 面 中 の気 分 を 思い 出 して ，質 問 紙 に記 入 をお

願い し ま す」  

i .  回 答 後 ，教 示 1 で の 姿 勢を 閉眼状態 で 再び 教 示 した ．なお ，身 体 動

揺の 学習効果 を 消 す た め ，質 問 紙 記 入 時 間 を含 め ，1 2 0 秒 以 上の 待

機 時 間 が 取ら れ た ．  

j .  f か ら i の 手 続き を 対 人 距 離（ 0 . 2 5 m，0 . 8 2 m，2 . 4 0ｍ）ご と に 3 回

繰り 返 し て行 っ た ．   

k .  教 示 6 を 行 い， 6 0 秒間 ， 再 安 静 時 の身 体 動 揺， 呼 吸 お よ び 瞬 目 反

応を 測 定 した ．  

教 示 6：「 そ れ で は ，最初 にとった 姿 勢 を，も う 一度 ，とっていただ

き ま す ．か か と は ぴ っ た り と つ け て 下 さ い．腕 は自 然 に 両脇 につけ

た ま ま で ，前後 に ふ っ た り ，手を 組 ん だ り は し な い で く だ さ い ．視

線は ，目 の 前に あ る四 角 い 紙を 見 るようにして ，なるべく ，一 定に

保っ て 下 さい 」  
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 全 行 程 に わ た っ て， 被験者 が 教 示に 従 っ た姿 勢 を， 測定当初 に と っ て

い な か っ た場 合 は ，そのつど ， 実験者 が 修 正し た ．ま た ， 身 体 動 揺の 測

定ご と に 重 心 動 揺 計の ゼ ロ補 正 が 行わ れ た．  

実 験 時 間 は 約 4 0 分 で あ っ た． 実 験 のフ ロ ー チ ャ ー ト を F i g . 4 -1 -2，実

験 室 状 況 を Fig .4 -1 - 3 に 示す ．  
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4-1-4.  結果 

4-1-4-1  パーソナル・ スペースの侵 害による気分変容の効 果 

 パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 による 情動喚起 の 効果 を 測 定す るため ，  

安 静 期 ，近距離（ 0 . 2 5 m），中 距 離（ 0.82ｍ ），遠 距 離 (2 .40m) ，再 安 静 期

に お け る 状態不安得点 の 変化 について 被 験 者 内 一 要 因 分 散 分 析 を 行っ た ．

分 散 分 析 の結 果 ，条件 の 効 果は 有 意で あ っ た (F （ 4，2 5）=30 .01，p  < .01)．

有 意 水 準 5 ％で の L S D 法 に よ る下位検定 の 結 果，各 条 件 の 平均 の 大 小 関

係は 近 距 離 条 件 が 最も 大 き か っ た （ LSD=3.93 ）．  

以上 の 結 果 を F i g . 4 -1 - 3 に示 す ．  

 特 性 不 安（ 高 ・ 低） と 繰り 返 し （安 静 期 ・近 ・ 中・ 遠 ・ 再 安 静 期） を

独 立 変 数 とし ，状 態 不 安 得 点 を従属変数 と し た 2×5 の 分散分析 を 行っ た ．

その 結 果 ，交 互 作 用が 有 意で あ っ た (F（ 4， 9 6） =6.77， p  <  . 0 1 ) ．有 意

水 準 5％ で の L S D 法 に よ る 下 位 検 定 の結 果 ，高 特 性 不 安 群 は低 特 性 不 安

群と 比 較 して ，そ れ ぞ れ の 対 人 距 離に お い て高 い 状態不安得点 を 示 した ．

また ， 高 特 性 不 安 群， 低 特 性 不 安 群 共 に ， 近 距 離 に お い て 最も 高 い状 態

不 安 得 点 が示 さ れ た（ L S D = 3 . 3 9）．これらの 結 果 から ， 高特性不安群 は

低特性不安群 と 比 較し て ，全 て の 対 人 距 離 に お い て状 態 不 安が 高 か っ た

こ と が 示 さ れ た ． また パ ー ソ ナ ル ・ス ペ ー スの 侵 害に よ り ，高 特 性 不 安

群， 低 特 性 不 安 群 共に ， 近 距 離 条 件に お い て状態不安 が 高 め ら れ た と い

える ．  

以上 の 結 果 を F i g . 4 -1 - 4 に示 す ．  

 指 示 された 対面状況 に お け る 視 線の 主 観 的 合 致 を検 討 す る た め ，特 性

不安 ( 高・低 )と 対 人 距 離 (近・中・遠 )を 独立変数 と し，主 観 的 視 線 合 致 得

点を 従属変数 と し た 2×3 の 分 散 分 析 を 行っ た ．そ の 結果 ，交 互 作 用が 有

意で あ っ た（ F（ 2 ， 4 8） = 4 . 3 5，p  <  . 0 5）． 有 意 水 準 5 ％ で の L S D 法 に
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よる 下位検定 の 結 果， 対 人 距 離 に お い て は ，高 特 性 不 安 群 ，低 特 性 不 安

群共 に ， 近 距 離 に お い て 主 観 的 視 線 合 致 得 点が 低 か っ た ． また ， 高特 性

不 安 群 の 近 距 離 に お け る 主 観 的 視 線 合 致 は ，近 距 離に お け る低 特 性 不 安

群と 比 較 して ， 得 点が 低 か っ た （ L S D = 0 . 5 4）． こ の結 果 か ら， 近 距 離 条

件に お い て， 高 特 性 不 安 群は 低 特 性 不 安 群 と比 較 して ， 主観的 な 視 線 合

致の 度 合 いが 低 い こ と が 示さ れ た ．  

以上 の 結 果 を F i g . 4 -1 - 5 に示 す ．  
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4-1-4-2 .パーソナル・スペース の侵 害による身体動揺 の変 化 

 パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 による 情動喚起 が 平 衡 機 能 に与 え る影 響

を測 定 す る た め ，特 性 不 安（ 高・低）と 繰 り返 し（ 安 静 期・近・中・遠 ・

再 安 静 期 ） を 独 立 変 数 と し ， 身 体 動 揺 の 各 指 標 を 従 属 変 数 と し た 2 ×5

の 分 散 分 析 を 行 っ た ． また ， 特 性 不 安 (高 ・ 低 ) と 繰り 返 し 条 件 に お け る

安 静 期 を ベ ー ス とした 変化量 （ 近 距 離 変 化 量・ 中 距 離 変 化 量・ 遠 距 離 変

化量 ・ 再 安 静 期 変 化 量 ） を独 立 変 数と し ， 身 体 動 揺の 各 指 標を 従 属 変 数

と し た 2×4 の 分 散 分 析 を行 っ た．  

 そ の 結 果， 単 位 面 積 軌 跡 長 の 変化量 において ， 繰り 返 し 条件 の 主 効 果

が有 意 で あ っ た （ F（ 3， 2 4） = 5 . 1 9， p  <  . 0 5）．有意水準 5％ で の L S D

法に よ る 下 位 検 定 の結 果 ，対 人 距 離に お い て は ， 中 距 離 に お い て 単 位 面

積 軌 跡 長 の変 化 量 が最 も 大き か っ た（ LSD=2 .61）．  

 以 上 の 結果 を F i g . 4- 1- 6  に示 す ．   
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4-1-4-3 .生理 データの変 化 

本 実 験 で 使用 さ れ た呼 吸 デ ー タ は ，呼気時間 ， 吸 気 時 間 ， 呼 吸 比 ，呼

吸商 であった ．特 性 不 安 (高・低 ) と対人距離（ 安 静 期・近 距 離・中 距 離 ・

遠 距 離・再 安 静 期 ）を独立変数 と し ，各 指 標 を従 属 変 数と し た 2×5 の 分

散 分 析 を 行っ た が ，有 意 差は 見 られなかった ．  

 本 実 験 では ，特 性 不 安 (高・低 ) と対人距離（ 安 静 期・近 距 離・中 距 離 ・

遠 距 離 ・ 再 安 静 期 ）を 独 立 変 数 と し， 瞬 目 反 応 度 数を 従属変数 と し た 2

×5 の分 散 分析 を 行っ た ． なお ， VTR 録 画 器の 故 障か ら ， 高 特 性 不 安 群

3 名， 低 特 性 不 安 群３ 名 に欠 損 値 が生 じたので ， 分析 デ ー タか ら 除か れ

た． し た が っ て ， 本 分 析 に お け る 被 験 者 数は 高 特 性 不 安 群 1 0 名 ，低 特

性 不 安 群 1 0 名 で あ っ た．  

 分 散 分 析 の 結 果 から ， 交 互 作 用が 有 意 であった （ F（ 4 ， 7 2） =2.67，  

p  <  . 0 5）． 有 意 水 準 5 ％ で の L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果 ，全 て の繰 り

返し 条 件 に お い て 高 特 性 不 安 群 は 低特性不安群 よりも 瞬目反応 が 多く ，

また ，両群共 に ，近 距 離 に お い て 最 も瞬目反応 が 多 か っ た（ L S D = 4 . 7 1）．  

 以 上 の 結果 を F i g . 4- 1- 7  に示 す ．  
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4-1-5.  考察 

 本 研 究 に お い て は， 研 究１ ， 研 究２ および 研 究 3 の 結 果に 基 づいて ，

生 態 学 的 妥 当 性 が 高い 現 実の 対面状況 を 設 定し て ，情 動 と 平 衡 機 能と の

関 連 性 の 検討 を 試 みた ．研 究 １， 研 究２ および 研 究 3 で 示 さ れ た 身 体 動

揺と 状 態 ・特 性 不 安と の 相 関 関 係 か ら は ， 状 態 不 安が 高 め ら れ た 近 距 離

（ 0 . 2 5 m） で は， 姿 勢 制 御 に 乱 れが 生 じ ， 身 体 動 揺の 各 指 標 の 値 が大 き

く な る と の仮 説 が 立て ら れ る が ， 本 実 験 か ら示 された 平衡機能 の 低下 は

中 距 離 で の単 位 面 積 軌 跡 長の み で あ り ， 現 実の 対 面 状 況 に お け る 状 態 不

安の 上 昇 は必 ず し も平衡機能 の 安定性 を 低 下さ せ る わ け で は な い と い う

結果 が 示 さ れ た ． 以下 にその 理 由 を考 察 する ．  

高特性不安群 ， 低 特 性 不 安 群 共 に ，状態不安 が 上 昇し た 近距離 で は瞬

目 反 応 度 数と 主 観 的 視 線 合 致 得 点 に有 意 差 が見 られた ． 高特性不安群 は

低特性不安群 と 比 較し て ，有 意 に 瞬目 が 多 く， ま た， 視 線 を合 わ せ よ う

と し て い な か っ た ．内観報告 によれば ， 近 距 離 である 0 .25m は ，「互 い

に息 がかかる 距 離 で あ り ，指示 された 姿 勢 を維 持 す る の が 大変 であった 」，

｢顔が 近 づ き そ う で， 怖 かった ｣，「視 線 を 合わ せ る 事に 苦 痛を 感 じ た」，

｢目を 逸 ら し て し ま っ た｣と い う 報 告が ，高 特 性 不 安 者 1 3 名 中，4 名に 見

ら れ た ． また ， 高特性不安者 の 中 には ， 近 距 離 条 件で 重 心 動 揺 計 から 飛

び降 り る と い う 逃 避 行 動 が見 ら れ た者 が ２ 名 出 現 した ． こ れ ら の 被 験 者

は分 析 か ら外 されたが ， 本 実 験 に お け る 近 距 離 条 件は ， 特 に高 特 性 不 安

者に 強 い 不安 を 喚 起さ せ て い た こ と が 理 解で き る ．  

対 人 距 離 に よ っ て 強 い 不 安 が 喚 起 さ れ た 場 合 ， 姿 勢 制 御 は 一 定 時 間 ，

安定 を 維 持す る よ う に 動機付 け ら れ る と 考 え ら れ る． そこでは 姿 勢 制 御

の安 定 に 注意 が 向 け ら れ ，こ れ 以 上 対 人 距 離が 接 近し な い よ う な 意図 が

働い て い る可 能 性 があ る ．他 方 ， 内 観 報 告 の結 果 か ら は ， 喚起 された 情
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動へ の 対 処 行 動 として ， 高特性不安者 は 「 視線 を 逸ら す 」 と い う 方略 を

選 択 し て い る こ と が 示 唆 さ れ る ． Sommer (1959 ) 以 来 ， パ ー ソ ナ ル ・ ス

ペ ー ス に は伸 縮 す る性 質 があることが 指 摘 さ れ て き た が ， 視線 を 逸ら す

こ と に よ り， 高 特 性 不 安 者は 一 時 的に パ ー ソ ナ ル ・ス ペ ー スを 縮 小さ せ

る と い う 可能性 が 示 唆 さ れ る ． この 仮 説 は 渋谷 ( 1 9 9 0 )も 主張 しており ，

満 員 電 車 やエ レ ベ ー タ ー な ど で の 緊張 や 不 安 回 避 の方 略 として 理 解さ れ

て い る ． パ ー ソ ナ ル・ ス ペ ー ス の 侵害 に よ る情動喚起 に よ り， 身 体 動 揺

の変 化 が 見ら れ た が， 他 の研 究 として 低 い 値と な っ た の は ，視 線 を逸 ら

す と い う 緊張低減反応 が 見ら れ た た め と 考え ら れ る．  
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4-1-6.  研究 4 のまとめ 

本 研 究 で は， 対面場面 に お け る 平 衡 機 能 と情 動 と の関 連 性 を検 討 する

ため ， パ ー ソ ナ ル ・スペース の 侵 害に よ る 情 動 喚 起を 使 用 して ， 平 衡 機

能と の 関連性 を 検 討し た ．姿 勢 維 持が 指 示 さ れ た 条件 において パ ー ソ ナ

ル・ スペース の 侵 害に よ る情 動 喚 起が 近 距 離で 生 じる 時 ， 平 衡 機 能の 安

定性 は 低 下す る が ，一 方 で視 線 を 逸ら す な ど の 方 略に よ り パーソナル ・

ス ペ ー ス の縮 小 が 行わ れ て お り ， 喚起 さ れ た不 安 を回 避 しようとする 試

み が な さ れ る と 解 釈さ れ た．  
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4-2. 研究 5： 
社会不安と不安気分が平衡機能に及ぼす影響 

 

4-2-1.  先行研究 

 研究 1， 研究 2，研究 3 においては， 対面状況ではない スピーチ教

示を利 用して ，直立姿勢 における平衡機能と情 動との 関連性を検 討し

てきた ．その 結果 ，平衡機能 の指標 である 身体動揺は ，一 貫して 一般

次元の 不安を 中心 とした 情動と 関連性を持 つことが示 されてきた ．こ

れに基 づき，研 究 4 で は 生 態 学 妥 当 性 の 観点 か ら ，実 際 の 対 面 状 況を 設

定し て ， パ ー ソ ナ ル・ ス ペ ー ス の 侵害 を 利 用し た 情 動 喚 起 と平衡機能 と

の関 連 性 を検 討 し た． そ の結 果 ， 近 距 離 に お い て パ ー ソ ナ ル・ ス ペ ー ス

の侵 害 により 不 安 が喚 起 さ れ た 状 況に お い て は ，平 衡 機 能 は低 下 するが ，

視線 に よ るパ ー ソ ナ ル・ス ペ ー ス の収 縮 が 行わ れ る と の 解 釈が な さ れ た ．

日 常 生 活 に お け る 直 立 姿 勢に お け る平 衡 機 能は ， 不安 な ど の否 定 的 感 情

の上 昇 と 共に 必 ずしも 安定性 を 低 下さ せ る ば か り で は な く ，他 の 身体 の

動き に よ っ て 不 安 が表 現 さ れ る 場 合が あ る こ と が 指摘 さ れ た． 

 上 記 の 仮説 を 検 討す る た め に は ，パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 をお こ

さぬ 形 で の対 面 状 況を 設 定し ， 不 安 気 分 を 高め る 必要 が あ る． パ ー ソ ナ

ル・ スペース の 侵 害に よ る情 動 喚 起で な い 状 況 下 での 情動喚起 は ，研 究

1，研 究 2，研 究 3 で 示さ れ た よ う に，不安気分 の 上昇 と 共 に直立姿勢 に

お け る 平 衡 機 能 の 安 定 性 が低 下 す る と の 仮説 が 立 て ら れ る ． 

 こ の た め の 実験状況 と し て は ， 研究 1 ，研 究 2 ，研 究 3 で用 い ら れ た

ス ピ ー チ 教示 を 利 用し て 対 面 状 況 でス ピ ー チを 行 う方 法 や ，対面場面 で

実際 に 不 安を 喚 起 さ せ る よ う な 会 話を 行 う こ と も 考え ら れ る が ， 予 備 実

験の 結 果 か ら は ， このような 実験事態 で は ，大 き な手 足 の 動き が 多く 出

現し て し ま い ， 平 衡 機 能 の正 確 な 測定 が 困 難に な る こ と が 明ら か と な っ
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た． そ こ で本 研 究 では ， こ れ ま で の一 般 次 元の 不 安か ら 対 象を 広 げ， 社

会 不 安（ soc ia l  anxiety ）の 高低 を 選抜 し ，対 面 状 況を 設 定 して ，不 安 気

分を 高 め ，平 衡 機 能と の 関 連 性 を 検討 す る． 

 ま た 本 研 究 で は ， 情 動 の 測 定 と し て STAI-S と 同 時 に D A M S

（ Depress ion  and  Anx ie ty  Mood  Sca le ;福 井 ，1998）を 用い る ．研 究 2，

研 究 3 で 用 い ら れ た STAI- S によって 測 定 さ れ る 状 態 不 安 や多 面 的 感 情

状 態 尺 度 短 縮 版 は認 知 成 分 を含 ん だ 情動概念 で あ る の に 対 し て ， D A M S

は形 容 詞 と形 容 動 詞だけから 構 成 さ れ て お り， 認 知 的 成 分 を含 まない 情

動を 測 定 で き る 特 徴を 持 つ ．D A M S も 質問紙 で あ る以 上 ，完全 に 認知 を

介さ ぬ 情 動の み を 測定 す る こ と は 困難 であるが ， 平 衡 機 能 の変 化 が認 知

を媒 介 として 自 律 神 経 系 に作 用 し ，平 衡 機 能の 変 容が 生 じ る の か ，そ れ

とも 認 知 を介 さ ず ，直 接 に情 動 は 平 衡 機 能 に影 響 を与 えるのか ， と い う

疑問 に 対 して ， 示 唆は 与 え ら れ よ う．  

また ，D A M S の 第二 の 特 徴と し て ，抑 うつと 不 安 が弁 別 できる 点 が挙

げられる ． STAI- S に お け る 状 態 不 安 は 抑 う つ 感を 含 ん だ 概 念 であり ，

多 面 的 感 情 状 態 尺 度 短 縮 版に お い て も ，「 抑う つ・不 安」と 因子 が 命名 さ

れ て い る よ う に ，両 概 念 の 弁別 は 課 題と さ れ て き た（ 福井 ，1 9 9 8）．D A M S

は こ の 両概念 を 弁 別す る こ と に よ り， 不 安 と抑 うつの 比 較 を可 能 に し た

点に 特 徴 が あ る ．研 究 1，研 究 2 ，研 究 3 ，研 究 4 に お い て 困難 であっ た

不安 と 抑 う つ の 比 較が ，D A M S を 使用 す る こ と に よ り 可 能 と な る と思 わ

れる ．  
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4-2-2.  目的 

 本 研 究 の目 的 は ，パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー ス の侵 害 に よ ら ず に， 対 面 状 況

に よ る 情 動 喚 起 を 行い ， ロ ン ベ ル グ足 位 で の直立姿勢 における 平 衡 機 能

の変 容 を 検討 す る こ と で あ る ． 本研究 で は ，不安気分 の 妥当性 として 瞬

目 反 応 に 注目 し て ，実 験 を行 う ．  
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4-2-3.  方法 

4-2-3-1 .被験者 

埼 玉 県 私 立 W 大 学 大 学 生 2 6 8 人 を 対象 に ， S A D S（ Soc ia l  Avo idance  

and  Dis t ress  Sca le）お よ び FNE（ Fear  o f  Negat ive  Eva luat i on）の 日

本 語 版（共 に 石 川・佐 々木・福井 ，1 9 9 2）により ス ク リ ー ニ ン グ を 行い ，

両 尺 度 に 共通 し て±1 / 2S D 以上の 者を 被 験 者と し た（ 以 下 ，＋ 1 / 2S D 以

上の 群 を 高社会不安群，－ 1 / 2S D 以下の 群 を 低 社 会 不 安 群 とする ）．S A D S

は社 会 回 避を ，FNE は 評 価 不 安 を ，そ れ ぞ れ測 定 する 標 準 化さ れ た尺 度

で あ る ．被験者 は 高 社 会 不 安 群 1 2 名（ 男 性 6 名 ，女 性 6 名），低 社 会 不

安 群 1 2 名 （ 男 性 6 名， 女 性 6 名 ） で あ っ た．  

 

4-2-3-2 .実験状況 

 実 験 室 内に は 実 験 者 2 名 と 被 験 者 以 外 の者 は い な か っ た ．初 対 面と い

う実 験 事 態を 守 るため ， 面 接 者 となる 実 験 者は ， 被 験 者 か ら見 え ぬ よ う

ア コ ー デ ィ オ ン ・ カ ー テ ンの 後 ろ に対 面 場 面ま で 隠れ て お り， い る こ と

を気 づ か せ な か っ た．  

 

4-2-3-3 .測定指標 

（ 1）  認 知 的 指 標  

認 知 的 指 標と し て は STAI- S の ほ か D A M S を 使 用 した ．D A M S は 認知

的 成 分 を 含ま な い 情 動 成 分の み を 測定 す る， 不 安 ，抑 う つ ，爽 快 感 の 3

因 子 9 項目 からなる 尺 度で あ る ．  

（ 2） 行 動 的 指 標  

行 動 的 指 標と し て 身 体 動 揺 の 6 尺度 （ 総 軌 跡 長， 単 位 面 積 軌 跡 長 ，外

周 囲 面 積 ，実 効 値 面 積 ， 矩 形 面 積 ）に 加 え ，左 右 径， 前 後 径を 用 いた ．
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また 不安反応 の 確 認の た め， 瞬目反応 を 測定 し た ．  

 

4-2-3-4 .実験装置 

 NEC 社 製 重 心 動 揺 計 EB1101 により ， 左 右 方 向 ,前 後 方 向， 上 下 方 向

への 偏移距離 を ， 平 衡 機 能 9 8Ⅱ Ver .3 .12 で自 動 処 理 換 算 . サンプリン グ

周 波 数 は 2 0 H z で あ っ た ．ま た同 時 に二 股 BNC ケ ー ブ ル を 利用 し て身 体

動 揺 波 を TEAC 社製 ダ ッ ト レ コ ー ダ に 収 録し た ．  

 瞬 目 反 応 度 数 の 測定 のため ，Panason i c 社 製 V I D O  N V- S 1 0 0 を 使用 し

た．   

 

4-2-3-5 .刺激 の等質性 

 対 面 場 面は 初 対 面の 同性間（ 実験者・男 女そ れ ぞ れ１ 名 ）で行 われた ．

実 験 者 は 対 面 時 の 刺激 の 等 質 性 を 保つ た め ，化 粧 ，洋 服 ， 髪 型 等 を統 制

した ．ま た，実 験 終 了 後 に特 性 形 容 詞 尺 度（ 林 ，1976，1 9 7 9）が 用い ら

れた ． これは 「 個 人 的 親 し み や す さ」，「 社 会 的 望 ま し さ 」，「力 本 性（ 活

動性 ）」か ら な る 尺度 で あ る．印象評定 の 三 因 子 中 ，一 つ で も有 意 差が あ

る被 験 者 は分 析 か ら除 かれた ． ま た， 研 究 ４と 同 様に ， 被験者 と 実 験 者

の身 長 差 は±3 . 5 c m 以 内 に統 制 さ れ た ．  

 対 面 距 離 は stop- d i s t a n c e 法に よ り「 話 し や す い 距 離」で 決定 された ．

し た が っ て， 本 実 験に は パ ー ソ ナ ル・ スペース の 侵害 に よ り生 じ る情 動

喚 起 要 因 は含 ま れ て い な い． 
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4-2-3-6 .手続 き 

a.  入 室 後 ， 着席 し S T A I -S， D A M S に回 答 させた ．  

b.  回 答 後，ゼ ロ 補正 さ れ た重 心 動 揺 計 に 移動 し，教 示 1 に 基づ き，実

験 者が 手 本 を示 しながら ， 6 0 秒 間， 安 静 期の 身体動揺 お よ び瞬 目

反応 を 測 定し た ．  

教 示 1：「 こ れ か ら ，こ の 台 の上 に 乗 っ て い た だ き ， 目の 前 の用 紙

を見 ながら 1 分 間 ，そ の ま ま の 姿 勢で い て く だ さ い ．足 の ラ イ ン

は あ な た の足 の サ イ ズ に 合 わ せ た 位置 に つ ま 先 が 来 る よ う に し て

下 さ い ． なお ， こ の よ う に （ 実 験 者が 手 本 を 見 せ る ） つ ま 先と つ

ま 先 を 合 わ せ る よ う に し て 下 さ い ．手 は 軽 く 両 脇 に つ け て あ ま り

動か さ な い よ う に し て 下 さい 」．  

c .  教 示 2 （ 対 面 教 示 ） を 行 っ た 後 ， 再 び 着 席 さ せ ， S T A I - S， D A M S

に回 答 させた ．   

教 示 2：「 こ れ か ら , 先ほ ど の 姿勢 で 初 対 面 の 同性 の 方 と会 ってい た

だ き ま す ．質 問 紙 に記 入 し た ら , 合図 し て 教え て く だ さ い 」．  

d .  回 答 後，重 心 動 揺 計 に 移動 し，教 示 1 の 姿勢 を と ら せ た 後，以下 の

教 示 3 を行 っ た （ stop- d i s tance 法 に よ る対 面 状 況の 設 定 ）．  

教 示 3：「 こ れ か ら対 面 者 が ゆ っ く り と 近 づ い て い き ま す の で ， あ

な た が 話 し や す い 距離 ま で来 た ら ，手 を 上げ て 教 え て く だ さ い 」． 

e .  被 験 者 の 挙手 を 確認後 ， 以下 の 教 示 4 を 行っ た ．  

教示 4 ：「 二人 と も , 自分 の 視 線が 相 手 と 合っ て い る と思 っ た ら ,手

を上 げ て 教え て く だ さ い．対 面 中は , な る べ く ,視 線 を 合わ せ た ま ま

で い て く だ さ い 」．  

f.  被 験 者 の 挙手 を 確認後 ， 以下 の 教示 5 を行 い ， 6 0 秒 間， 情 動 喚 起

の身 体 動 揺， お よ び瞬目反応 を 測 定し た ．  
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教 示 5：「 そ の ま ま の 状 態 で ， な る べ く 視 線 を 合わ せ た ま ま で ， 1

分間 ， そ の姿 勢 を 保っ て く だ さ い 」．  

g.  情 動 喚 起 終 了 後 ， 着席 し ，質 問 紙 に回 答 さ せ た ．  

h.  再び 重 心 動 揺 計 に 移動 し ，以下 の 教 示 6 を 行い ，再安静期 の 身 体 動

揺を 測 定 した ．  

教 示 6：「 そ れ で は ，そのまま 先 ほどの 姿 勢 で も う 一度 ， 1 分間 ，

お願 いします 」  

 

全 行 程 に わ た っ て ，被 験 者が 教 示 に従 っ た姿 勢 を ，測 定 当 初にとって

い な か っ た場 合 は ，そのつど ， 実験者 が 修 正し た ．ま た ， 身 体 動 揺の 測

定ご と に 重 心 動 揺 計の ゼ ロ補 正 が 行わ れ た．  

実 験 時 間 は 約 4 0 分 で あ っ た ．F i g . 4- 2 -1 .に実 験 の フ ロ ー チ ャ ー ト を示

す．  
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4-2-4.  結果 

4-2-4-1 .対人距離 

実 験 時 の 社 会 不 安 （高 ・ 低） の 対 人 距 離 に関 し て ，対 応 の な い t 検定

を 行っ た 結 果， 有 意 差 が見 ら れ た（ t （ 2 2） =3.37 ,p  < . 0 1）． 高 社 会 不 安

群 は 低 社 会 不 安 群と 比 較 し て ， 対 人 距 離が 大 き か っ た． 以 上 の 結 果 を

Fig.4 -2 - 2.に 示 す．  

 

4-2-4-3．情 動の操 作 

対 面 状 況 に よ る 情 動 喚 起 の効 果 を 測定 す る た め ， 社 会 不 安 （高 ・ 低）

と繰 り 返 し（ 安 静 期・情 動 喚 起・終 了 直 後・再安静期 ）を 独 立 変 数 とし ，

状態不安得点 お よ び D A M S の 下 位 項 目 を従 属 変 数と し た 2×4 の 分 散 分

析を 行 っ た．  

分 散 分 析 の 結 果 ， 状 態 不 安 得 点 に お い て 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た   

（ F（ 3， 6 6） = 4 . 8 9，ｐ < . 0 5）．有 意 水 準 5％ の L S D 法 による 下 位 検 定

の結 果 ， 各 平 均 の 大 小 関 係は ， 高 社 会 不 安 群は 低 社 会 不 安 群と 比 較し て

状態不安得点 が 高 か っ た ．ま た ， 高社会不安群 に お い て 情 動 喚 起 が最 も

高 く ， 次 い で 安 静 期 と 情 動 喚 起 で あ り ， そ し て 再 安 静 期 の 順 で あ っ た

（ L S D＝ 2 . 7 6）． 以 上 の結 果 F i g . 4- 2- 3 .に示 す ．  

分 散 分 析 の結 果 ，D A M S の不 安 得 点において 交互作用 が 有 意であった

（ F（ 3， 6 6）  = 5 . 2 1 ，ｐ < . 0 1）． 有 意 水 準 5％ の L S D 法 による 下 位 検 定

の結 果 ， 各 平 均 の 大 小 関 係は ， 安静期 ， 再 安 静 期 を除 き ， 高 社 会 不 安 群

は低 社 会 不 安 群 と 比較 し て不 安 得 点が 高 かった ． また ， 高社会不安群 に

お い て 情 動 喚 起 が 最も 高 く， 次 い で終 了 直 後， そして 安 静 期と 再 安 静 期

で あ っ た （ L S D＝ 0 . 6 6）． 以 上の 結 果を F i g . 4- 2- 4 に示 す ．な お ， D A M S

に お い て 抑う つ 感 ，爽 快 感に 変 化 は見 ら れ な か っ た．  
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4-2-4-4. 身体動揺 の変 化について 

本 実 験 の 平 衡 機 能 の変 化 を確 認 す る た め ，社 会 的 不 安 （ 高 ・低 ） と繰

り返 し （ 安 静 期 ・ 情 動 喚 起・ 再安静期 ） として ， 身 体 動 揺 の各 指 標を 従

属 変 数 と し た 2×3 の 分 散 分 析 を行 っ た ．  

総 軌 跡 長 に お い て 交 互 作 用が 有 意 で あ っ た（ F （ 2，4 4）= 4 . 2 9，ｐ < . 0 5）．

有 意 水 準 5 ％ の L S D 法に よ る 下 位 検 定の 結 果，各 平 均の 大小関係 は，高

社 会 不 安 群 に お け る 情 動 喚 起 が 最も 高 か っ た（ L S D＝ 11.07）． 以 上の 結

果 を F i g . 4 -2 -5 .に 示す ．  

外 周 囲 面 積 に お い て 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た （ F （ 2 ， 4 4 ） = 7 . 7 2，   

ｐ <.01）．有 意 水 準 5 ％ のＬ Ｓ Ｄ法 に よ る下 位 検 定の 結 果 ，各 平 均 の大 小

関 係は ， 高 社 会 不 安 群 に お け る 情 動 喚 起 が 最も 高 かった （ L S D ＝ 0.91）．

以上 の 結 果 を F i g . 4 -2 -6 .に 示す ．  

 

4-2-4-5 .視線反応 

社 会 不 安 （高 ・ 低 ）と 繰 り返 し （ 安 静 期 ・情 動 喚 起・ 再安静期 ） を独

立 変 数 と し，瞬 目 反 応 数 を 従 属 変 数と し た 分 散 分 析 を行 っ た ．そ の 結果 ，

交 互 作 用 が有 意 で あ っ た（ F =（ 2，4 4），ｐ < . 0 5）．有意水準 ５ ％で の L S D

検定 の 結 果， 各 平 均の 大 小 関 係 は ，高 社 会 不 安 群 の情 動 喚 起で 最 も高 い

数値 を 示 した （ L S D = 6 . 1 5）． 以 上 の結 果 を Fig .4 - 2- 7.に 示 す．  

社 会 不 安 （ 高 ･低 ） の 情 動 喚 起 に お け る 主 観 的 視 線 合 致 度 に つ い て    

t 検 定 を 行っ た ． その 結 果， 有 意 差は 見 られなかった ．  
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Fig.4-2-5.社会不安群における総軌跡長の変化
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Fig.4-2-6.社会不安群における外周囲面積の変化
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Fig.4-2-7.瞬目の変化
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4-2-5.  考察 

対 人 状 況 の 設 定 に よ り ， 高 社 会 不 安 群 に は ， STAI- S， お よ び D A M S

の下 位 尺 度で あ る｢不 安｣が情 動 喚 起か ら 課題終了直後 ま で 高め ら れ た こ

とが 明 ら か と な っ た． し た が っ て ，本 実 験 での 情 動 喚 起 が 成功 したと 思

わ れ る ． また ， こ の よ う な情 動 の 変化 に と も な っ て， 身体動揺 の 総 軌 跡

長， 単 位 軌 跡 長 ， 外周囲面積 に も ，安 定 性 の低 下 が見 ら れ た． 以 上の 結

果か ら ，本 研 究 に お い て も 高 社 会 不 安 群 に お い て ，不安 が 高 められると ，

身 体 動 揺 の安 定 性 が低 下 す る と い う影 響 が確 認 された ．  

また 瞬目反応 において ， 高社会不安群 は 低社会不安群 と 比 較し て ，多

くの 瞬目反応 が 確 認さ れ た． 瞬目反応 の 増 加は 状 態 不 安 の 指標 （ 山崎 ，

1 9 8 7）と な る こ と か ら ，平 衡 機 能 の安 定 性 の低 下 に妥 当 性 が確 認 さ れ た

と思 わ れ る．  

本 研 究 で は STAI- S と D A M S に よ り情 動 の 測定 が 行わ れ た ． STAI-S

は， こ れ ま で の 研 究と 同 様に 上 昇 し， そ れ に伴 い ，身 体 動 揺も 変 化し て

いる ．ま た， D A M S に よ る結 果 では ，抑 う つ に変 化 は 見ら れ ず， 不安 の

みが 変 化 し て お り ，そ れ に伴 い ， 身 体 動 揺 の指 標 も情 動 喚 起において 増

加し て い る． こ の よ う な 結果 か ら ，研 究 を 通じ て ，最 も 身 体 動 揺 と関 連

性の 見 られる 情 動は STAI-S に よ る状 態 不 安であると 考 え ら れ る ．さ ら

に ，D A M S の結 果 から ，不 安 と抑 う つ の う ち ，不 安が よ り 身 体 動 揺の 変

化を と ら え る 情 動 と考 え ら れ る ．  
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4-2-6.研究 5 のまとめ 

 研究 5 においては ，不安気分 が高 められた社会不安高群 は，社会不

安低群と 比 較し て， 身体動揺の 総軌跡長， 外周囲面積 の 値が 増加 し，

平衡機能が低 下することが明らかとなった ．こ の結果 は， 研究 1，研

究 2， 研究 3 の結果 とも 整合性 を持 つと言 える ．また ，研究 1， 研究

2， 研究 3 で は明 らかでなかった不 安と 抑うつの弁別 という観点 から

も新し い知見 が得 られた ． DAMS により ,本研究の情動操作では ，抑

うつ感 に変化 が見 られず，不安が 上昇 を示し た．この 不安 の上昇 の影

響が，身体動揺の 増加という 結果を 与えている ．したがって，身体動

揺と関連性を 持つ 情動は ，質問紙による 測定において 不安 であること

が示唆 された ．   
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4-3. 第 4 章まとめ 

 

 研 究 4 に お い て は実 際 の対 面 状 況で の 平 衡 機 能 と情 動 と の関 連 性を

検討 するため ， パ ー ソ ナ ル・ スペース の 侵害 に よ る情 動 喚 起を 使 用し

て， 平衡機能 に 与 える 影 響を 確 認 した ． その 結 果 ，近 距 離 に お け るパ

ー ソ ナ ル ・ス ペ ー スの 侵 害は 状態不安 を 喚起 さ せ ，そ の 結 果， 平衡機

能の 安 定 性に 低 下 が確 認 さ れ た ． また ， 近 距 離 で のパ ー ソ ナ ル ・ スペ

ース の 侵 害に よ る 状 態 不 安の 喚 起 は， 平 衡 機 能 の 安 定 性 を 低下 させる

のと 同 時 に， 瞬目反応 を 増加 さ せ ，視 線 合 致 度 を 下げ る と い う 方 略が

確認 されたと 言 え る．  

 研 究 5 で は ，社 会 不 安 の高 低 群 に対面場面 に よ る情 動 喚 起を 使 用し

て， 平衡機能 へ の 影響 を 検討 し た ．そ の 結果 ， 不 安が 上 昇 した 高社会

不 安 群 は ，不 安 が 上昇 し な か っ た 低 社 会 不 安 群 と 比較 し て ，平衡機能

の安 定 性 が低 下 し た． さ ら に 研 究 5 に お い て も， 高社会不安群 に 瞬目

反応 の 増 加が 見 ら れ， 同 時 妥 当 性 の確 認 がなされたと 考 え ら れ る ．実

際の 対人場面 に お い て も ，状 態 不 安の 上 昇は ， 平 衡 機 能 を 低下 させる

影響 を 持 つ と い え る． こ れ ら の 結 果は ， 研 究 1， 研究 2 ， 研究 3 で見

ら れ た 平 衡 機 能 と 情動 と の関 連 性 と一 致 し て お り ，さ ら に 瞬 目 反 応に

よる 同 時 妥 当 性 が 確認 さ れ た と 考 え ら れ る．  

 以 上 の 結果 を ま と め る と， 全 て の研 究 を通 じ て ，平 衡 機 能と 一 貫し

て関 連 性 が確 認 された 情 動は STAI-S で 測定 さ れ る状 態 不 安で あ り，

不 安 の 上 昇 は 平 衡 機 能 の 安 定 性 を 低 下 さ せ る と ま と め る こ と が で き

る．  
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第 5 章  総合考察  直立姿勢における平衡機能と情動との関連性 

 

5-1.本研究のまとめ 

 

第１ 章 で は，生 理 学 的 お よ び 心 理 学 的 な観 点 か ら展 望 した ．そ の 結 果，

平 衡 機 能 と心 理 的 要 因 と の関 連 性 を追 究 し た研 究 は少 な く ，特 に 情動 的

要因 と の 関 連 性 は ，吉川 ら（ 1 9 9 7）に よ る ，安静期 ，閉眼条件 で の直 立

姿勢 における 平衡機能 と 特 性 不 安 との 相 関 の み で あ っ た ． そ こ で 本 研 究

では 第 ３ 章 以 降 ， 情動 を 操作 し て ，多 面 的 感 情 状 態お よ び 状態 ・ 特 性 不

安と の 関連性 を 追 究し た ．  

特 性 不 安 との 関 連 性に つ い て は ， 安 静 期 に お い て 平 衡 機 能 との 間 に負

の相 関 が 一貫 し て 見ら れ た． こ の 現象 の 解 釈と し て， 高 特 性 不 安 者の 課

題に 対 す る特 性 や 筋 緊 張 の賦 活 が 考え ら れ た． ま た， こ の 結果 は 吉川 ら

（ 1 9 9 7） に よ る 正 の 相 関 と は 異 な る 結果 で あ っ た ． こ の 理 由 と し て は ，

吉川 ら （ 1997） で の実 験 は 測定時間 2 0 秒 で あ り ，本 研 究 では 日 本 平 衡

神経学会基準 に 従い 6 0 秒で あ っ た こ と ，ま た ， 吉川 ら （ 1997） が， 開

足４ ５ 度 の足 位 を 用い た こ と に 対 し， 本 研 究で は ，身 体 動 揺 量 を 反映 し

や す い ロ ン ベ ル グ 足位 を 選定 し た こ と な ど ，測定条件 に 相 違が あ る こ と

が考 えられた ．  

平 衡 機 能 と情 動 と の関 連 性に お け る新 た な知 見 として ， ス ピ ー チ 課題

や， パ ー ソ ナ ル ・ ス ペ ー スの 侵 害 ，対 面 状 況な ど の情 動 喚 起に よ り， 安

静 状 態 か ら情 動 喚 起へ 移 行す る と ，特 性 不 安と 平 衡 機 能 と の関 連 性は 見

られなくなり ， 多面的 な 情動 と 平 衡 機 能 と に関 連 性が 見 られるという 現

象が 見 出 さ れ た ． 特に 平 衡 機 能 と の関 連 性 が一 貫 して 見 られた 情 動は 状

態 不 安 であり ， さらに 「 敵意 」 や 「驚 愕 」 も平衡機能 と 相 関を 持 ち， 安
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定性 の 低 下に 影 響 を与 え る情 動 と 考えられる ．  

以 上 の よ う な 平 衡 機 能 と 多 面 的 感 情 状 態 と の 関 連 性 の 結 果 を 総 合 す

ると ， 直 立 姿 勢 に お け る 平 衡 機 能 には 情 動 との 関連性 が 存 在し ， 肯 定 的

感情 の 低 下と 否 定 的 感 情 の上 昇 は ，平 衡 機 能の 安定性 を 低 下さ せ る影 響

を持 つ と 結論 で き る．   

本 研 究 で は， 特 に 状態 ・ 特 性 不 安 との 関連性 が 一 貫し て 見 られたこと

か ら ， S p i e l b e r g e r（ 1 9 7 2， 1975） に よ る 状 態 ・ 特 性 理 論 の 観 点 か ら こ

の関 連 性 が考 察 された ． 状 態 不 安 とは 一 時 的 情 動 状 態 で あ り， 主観的 ，

意 識 的 に 受け 取 られた 緊 張と 懸 念 の感 覚 と 自律神経系 の 活性化 や 覚醒 が

関与 す る も の と し て特 徴 付け ら れ て い る  ( S p i e l b e r g e r  et .a l . ，1970)  ．

そ の た め ，状 態 不 安の 強 度は ， 現時点 の 不 安 状 態 を問 う 自 己 報 告 式 尺 度

や，心拍 ，血 圧，G S R などの 自 律 神 経 系 の 活動 を 反映 す る 生理的指標 の

変化 で 測 定さ れ る  ( S p i e l b e r g e r，1975)  ．また ，この 状態不安 は 時間 の

経過 と 共 に変 化 し 動揺 し ，そ の 強 度は 個 人 が事 態 を脅 威 として 受 け取 る

程度 に よ り， またその 状 態 不 安 反 応の 持続時間 は ，個 人 が 脅威 として 事

態を 解 釈 する 持 続 性に よ る と さ れ て い る  ( S p i e l b e r g e r ,  1 9 7 2 )  ．   

こ の よ う な観 点 か ら考 察 す る と ， 本 研 究 に お け る 平 衡 機 能 と一 貫 して

関 連 性 が 見ら れ た 状 態 不 安や ，相 関 の 大きかった「 敵 意 」と「 驚 愕 」も ，

い ず れ も 自 律 神 経 系 の 賦 与 に 影 響 を 持 つ 代 表 的 な 情 動

(ｅ . g . ,Sp ie lberger，1 9 7 5 )で あ り ，平 衡 機 能 と情 動 との 関 連 の基 底 には ，

自 律 神 経 系を 介 し た身 体 的 基 盤 が あ る と 考 え ら れ る． こ の 身 体 反 応に 関

する 知 覚 が質 問 紙 においては 状態不安 に 最 もよ く 反映 さ れ ，ま た ，実 験

状況 の 違 い に よ っ て「 敵 意」 や 「 驚愕 」 にもそれぞれ 反 映 さ れ た と考 え

ら れ よ う ．  
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5-2．状態・特性理論 との相違点 

 

本 研 究 に お い て 明 確となった 平衡機能 と 状態 ・ 特 性 不 安 と の関 連 性に

つ い て ， S p i e l b e r g e r（ 1 9 6 6， 1975） に よ る 状 態 ・ 特 性 理 論 と は 矛盾 す

る結 果 も 見ら れ た ．状 態 ・特 性 理 論に よ れ ば， 特 性 不 安 と 状 態 不 安と の

関 連 性 は 正の 相 関 が前 提 とされている（ S p i e l b e r g e r，1966，1 9 7 5）．特

性 不 安 と はパ ー ソ ナ リ テ ィ特 性 と し て の 不安 で あ り ，不 安 傾 向  ( a n x i e t y  

pron eness)  における 比 較 的 安 定 し た 個 体 差 を 意 味 す る  ( S p i e l b e r g e r，

1966 )  ． つ ま り ， 脅威 として 受 け 取ら れ た 事態 に 対し ， 状 態 不 安 の強 度

の上 昇 を 伴い 反 応 する 傾 向の 個 体 差で あ り ，本 研 究に お い て も 状 態 不 安

と特 性 不 安と の 相 関 係 数 では 中 程 度の 正 の相 関 が 確認 さ れ て い る ．  

し か し ， 本 研 究 で は ， 平 衡 機 能 と 状 態 不 安 と の 関 連 性 は 正 の 相 関 が ，

特 性 不 安 と平 衡 機 能と の 関 連 性 は 負の 相 関 が一 貫 して 見 出 さ れ た ．こ の

こ と は ， 平 衡 機 能 に よ り 見出 さ れ た現 象 が ，質 問 紙に よ る 不安 と は異 な

る側 面 を 見出 している 可能性 を 示 し て い る．  
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5-3．今後の展望 

 

従来 ， 姿 勢 制 御 研 究は｢立 つ｣と い う行 為 を生 理 的 メ カ ニ ズ ムに よ り説

明す る 研 究が 多 く ，情 動 との 関 連 性を 追 究 した 基礎的 な 研 究に 乏 しい 状

態 に あ っ た (斎 藤 ・ 春木 ， 2000) ． 直 立 姿 勢 に お け る 平衡機能 と 情 動と の

関 連 性 を 検討 し た 本 研 究 か ら は ，「ま っ す ぐ に 立 つ 」と い う 行為 が 情動 と

分か ち が た く 結 び つ い て い る こ と を示 している ． ヒト 特 有 の直立姿勢 は

情 動 と 関 連 性 を 持 つ 行 為 で あ り ， 成 瀬 （ 1 9 8 8 a， 1 9 8 8 b， 1 9 9 1） や大 野

（ 2000）， 徳 永 （ 2000） が 主 張す る よ う に ，生 理 的 な 伸 張 反 射 のみで 説

明 さ れ る べ き で は な い ． 麗 （ 1 9 9 7） は ， Sherr ington(1947) に 基 づ き 発

展し て き た神 経 生 理 学 が 心理学的要因 に 触 れ始 め た研 究 を 展望 し ，心 的

活動 と 生 理 学 的 現 象と の 再 吟 味 が 必要 で あ る と の 見解 を 述 べ て い る． 今

後， 情 動 的 指 標 に 基づ く 心 理 現 象 と， 平衡機能 で 見ら れ た 現象 と の相 違

点に つ い て， さ ら に検 討 し て い く こ と が 望ま れ る ．  

本 研 究 を 通じ て ， 特に 直 立 姿 勢 と 結びつきの 強 い 情動 は ， 状 態 不 安で

あり ， これを 基 本 と し て ，否 定 的 感 情 の 向 上と 肯 定 的 感 情 の低 下 も ま た

直 立 姿 勢 に影 響 を 与え て い る こ と が明 ら か と な っ た． こ の 相 関 関 係の 結

果か ら は ，情動 が 直 立 姿 勢 に影 響 を与 え て い る と の 考察 も 可能 であるが ，

同時 に ， 直 立 姿 勢 の あ り 方が 情 動 に影 響 を 与え て い る と の 解釈 も 可能 で

ある ．  

こ れ ら の 結果 か ら ，これまで 基 礎 的 研 究 に乏 しかった 姿勢制御 を 重視

する ボ デ ィ ワ ー ク の訓 練 は， 姿勢制御 を 向 上さ せ る の み な ら ず ， 少な く

と も 情 動の 改 善 に も 影 響 を 与 える 可 能 性 が 示 唆 された ． 成 瀬 （ 1988a ，

1988b， 1 9 9 1）は ， 姿 勢 体 験 と い う観 点 か ら ，心 理 的 要 因の 中 で 気分 や

認知 に ま で影 響 を 与え る 行為 としての 直立姿勢 のあり 方 を 提唱 し て い る ．
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臨 床 動 作 法が 示 す 脳性 ま ひ児 の 姿 勢 制 御 の 向上 は ，情 動 の 改善 に も影 響

を 与 えている 可 能 性 が あ る ． 安 ・ 寺 門・ 野 瀬 ・ 斎 藤 ・ 山 岡 （ 2 0 0 2）は ，

気 功 訓 練 に よ り 姿 勢 制 御 の向 上 が 見ら れ る と同 時 に情 動 の 改善 に も変 化

が見 ら れ る こ と を 報告 し て い る ．  

統 制 群 の 設定 ， 被験者 の 発 達 的 要 因な ど を追 究 す る こ と に よ り ， 本研

究の 結 果 を さ ら に 一 般 化 す る と 共 に， こ の よ う な 観点 か ら ，今 後 の展 望

と し て ， 平 衡 機 能 の変 容 を独 立 変 数と し た 情動 や 認知 へ の 影響 も 検討 す

る必 要 が あ る と 思 わ れ る ．  
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